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く
。
仕
事
を
忘
れ
な
い
。

　

な
お
、
終
わ
っ
た
仕
事
は
「
○
７
月
６
日

〜
」
と
〇
を
始
め
に
付
け
る
。
す
る
と
、
自
動

で
上
の
方
に
並
び
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。

〈
下
の
写
真
〉

　

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
画
面
。
日
付
入
り
は
こ
こ
で

も
使
う
。
上
に
は
そ
の
月
の
仕
事
を
置
く
。
右

に
は
一
、二
か
月
先
の
仕
事
を
置
く
。

　

こ
れ
を
す
る
と
、
そ
の
時
に
行
う
仕
事
が
目

に
付
き
、
仕
事
を
忘
れ
な
い
。
ま
た
、
ア
イ
デ

ィ
ア
が
出
た
と
き
に
メ
モ
を
入
れ
や
す
い
。

本
ア
イ
デ
ィ
ア
の
導
入
利
用
と
効
果

1
　

仕
事
に
忙
殺
さ
れ
た
、
教
務
主
任
兼
担
任
時

代
。
何
の
仕
事
が
あ
る
か
、
締
め
切
り
は
い
つ

か
が
一
瞬
で
分
か
る
方
法
が
必
要
だ
。
編
み
出

す
こ
と
が
で
き
、
効
率
が
格
段
に
上
が
っ
た
。

使
い
方
と
メ
リ
ッ
ト

2
〈
上
の
写
真
〉

　

教
務
主
任
四
月
の
仕
事
一
覧
。

日
付
ご
と
に
並
べ
る
の
が
い
い
。
日
付
を
ト

ッ
プ
に
書
く
と
自
動
で
並
ぶ
。

①　

次
年
度
に
見
返
す
時
、
何
月
何
日
に
仕
事

を
す
る
か
、
す
ぐ
に
分
か
る
。

②　

新
し
い
仕
事
が
来
た
時
、
取
り
あ
え
ず
、

締
め
切
り
日
を
書
い
て
こ
こ
に
入
れ
て
お

微差力
教師の

Ｐ
Ｃ
画
面
の
使
い
方
で
仕
事
の
漏
れ
を
な
く
す

日
付
書
き
、
画
面
の
配
列
で
仕
事
忘
れ
を
防
げ
る
。
優
先
順
位
を
常
に
意
識
で
き
る

よ
う
に
し
よ
う
。

大
阪
府
箕
面
市
立
西
南
小
学
校

山や
ま

本も
と

東は
る

矢や



2

○
こ
れ
ま
で
の
学
び
を
生
か
す
発
展
的
な
指
導

　

六
年
生
国
語
科
、
能
や
狂
言
と
い
っ
た
日
本

の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
触
れ
る
授
業
が
あ
る
。

教
科
書
を
読
ん
だ
だ
け
で
終
わ
り
に
す
る
こ
と

も
十
分
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
場
面

で
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
培
っ
た
力
を
遺
憾
な
く
発

揮
で
き
る
子
供
た
ち
も
い
る
。
そ
の
こ
と
を
大

切
に
す
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

単
元
開
始
ペ
ー
ジ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
典
芸

能
に
つ
い
て
の
説
明
が
書
い
て
あ
る
ペ
ー
ジ
を

読
ん
だ
後
に

自
分
の
ま
と
め
方
で
ま
と
め
て
ご
ら
ん
な

さ
い
。

と
指
示
を
出
し
、
子
供
た
ち
に
ま
と
め
さ
せ
る

授
業
を
行
っ
た
。
日
頃
の
社
会
科
の
学
習
問
題

の
結
論
を
出
す
場
面
で
、
様
々
な
ま
と
め
方
を

す
る
子
供
た
ち
だ
。
下
の
写
真
が
そ
の
当
時
の

板
書
に
な
る
。

○
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
板
書
を
す
る

　

実
際
の
指
導
に
お
い
て
、
す
ぐ
に
ま
と
め
ら

れ
る
子
と
そ
う
で
な
い
子
の
差
も
あ
る
。
し
た

が
っ
て
板
書
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
社

会
科
で
使
っ
た
思
考
ツ
ー
ル
を
参
考
に
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
を
「
フ
リ
ー
部
門
」
と
し
て
分

け
て
お
い
た
。
子
供
た
ち
は
自
分
で
選
択
し
、

参
考
に
し
て
い
た
。

○
途
中
で
ノ
ー
ト
を
参
照
さ
せ
る
た
め
の
「
ウ

ォ
ー
ク
タ
イ
ム
」
を
設
け
る

　

六
学
年
の
こ
の
時
期
は
、
大
分
落
ち
着
い
て

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
子
が
多
い
。
し

か
し
な
が
ら
「
よ
り
良
い
ま
と
め
方
」
を
目
指

し
て
ほ
し
い
と
い
う
教
師
の
思
い
も
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
ま
と
め
始
め
て
一
〇
分
を
過
ぎ
た

頃
に
「
ノ
ー
ト
見
学
の
時
間
を
取
り
ま
す
。
ま

ね
で
き
る
も
の
は
ま
ね
し
て
上
手
な
ま
と
め
方

を
し
ま
し
ょ
う
」
と
伝
え
て
、
ノ
ー
ト
を
見
る

時
間
を
設
け
る
。

板書術・
ノート術

超凄腕

埼
玉
県
川
口
市
立
柳
崎
小
学
校

本ほ
ん

澤ざ
わ

航わ
た
る

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

国
語
科
×
社
会
科
を
横
断
的
に
学
習
し
、

ま
と
め
る
力
を
高
め
る

社
会
科
で
培った
ま
と
め
る
力
を
国
語
の
授
業
で
応
用
す
る
こ
と
に
よって
、
各
教
科
で

身
に
付
け
て
い
る「
構
造
的
に
ま
と
め
る
」力
が
、
よ
り
高
まって
い
く
こ
と
に
気
付
く
。
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教
師
の
個
別
評
定
と
、
こ
の
「
自
分
自
身
で

友
達
の
ノ
ー
ト
を
見
る
」
と
い
う
力
は
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
で
も
必
要
に
な
る
。

○
今
の
時
代
な
ら
、
も
う
一
歩
の
突
っ
込
み
を

　

実
践
当
時
は
、
自
分
自
身
が
伝
統
芸
能
に
つ

い
て
分
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
終
了
と
な
っ

た
。
し
か
し
今
で
あ
れ
ば

ど
う
し
て
〇
〇
さ
ん
の
ノ
ー
ト
を
参
考
に

し
た
の
で
す
か
。

と
、
参
照
し
た
理
由
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
た

り
、
言
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
だ
ろ

う
。
こ
う
し
た
教
師
の
〝
あ
と
一
歩
〞
の
突
っ

込
み
も
、
学
び
続
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
知
れ
る

技
術
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

国
語
だ
か
ら
「
こ
の
力
を
付
け
る
」
は
も
ち

ろ
ん
大
切
だ
。
そ
の
こ
と
に
加
え
て
、「
こ
の

教
科
で
学
習
し
て
い
る
こ
れ
は
使
え
そ
う
だ
」

と
い
う
の
が
子
供
か
ら
出
て
く
る
よ
う
な
授
業

展
開
を
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。

※構造的にまとめたノート４例。



大成功の
絵画工作
授業

4

紙
粘
土
で
つ
く
る
顔

テ
ラ
コッ
タ
風
紙
粘
土
で

見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
顔
を
つ
く
る

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

福
島
学
院
大
学
教
授

佐さ

藤と
う

昌ま
さ

彦ひ
こ

　
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
顔
の
制
作
を
通
し

て
、
立
体
に
表
す
力
を
高
め
る
。

【
材
料
・
用
具
】

◯
テ
ラ
コ
ッ
タ
風
紙
粘
土
　
◯
粘
土
板
　

◯
粘
土
ベ
ラ
　
◯
霧
吹
き
ス
プ
レ
ー

【
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
】

１　

紙
粘
土
を
準
備
す
る
（
原
形
）

２　

二
つ
に
分
け
る
…
顔
の
土
台
を
つ
く
る
も

の
と
部
品
を
つ
く
る
も
の
に
分
け
る
。

３　

顔
の
土
台
を
つ
く
る
…
顔
を
つ
く
る
た
め

の
出
発
点
と
な
る
（
基
本
形
）。

＊
基
本
形
…
発
想
を
広
げ
る
た
め
の
お
お
も
と
。

４　

初
め
の
部
品
を
つ
く
る
…
部
品
に
関
わ
る

初
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
。〈
例
〉
目

５　

更
に
部
品
を
つ
く
る
…
目
の
前
の
状
況
に

集
中
す
る
（
プ
ロ
セ
ス
全
体
の
要
）。

紙
粘
土
で
つ
く
る
顔

見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
顔
を
つ
く
る昌ま

さ

彦ひ
こ

　
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
顔
の
制
作
を
通
し

◯
テ
ラ
コ
ッ
タ
風
紙
粘
土
　
◯
粘
土
板
　

…
顔
の
土
台
を
つ
く
る
も

の
と
部
品
を
つ
く
る
も
の
に
分
け
る
。

…
顔
を
つ
く
る
た
め

＊
基
本
形
…
発
想
を
広
げ
る
た
め
の
お
お
も
と
。

…
部
品
に
関
わ
る

初
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
。〈
例
〉
目

…
目
の
前
の
状
況
に

集
中
す
る
（
プ
ロ
セ
ス
全
体
の
要
）。

5. 更に部品をつくる（例：口、鼻、眉毛、模様） 1. 紙粘土を準備する
　（テラコッタ風紙粘土）

　2. 二つに分ける
①顔の土台をつくるもの
②部品をつくるもの4. 初めの部品をつくる（例：目）

■霧吹きスプレー…（制作中）紙粘土が固くなり
そうなときに使用する。■粘土べら…必要に応じ
て活用する。■展示用の針金又は紐などを取り
付ける場合…基本形をつくる段階で行う。

■教材「紙粘土でつくる顔」に関する創造のプロセス

3. 顔の土台をつくる
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■顔をつくる
ための条件
→目と口
は最低限
つくる。

【盛り上げた
顔の裏側】
芯材には新聞
紙を使用した。

■側面
（下の
作品）

発展形
【ひげ】
芯材に
は針金
を使用
した。

■側面
（左の
作品）■正面

＊鼻、耳、眉毛、飾りなど、その他の
　　　部品は自由
　　　　　とする。

【つくろうとするものが思い浮かばない場合】
→取りあえず
（思い切って）、
一つの形を
つくって

置いてみる。
そして、
目の前の
形を
じっと
見て、
「次
どう
する
か」
を考
える。

■作品例（発展形） 原形→基本形→発展形 作品／福島学院大学学生



28 国語 「しらせたいな、見せたいな」� 平眞由美

29 算数
「たしざん」
� 宮森裕太

30 国語 「お手紙」� 村上　諒

31 算数
「図形」はタブレットを使って
操作しながら行う� 勇　和代

32 国語 「ちいちゃんのかげおくり」� 大川雅也

33 算数
「あまりのあるわり算」
頭の中を見える化！� 大井隆夫

34 国語 季節の言葉３「秋の楽しみ」
� 吉川たえ

35 算数
式と計算
� 太田政男

36 国語 話合いを上手に進める
「言葉」を獲得させる� 田中修一

37 算数
向山型算数パーツを使い
どの子も課題突破させる� 利田勇樹

38 国語 伝えにくいことを伝える
� 富樫僚一

39 算数
比例の変化は基本型で
乗り越えさせる� 菅野祐貴

①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ 若手道場　谷編集長が斬る！　岡　孝直
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　長谷川博之

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　内海周平
54　山口浩彦
55　山本こず恵
55　野村有紀
56　平野遼太

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　宮尾益知
51　小嶋悠紀
52　笹野達哉
53　武井　恒

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　中河原勇
58　河田孝文
59　本澤　航
60　溝端久輝子
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　加藤雅成
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　吉原尚寛
66　吉永順一
67　長谷川博之

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　林　健広

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　加藤綾乃

社会貢献活動への 
取り組み

77　山口浩彦

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 社会 ４年「地域で受けつがれてきたもの」の
基礎・基本 � 小川幸一

41 社会 ４年「地域で受けつがれてきたもの」の
主体的・対話的で深い学び � 小川幸一

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 「道徳学び方シート」で、考え議論する道徳を実践する� 堀田和秀

43 英語 TOSS型英会話×マインドマップ—スピーチ
で伝えたいことを整理する工夫� 白鳥友樹

44
オンライ
ン

担当する校務分掌からクラウド提案する
� 許　鍾萬

45 情報活用 Padletの新機能「サンドボックス」を使いこなす３つのワザ � 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 国語 型を使った意見文指導
� 市川玲名

47 体育 「体力テスト」記録向上のコツを正確に再現する � 岡　拓真

中学校でのTOSS実践

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「言い付けに来る子への対応」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

国語「新教材」全発問・全指示
─ 子供熱中！　令和時代の新授業プラン ─

1　教師の微差力 山本東矢

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術　本澤　航

4　大成功の絵画工作授業 　佐藤昌彦

9 向山洋一に聞く　教育Q&A
第62回 A　向山洋一

No.574

C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文

14 １年「つぼみ」（説明文）
　　説明文を読解する基本を教えて、動作化につなげる 塩谷直大
16 ２年「ロボット」（説明文）
　　低学年の説明文指導の「型」  岩永将大
18 ３年「文様」（説明文）
　　子供たちに段階的に学びを委ねていく 太田政男
20 ４年「友情のかべ新聞」（物語）
　　単元８時間の全発問・全指示  林　健広
22 ５年「銀色の裏地」（物語）
　　作品全体を読み取らせる２つの指示  水本和希
24 ６年「ぼくのブック・ウーマン」（物語）
　　物語文の「ゴール」は主題の検討  佐藤智彦
26 中学３年「俳句の可能性」（俳句・解説）
　　目的と手段とを混同するな  長谷川博之

10 オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　 教科書の写真をAIに分析させ、子供たちの思考の幅を広げる⑵ 谷　和樹

2024
月号10



トークライン購読者限定で、TOSS教材を割引価格でお申込みいただけるお得なサービスです！
トークラインをご購読いただいております、皆様が対象ですのでぜひご利用ください。

今、ここでしか見られない動画

サービス内容

ダウンロード
コンテンツ

ご紹介に使える
「お試し版」

WEBサービス

TOSS教材をお得に購入

デジタル・トークライン

トークライン会員クーポン

動画でも視聴できる！ 
高段者が答えるQ&A

トークライン読者限定！

お得な2大サービス w 8 t g r x
（ダブリュ・はち・ティー・ジー・アール・エックス）

共通パスワード
※有効期間： 2024年9月15日～

2024年12月14日

言い付けに来る子への対応

※ そのほかにもコンテンツが
いっぱい！（詳しくはP80）

サービス開始  2023年4月号より

特典  TOSSオリジナル教材HPにて、『教育トークライン』誌上に記載された
「共通パスワード」を入力すると、　割引価格で教材をご購入できます！

ご利用条件  ・Web注文限定（TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp）
・TOSSオリジナル教材の会員登録が必要となります。
・１回のご注文金額が3,000円以上の場合利用可能です。

上記の共通パスワードが
会員クーポンになります！

https://www.tiotoss.jp/user_data/talk-line_coupon.php

※一部、対象外商品がございます。
　詳細については、こちらをご確認ください。➡

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリッ
クし、IDと共通パスワードを入
力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今月のトークラインID：TL10

姿勢の保持は重要か
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発
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特
集
・
国
語「
新
教
材
」全
発
問
・
全
指
示

すべての子供の学力を保障する

教育

特集 国語「新教材」
全発問・全指示
―子供熱中！　令和時代の新授業プラン―

令和6年9月15日発行（毎月1回15日発行）第574号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育・・・宮尾益知
プロが教える“教室でできる手づくり教材”・・・武井恒

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「しらせたいな、見せたいな」算数　「たしざん」
小学2年　国語　「お手紙」 算数　「形の学習」
小学3年　国語　「ちいちゃんのかげおくり」 算数　「あまりのあるわり算」
小学4年　国語　「俳句の学習」 算数　「式と計算」
小学5年　国語　「話合いを進める言葉」 算数　「分数と小数、整数の関係」
小学6年　国語　「伝えにくいことを伝える」 算数　「比例の変化」

中学校での授業実践
国語　「型を使った意見文指導」
理科　「『体力テスト』記録向上のコツを正確に再現する」

10
2024

No.574
October

教育技術研究所

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「しらせたいな、見せたいな」算数　「たしざん」
小学2年　国語　「お手紙」 算数　「形の学習」
小学3年　国語　「ちいちゃんのかげおくり」 算数　「あまりのあるわり算」
小学4年　国語　「俳句の学習」 算数　「式と計算」
小学5年　国語　「話合いを進める言葉」 算数　「分数と小数、整数の関係」
小学6年　国語　「伝えにくいことを伝える」 算数　「比例の変化」

秋は実りの季節
おいしいものをいっぱい食べよう！
秋は実りの季節
おいしいものをいっぱい食べよう！

H1-4_TalkLine10_KRM_02.indd   1 2024/08/29   10:52

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！　　ウェブサイトです！
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本誌PDF
を

ダウンロー
ド

できます！

谷編集長の濃厚すぎる５分間
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

中学時代の向山洋一
第62回

て
知
り
合
う
子
も
多
か
っ
た
の
で
す
。

　
私
は
そ
こ
の
生
徒
会
長
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
組
の
級
長
も
し
て
い
ま
し
た
。

　
部
活
動
は
陸
上
競
技
部
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
校
長
先
生
に
も
目
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

校
長
先
生
は
全
国
の
中
学
校
の
学
校
図
書
館
協

会
の
会
長
を
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
時
々
、
全

校
集
会
の
時
に
全
校
生
徒
の
前
で
私
に
話
を
振

る
ん
で
す
。

「
な
、
向
山
君
、
そ
う
だ
よ
な
」
と
い
う
感
じ

で
す
。

　
校
長
先
生
以
外
に
も
、
個
性
的
で
い
い
先
生

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　
国
語
の
先
生
は
、
先
進
的
で
知
性
的
な
授
業

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
体
育
の
先
生
も
、
自
分
自
身
が
大
車
輪
を
で

き
る
先
生
で
し
た
。

　
今
思
え
ば
、
大
変
優
秀
な
先
生
方
に
習
っ
て

き
ま
し
た
。

　
い
い
友
人
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
今
で

も
ず
っ
と
付
き
合
っ
て
い
る
よ
う
な
仲
良
し
の

仲
間
も
で
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
東
大
や
京
大
に

進
学
し
た
よ
う
な
優
秀
な
人
た
ち
で
し
た
。

　
向
山
先
生
は
ど
ん
な
中
学
生
だ
っ
た
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
向
山
先
生
は
中
学
校
で
は
生
徒
会
長
と
い
う

優
等
生
だ
っ
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
中
学

校
の
時
は
ど
ん
な
生
徒
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か
。

　
良
い
先
生
方
や
優
秀
な
仲
間
た
ち
に
囲
ま
れ

て
、
生
徒
会
長
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
中
学
校
は
小
学
校
よ
り
少
し
高
い
場
所
に
あ

る
荏
原
第
五
中
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
進
学
率

の
大
変
高
い
学
校
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
一
学
級
五
〇
人
で
一
組
か
ら
十
組
ま
で
あ
り

ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
一
学
年
で
五
〇
〇
人
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
三
学
年
で
す
か
ら
、
全
校
約
千
五

百
人
で
す
。

　
中
学
校
で
は
、
二
割
く
ら
い
の
子
が
越
境
し

て
、
電
車
で
通
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
場
所
か
ら
来
て
い
る
の
で
、
中
学
で
初
め

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

教
科
書
の
写
真
を
Ａ
Ｉ
に
分
析
さ
せ
、
子
供
た
ち
の

思
考
の
幅
を
広
げ
る
⑵

生
成
Ａ
Ｉ
の
進
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
し
続
け
て
い
る
。
学
校
で
も
、
教
室
で
も
、
ま
ず
は
教
師
が
使
っ
て
み
る
こ

と
だ
。「
分
か
っ
た
こ
と
、
気
付
い
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
」
な
ど
を
た
く
さ
ん
出
さ
せ
る
場
面
で
、
子
供
た
ち
の
意

見
と
生
成
Ａ
Ｉ
の
意
見
と
を
闘
わ
せ
て
み
れ
ば
よ
い
。そ
れ
だ
け
で
子
供
た
ち
の
思
考
の
幅
は
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

そ
の
能
力
がChatGPT

やGem
ini

を
上
回
っ

て
い
る
と
い
う
の
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
語
に
も
非
常
に
よ
く
対
応
し
て
い
る
。

Claude
https://claude.ai/new

　

込
み
入
っ
た
こ
と
を
し
た
い
な
ら
有
料
版

に
契
約
す
る
必
要
が
あ
る（
二
〇
ド
ル
／
月
）。

　

で
も
、
ち
ょ
っ
と
体
験
す
る
だ
け
な
ら
無

料
版
で
十
分
だ
。

　

使
い
方
は
超
簡
単
。

　

単
に
、
日
本
語
で
命
令
す
る
だ
け
だ
。

　

そ
れ
で
、
勝
手
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書
い
て

く
れ
る
。
必
要
が
あ
れ
ば
、
横
に
窓
が
開
い

て
、
そ
こ
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
動
作
を
見
せ
て

く
れ
る
。

と
な
い
こ
と
だ
。
で
も
、
普
通
は

「
実
行
環
境
を
用
意
し
て
、
そ
こ
で
ス
ク
リ

プ
ト
を
走
ら
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、
途
方
に
暮
れ
る
ば
か

り
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
、Claude

は
解
決
し
た
。

二　

C
laude

を
体
験
し
て
み
よ
う

　

正
確
に
は
、

Claude
3.5
Sonnet

と
い
う
二
〇
二
四
年
六
月
に
公
開
さ
れ
た

バ
ー
ジ
ョ
ン
か
ら
だ
。

Claude

と
い
う
の
は
、A

nthropic

と
い

う
会
社
が
開
発
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
で
あ
る
。

　

先
程
の
、「Claude

3.5
Sonnet

」
は
、

一　

生
成
Ａ
Ｉ
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
さ

せ
る

　

そ
も
そ
も
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
が
得
意
だ
。ChatGPT

もGem
ini

も
、
か

な
り
高
度
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
で
き
る
。

〜
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
。

　

こ
ん
な
感
じ
で
気
楽
に
命
令
す
れ
ば
、
瞬

く
間
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書
い
て
く
れ
る
。

　

た
だ
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
面
倒
だ
っ
た
。

実
行
環
境
を
用
意
す
る

必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

知
識
が
あ
る
人
に
と
っ
て
は
、
ど
う
っ
て
こ

オピニオン

今教育界で起こっていること



2024. 1011

巻頭論文

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
記
録
用
紙
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
若
干
苦
戦
し
て
、Claude

と
の
や

り
取
り
は
二
〇
回
く
ら
い
。
一
時
間
く
ら
い

か
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
も
、
で
あ
る
。

　

か
つ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書
い
て
開
発
し

て
い
た
頃
は
何
日
も
何
週
間
も
か
か
っ
て
い

た
作
業
が
、
も
の
の
一
時
間
で
あ
る
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
記
録
ア
プ
リ

https://claude.site/
artifacts/e60f3c9a-
c579-40f2-9344-
ebd247a53a0c

　

ま
だ
使
い
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
我
こ

そ
は
と
い
う
方
は
、
右
の
リ
ン
ク
か
ら
コ

ピ
ー
し
て
、
ぜ
ひ
修
正
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
う
い
う
時
代
に

な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
知
識
は
も
は
や
、
ほ
と
ん
ど
必
要
な

い
。「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
お
た
く
」
は
い
ら

な
い
。
子
供
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
を
創

り
出
す
「
教
師
と
し
て
の
ア
イ
デ
ア
」
次
第

で
、
い
く
ら
で
も
工
夫
で
き
る
時
代
が
来
た

と
い
う
こ
と
だ
。

縄
跳
び
進
級
表

h
ttp
s://w

w
w
2s.

biglobe.ne.jp/̃
k-tani/

jum
p-rope-tracker.htm

l

　

む
ろ
ん
、
ま
だ
不
完
全
だ
。
で
も
、
こ
こ
ま

で
来
る
の
に
「
数
分
」
し
か
か
か
っ
て
い
な
い
。

　

ち
な
み
に
、Claude

に
は
公
開
機
能
が
付

い
て
い
る
。Claude

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
持
っ

て
い
れ
ば
、
私
が
作
っ
た
も
の
を
、
ア
カ
ウ

ン
ト
に
取
り
込
め
る
。（「Show

Content

」

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
も
見
ら
れ
る
）

縄
跳
び
進
級
表
（Claude

共
有
）

https://claude.site/
artifacts/c9aa6958-
e016-45d

b
-88b

b
-

96e8bbccd6d5

四　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
記
録
ア
プ
リ
も

作
っ
て
み
た

　

い
わ
ゆ
る
「
心
電
図
」
と
呼
ば
れ
る
、
バ

　

難
し
く
考
え
な
い
で
、
ま
ず
命
令
す
れ
ば

い
い
。変
な
の
が
返
っ
て
き
た
ら
、「
そ
う
じ
ゃ

な
い
の
で
、
こ
う
直
し
て
」
と
言
え
ば
い
い
。

　

そ
れ
だ
け
だ
。

三　

な
わ
と
び
級
表
を
作
っ
て
み
た

　

私
が
最
初
に
作
ら
せ
て
み
た
の
は
「
な
わ

と
び
級
表
」
で
あ
る
。

　

な
わ
と
び
級
表
の
表
をClaude
に
読
み
込

ま
せ
て
、
次
の
命
令
を
し
た
。

　

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
「
な
わ
と
び
」
の

進
級
表
で
す
。
こ
れ
を
表
の
形
式
に
し

た
上
で
、
表
の
数
字
を
タ
ッ
プ
し
た
ら

そ
の
セ
ル
の
色
を
変
化
さ
せ
、
横
一
行

全
部
の
色
が
変
わ
っ
た
ら
、
左
端
一
列

目
の
級
の
欄
に
合
格
マ
ー
ク
が
出
る
よ

う
な
ア
プ
リ
を
作
り
た
い
で
す
。

　

す
る
と
、す
ぐ
に
作
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
私
は
気
に
入
ら
な
い
。

　

そ
れ
で
、
ま
た
修
正
の
お
願
い
を
し
た
。

全
部
で
「
五
回
」
の
や
り
取
り
を
し
た
だ
け

で
、
取
り
あ
え
ず
で
き
た
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
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新教材
イラスト：柳岡 紋佳イラスト：柳岡 紋佳

※光村図書の教材からピックアップしています。※光村図書の教材からピックアップしています。

新教材
国語

全発問・全指示

子供熱中！　令和時代の新授業プラン

１年 つぼみ（説明文）1

３年 文様（説明文）3

５年 銀色の裏地（物語）5

中学３年  俳句の可能性
（俳句・解説）7

２年 ロボット（説明文）2

４年  友情のかべ新聞（物語）4

６年  ぼくのブック・ウーマン
（物語）6



四
月
か
ら
小
学
校
で
は
新
し
い
教
科
書
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
光
村
の
国
語
教
科
書
に
は
一

六
の
「
新
教
材
」
が
登
場
し
た
よ
う
で
す
。

１�　

説
明
文
の
新
教
材
で
は
「
構
造
」
が
ポ
イ

ン
ト
の
一
つ

例
え
ば
、
説
明
的
な
文
章
で
は

①　

問
い
→
答
え

が
基
本
構
造
で
し
ょ
う
。
向
山
洋
一
氏
が
授
業

で
提
起
し
て
以
来
、
教
科
書
に
も
そ
の
構
造
が

明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
教
科
書
改
定
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て

②　

問
い
→
答
え
→
ま
と
め

③　

主
張
→
理
由
→
結
論

と
い
っ
た
構
造
も
、
四
年
生
か
ら
登
場
し
て
い

ま
す
。
三
年
生
ま
で
の
学
習
と
、
四
年
生
以
降

の
学
習
を
つ
な
げ
る
系
統
性
が
必
要
で
す
。

２　

物
語
文
の
新
教
材
を
読
み
解
く
観
点

先
日
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
勉
強
会
で
い
く
つ
か
の

物
語
の
新
教
材
を
読
み
ま
し
た
。

四
年
生
の
「
友
情
の
か
べ
新
聞
」。
ポ
イ
ン

ト
は
「
語
り
手
」
で
あ
る
「
ぼ
く
」
が
果
た
し

て
い
る
役
割
で
し
ょ
う
。
設
定
・
視
点
・
主
題

な
ど
を
扱
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に

「
主
題
」
は
学
習
指
導
要
領
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

主
題
を
捉
え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

五
年
生
で
は
「
銀
色
の
裏
地
」。
ポ
イ
ン
ト

は
「
銀
色
の
裏
地
」
と
い
う
比
喩
的
な
考
え
方

が
「
モ
チ
ー
フ
」
と
な
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
構

造
で
し
ょ
う
。
対
比
、
モ
チ
ー
フ
、
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
な
ど
を
扱
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

①　

設
定
（
時
間
・
場
所
）

②　

人
物
（
中
心
人
物
）

③　

話
者
の
視
点
（
一
人
称
視
点
）

④　

対
比

⑤　

モ
チ
ー
フ
（
中
心
題
材
）

⑥　

構
成
（
起
承
転
結
）�

�

⑦　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
セ
ミ
ナ
ー
等
で
右
の
よ
う
な
観

点
を
学
ん
で
い
る
な
ら
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
供
た
ち
が
熱
中
す
る
授
業
を
展
開
で
き
そ

う
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
び
、
向
山
型
を
学
ん
で
こ
ら

れ
た
先
生
方
は
、
実
際
の
教
室
で
ど
の
よ
う
に

授
業
す
る
の
か
。

そ
の
授
業
プ
ラ
ン
を
具
体
的
な
発
問
・
指
示

で
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
発
問
・
指
示
が
な
ぜ

重
要
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か

も
解
説
い
た
だ
く
特
集
で
す
。

更
に
は
、
今
後
更
に
重
要
に
な
る
と
言
わ
れ
る

・
子
供
が
選
択
す
る
場
面

・
自
己
調
整
力

等
の
要
素
も
、
授
業
プ
ラ
ン
に
取
り
入
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
読
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
感

想
、
ご
批
判
、
代
案
な
ど
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）

　

国
語  

新
教
材

新
教
材    

全
発
問
・
全
指
示 

─
子
供
熱
中
！
　
令
和
時
代
の
新
授
業
プ
ラ
ン
─

特  集
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う
。）

指
示　
一
文
字
目
、

「
い
」
の
上
が
一

ま
す
分
空
い
て
い

ま
す
ね
。
指
を
置

い
て
ご
ら
ん
。

指
示　

一
ま
す
空

い
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
四
角
を
か
い

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

１　

最
初
に
「
文
種
」
を
教
え
る

　
あ
る
文
章
を
見
て
、
そ
の
「
文
章
の
種
類
」
を

特
定
で
き
る
力
は
、
大
切
な
読
解
力
の
一
つ
だ
。

今
か
ら
自
分
が
読
解
す
る
文
章
は
「
お
話
・
物
語

文
」
な
の
か
「
説
明
文
」
な
の
か
、「
構
え
」
を

も
た
せ
る
。
第
一
時
に
次
の
よ
う
に
話
す
。

説
明　
文
章
の
種
類
に
は
「
説
明
文
」
と
「
お

話
」
が
あ
り
ま
す
。「
説
明
文
」
は
、
事
実
、

本
当
の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。「
お
話
」

に
は
、
嘘
が
書
か
れ
て
い
て
も
い
い
の
で
す
。

「
は
な
の
み
ち
」
は
「
お
話
」
で
す
。

発
問　
「
つ
ぼ
み
」
の
種
類
は
ど
ち
ら
で
す
か
。

先
生
が
読
ん
で
あ
げ
る
の
で
、
考
え
な
が
ら
聞

い
て
い
な
さ
い
。

　
範
読
し
た
後
、
再
度
問
い
、
挙
手
さ
せ
る
。

　
正
解
は
「
説
明
文
」
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
。

発
問　
文
章
と
一
緒
に
、
説
明
文
だ
と
分
か
る

も
の
が
載
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
何
で
す
か
。

「
写
真
」
で
あ
る
。
低
学
年
の
説
明
文
に
は
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
が
あ
る
。
文
種
を
特
定
す
る
手
掛
か

り
に
な
る
。
こ
の
後
、
題
名
の
横
に
丸
を
一
〇
個

か
か
せ
、
繰
り
返
し
音
読
さ
せ
る
。
一
回
読
む
ご

と
に
、
赤
鉛
筆
で
き
れ
い
に
塗
ら
せ
る
。

２　
「
だ
ん
ら
く
く
ん
」
で
段
落
を
教
え
る

　
第
二
時
に
は
、
段
落
を
教
え
る
。

指
示　
最
初
の
文
を
読
み
ま
す
。
さ
ん
は
い
。

（
い
ろ
い
ろ
な
は
な
の
つ
ぼ
み
を
み
て
み
ま
し
ょ

北海道北見市立三輪小学校 塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

説明文を読解する基本を教えて、
動作化につなげる
「つぼみ」は１年生、６月の教材だ。入学後、最初に習う説明文である。発達段階に合わ
せて、「作業指示」を出しながら、基本的な内容を教えていく。

１年「つぼみ」説明文
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指
示　
四
角
の
上
に
丸
を
か
き
な
さ
い
。
頭
み

た
い
で
す
ね
（
電
子
黒
板
な
ど
で
教
師
も
か
い

て
見
せ
る
）。

二
文
目
を
音
読
さ
せ
る
。
同
様
に
、
四
角
と
丸

を
か
き
込
ま
せ
る
。

説
明　
文
の
ま
と
ま
り
を
「
段
落
」
と
言
い
ま
す
。

指
示　
丸
の
中
に
「
１
」
と
書
き
な
さ
い
。

説
明　
一
つ
め
の
段
落
を
「
一
段
落
」
と
言
い

ま
す
。

こ
の
「
四
角
に
丸
」
を
私
の
学
級
で
は
「
だ
ん

ら
く
く
ん
」
と
呼
ん
で
い
る
。
同
様
に
二
段
落
以

降
も
か
き
込
ま
せ
て
い
く
。
か
き
込
ま
せ
た
後
は
、

ま
と
ま
り
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
段
落
ご
と
に

音
読
さ
せ
る
。

３　

問
い
と
答
え
の
対
応

　
第
三
時
か
ら
五
時
で
は
、
向
山
洋
一
氏
の
説
明

文
指
導
を
中
心
に
進
め
る
。

説
明　
読
ん
で
い
る
人
に
問
題
を
出
す
よ
う
に

書
い
て
い
る
文
を
「
問
い
の
文
」
と
言
い
ま
す
。

発
問　
問
い
の
文
は
ど
れ
で
す
か
。

指
示　
定
規
で
線
を
引
き
な
さ
い
。

（
こ
れ
は
、
な
ん
の
つ
ぼ
み
で
し
ょ
う
。）

発
問　
本
当
は
こ
の
文
の
最
後
に
、
ひ
ら
が
な

一
文
字
付
け
た
方
が
い
い
の
で
す
。
そ
の
一
文

字
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。（
か
）

指
示　
問
い
の
一
文
字
と
言
い
ま
す
。
文
の
最

後
に
書
き
込
ん
で
お
き
な
さ
い
。

発
問　
「
こ
れ
」
と
は
ど
れ
の
こ
と
で
す
か
。

指
示　
指
を
置
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
（「
さ
き
が

ね
じ
れ
た
つ
ぼ
み
」、
ま
た
は
写
真
で
も
良
い
。

ど
ち
ら
で
も
褒
め
る
）。

指
示　
「
つ
ぼ
み
」
と
写
真
を
線
で
結
び
な
さ
い
。

「
あ
さ
が
お
」
の
後
は
、「
は
す
」「
き
き
ょ
う
」

を
同
じ
よ
う
に
進
め
る
。

４　

つ
ぼ
み
の
開
き
方
を
動
作
化
さ
せ
る

　
第
六
時
か
ら
八
時

は
、
動
作
化
で
読
解

さ
せ
る
。
手
で
つ
ぼ

み
を
作
り
、
花
が
咲

く
様
子
を
動
作
化
さ

せ
る
の
だ
。
ま
ず
は
、

教
師
が
や
っ
て
み
せ

る
。
わ
ざ
と
間
違
っ
た
開
き
方
を
見
せ
る
。「
違

う
！
」
と
声
が
上
が
る
。

発
問　
ど
こ
が
違
い
ま
す
か
。

子
供
た
ち
は
「
そ
ん
な
に
速
く
な
い
！
」「
ね

じ
れ
て
い
な
い
」
と
言
う
だ
ろ
う
。
子
供
の
発
言

に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
問
い
返
す
。

発
問　
ど
こ
に
書
い
て
あ
り
ま
す
か
。

文
章
の
記
述
に
基
づ
く
と
い
う
見
方
・
考
え
方

を
教
え
て
い
く
。
そ
の
後
、
各
自
で
動
作
化
さ
せ
、

ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
の
カ
メ
ラ
で
自
分
の
動
作
を
録

画
さ
せ
る
。
パ
ド
レ
ッ
ト
な
ど
に
提
出
さ
せ
、
お

互
い
に
見
合
う
。

説
明　

問
題
の
「
答

え
」
が
書
か
れ
て
い

る
文
は
ど
こ
で
す
か
。

指
示　

指
で
な
ぞ
っ

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

（
こ
れ
は
、
あ
さ
が

お
の
つ
ぼ
み
で
す
。）

指
示　
「
答
え
の
文
」
に
定
規
で
線
を
引
き
な
さ

い
。

指
示　
お
隣
さ
ん
と
ペ
ア
で
「
問
い
の
文
」
と

「
答
え
の
文
」
を
音
読
し
ま
す
。「
問
い
の
文
」

を
読
む
人
、「
答
え
の
文
」
を
読
む
人
を
決
め

た
ら
立
っ
て
、
練
習
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
な
さ
い
。

教
師
が
間
違
え
る
例

15 2024. 10

国
語  

新
教
材

新
教
材    

全
発
問
・
全
指
示
│
子
供
熱
中
！
　
令
和
時
代
の
新
授
業
プ
ラ
ン
│

特  集



１　

説
明
文
指
導
の
一
番
の
目
的
と
は
何
か

　

そ
れ
は
、「
筆
者
の
主
張
を

読
み
取
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
低
学
年
で
あ
っ
て

も
、
高
学
年
で
あ
っ
て
も
変
わ

ら
な
い
。
ゴ
ー
ル
が
ブ
レ
る
と

指
導
が
ブ
レ
る
。
ま
ず
は
教
師
が
ゴ
ー
ル
（
目
的
）

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

読
解
の
ス
キ
ル
を
指
導
す
る
。
な
お
、
本
原
稿
は
、

椿
原
正
和
著
『
椿
原
流
図
解
で
早
わ
か
り
国
語
授

業
①
：
説
明
文
読
解
の
授
業
』（
学
芸
み
ら
い
社
）

に
記
述
さ
れ
た
実
践
を
基
に
組
み
立
て
て
い
る
。

２　

読
解
ス
キ
ル
①
「
情
報
の
土
台
を
そ
ろ
え
る
」

　

物
語
文
教
材
の
場
合
、
多
く
は
範
読
か
ら
入
る
。

し
か
し
、
説
明
文
教
材
の
場
合
、
一
概
に
は
そ
う

言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
子
供
に
よ
っ
て
そ
の
説

明
文
に
関
す
る
情
報
量
が
違
い
す
ぎ
る
か
ら
だ
。

本
教
材
で
あ
れ
ば
、
一
文
目
に
「
ど
ん
な
ロ
ボ
ッ
ト

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、「
ロ

ボ
ッ
ト
」
と
い
う
も
の
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提

で
話
が
進
ん
で
い
る
の
だ
。
し
か
し
、
本
当
に
そ
う

だ
ろ
う
か
。
子
供
に
よ
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
前

提
知
識
は
バ
ラ
バ
ラ
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
最
初
に

「
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
定
義
す
る
。

例
：「
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
人
間
の
か
わ
り
に
し
ご
と

を
す
る
き
か
い
で
す
。
た
と
え
ば
、
お
も
ち
ゃ
の

ロ
ボ
ッ
ト
や
そ
う
じ
き
ロ
ボ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

自
分
で
う
ご
い
た
り
、
め
い
れ
い
を
き
い
た
り
し

ま
す
。」

分
か
り
づ
ら
い
場
合
は
、
視
覚
的
に
分
か
り
や

す
い
動
画
を
見
せ
る
の
も
有
効
で
あ
る
。

例
：
未
来
の
教
室
「
ロ
ボ
ッ
ト
っ
て
何
？
」

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.y
o
u
tu

b
e
.c

o
m

/
w
atch?v=JiT

tCW
JbG1U

３　

読
解
ス
キ
ル
②
「
構
造
の
大
枠
を
捉
え
さ
せ
る
」

　

教
材
文
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
は
大
き
く
次
の
よ
う
な

構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、

「
ロ
ボ
ッ
ト
」
は
大
き
く
三

つ
の
ま
と
ま
り
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
一
つ
め
と
二
つ

め
は
ど
こ
で
切
れ
ま
す
か
。

長崎県立公立小学校 岩
いわ

永
なが

将
しょう

大
だい

低学年の説明文指導の「型」
低学年の説明文は「①情報の土台をそろえる　②構造の大枠を捉えさせる　③順序を問
う　④筆者の主張を読み解く」という流れで指導する。

２年「ロボット」（説明文）
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と
問
い
、
低
学
年
で
あ
れ
ば
、「
ヒ
ン
ト
！　
教

科
書
の
何
ペ
ー
ジ
！
」
等
の
追
加
指
示
を
出
す
。

　

次
に
、

二
つ
め
と
三
つ
め
は
ど
こ
で
切
れ
ま
す
か
。

と
問
う
。
慣
れ
て
き
た
ら
、
追
加
で

教
科
書
に
線
を
引
い
た
ら
持
っ
て
お
い
で
。

と
子
供
に
あ
る
程
度
投
げ
出
し
て
負
荷
を
か
け
て

も
よ
い
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
そ
う
す
る
と
、
騒

乱
状
態
に
な
る
。
何
事
も
例
示
が
必
要
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
構
造
を
理
解
さ
せ
る
。
こ

れ
が
高
学
年
以
降
の
「
序
論
・
本
論
・
結
論
」
に

つ
な
が
る
の
だ
。

４　

読
解
ス
キ
ル
③
「
順
序
を
問
う
」

　

低
学
年
の
国
語
に
お
い
て
、「
順
序
」
は
最
重

要
事
項
で
あ
る
。

順
序
と
は
、
①
事
柄　

②

時
間　

③
大
切
さ
の
三
つ

に
分
か
れ
る
。

本
教
材
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
事
柄
の
順
序

に
沿
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
子
供
た
ち
に
は

「
ど
ん
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
出
て
き
ま
し
た
か
。

順
番
に
並
べ
て
ご
ら
ん
」

と
活
動
を
さ
せ
た
い
と
こ
ろ
だ
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
て
並
べ
替
え
る
作
業
を
行
っ
て
も
よ
い
。

　

ま
た
、
子
供
の
実
態
に
よ
っ
て
は
、

「
ど
ん
な
順
番
に
並
ん
で
い
ま
す
か
」

と
問
う
て
も
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
。

実
生
活
に
近
い
ロ
ボ
ッ
ト

　
　
　
　
←

社
会
的
に
活
躍
す
る
遠
い
ロ
ボ
ッ
ト

と
移
り
変
わ
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。

５　

読
解
ス
キ
ル
④
「
筆
者
の
主
張
を
読
み
解
く
」

　

説
明
文
に
は
「
型
」
が
あ
る
。

筆
者
の
主
張
が
ど
こ
に
あ
る
か

で
決
ま
る
。
今
回
は
、
尾
括
型

だ
。
低
学
年
で
あ
れ
ば
、

「
し
っ
ぽ
型
」
と
分
か
り
や
す

い
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
変
え
て
も
よ
い
。

　

次
の
よ
う
に
問
う
。　

「
筆
者
が
伝
え
た
い
こ
と
は
、は
じ
め・な
か・

お
わ
り
の
ど
こ
に
書
か
れ
て
い
ま
す
か
。」

　

今
回
は
簡
単
で
あ
る
。「
こ
の
よ
う
に
」
と
あ

る
か
ら
だ
。
低
学
年
か
ら
、「『
こ
の
よ
う
に
』
と

い
う
言
葉
は
、
ま
と
め
る
と
き
に
使
う
ん
だ
ね
」

と
確
認
し
て
お
く
と
よ
い
。
ま
た
最
後
に

「
こ
の
文
を
ズ
バ
リ
一
文
に
ま
と
め
な
さ
い
」

と
指
示
す
る
と
、
子
供
た
ち

に
、
よ
り
一
層
筆
者
の
主
張

が
明
確
に
入
っ
て
い
く
だ
ろ

う
。
早
く
書
け
た
子
に
板
書

さ
せ
、
苦
手
な
子
に
は
「
写

し
て
も
良
い
」
と
伝
え
る
と
、
指
導
が
よ
り
一
層

易
し
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
で
、

低
学
年
の
説
明
文
の
指

導
を
進
め
て
い
る
。
も

し
、
時
間
に
余
裕
が
あ

る
な
ら
ば
、
下
記
の
他

の
ス
キ
ル
も
教
え
た
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
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１　

一
斉
指
導
で
一
気
に
進
め
る
場
面

「
題
名
や
挿
し
絵
」
も
大
事
な
情
報
だ
。
本
文
を

読
む
前
に
、
題
名
や
、
挿
し
絵
だ
け
を
見
せ
て
子

供
た
ち
に
内
容
を
推
測
さ
せ
る
。

予
想
だ
か
ら
、
外
れ
て
か
ま
わ
な
い
。
子
供
た

ち
の
自
由
な
発
想
を
褒
め
る
。

　
教
科
書
を
開
け
る
と
、
段
落
、
構
成
、
問
い
と

答
え
（
一
部
）
が
既
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
は
一
気
に
進
め
て
い
く
。

発
問
１

全
部
で
何
段
落
あ
り
ま
す
か
。

指
示
１　
文
章
全
体
を
、「
は
じ
め
」「
中
」「
お

わ
り
」
に
分
け
ま
す
。
先
生
と
同
じ
よ
う

に
線
を
引
い
て
ご
ら
ん
。

　
五
段
落
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
線
を
引
い
て
文

章
全
体
を
三
つ
に
分
け
さ
せ
る
。

発
問
２

問
い
の
段
落
は
、
何
段
落
で
す
か
。

発
問
３

問
い
の
文
は
、
ど
れ
で
す
か
。
線

を
引
き
な
さ
い
。

発
問
４

問
い
の
文
字
は
ど
れ
で
す
か
。
丸

を
付
け
な
さ
い
。

　
問
い
の
段
落
は
②
段
落
で
あ
る
。
問
い
の
文
に

は
線
を
引
か
せ
、
問
い
の
文
字
「
か
」
に
は
丸
を

付
け
せ
る
。
作
業
化
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。

「
問
い
」
が
確
定
し
た
ら
、
次
は
「
答
え
」
だ
。

「
答
え
」
の
段
落
は
、「
中
」
の
②
③
④
段
落
で
あ

る
こ
と
を
教
え
る
。

発
問
５

②
段
落
の
中
に
答
え
の
文
が
あ
り

ま
す
。ど
れ
で
す
か
。指
を
置
い
て
ご
ら
ん
。

「
元
気
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
ね
が
う
文
様
で

す
。」
ま
で
の
一
文
に
線
を
引
か
せ
る
。

【
問
い
の
文
】
ど
ん
な
こ
と
を
ね
が
う
文
様

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
答
え
の
文
】
元
気
で
長
生
き
を
す
る
こ
と

を
ね
が
う
文
様
で
す
。

問
い
と
答
え
を
並
べ
る
と
よ
く
分
か
る
。

発
問
６

答
え
方
が
少
し
ズ
レ
て
い
ま
す
ね
。

島根県川本町立川本小学校 太
おお

田
た

政
まさ

男
お

子供たちに段階的に学びを委ねていく
学習を委ねるための発問は「次に先生は何と言うと思いますか」である。

３年「文様」（説明文）
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ど
う
答
え
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
正

し
く
書
き
直
し
て
持
っ
て
来
な
さ
い
。

「
〜
を
ね
が
う
文
様
が
あ
り
ま
す
。」
と
文
末
を

変
え
て
あ
れ
ば
合
格
だ
。
こ
こ
で
次
の
よ
う
な
表

を
子
供
た
ち
に
配
る
。
既
に
②
段
落
は
書
い
て
あ

る
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
子
供
た
ち
に
無
駄
な
労
力

は
か
け
さ
せ
な
い
。

２　

子
供
た
ち
に
学
習
を
委
ね
て
い
く
場
面

発
問
７

③
段
落
も
答
え
の
段
落
で
す
ね
。

先
生
は
何
と
言
う
と
思
い
ま
す
か
。

児
童
「
答
え
の
文
に
線
を
引
き
な
さ
い
」

教
師
「
は
い
、
線
を
引
き
な
さ
い
」

教
師
「
次
、
何
と
言
う
と
思
い
ま
す
か
」

児
童
「
答
え
を
正
し
く
書
き
直
し
な
さ
い
」

教
師
「
そ
う
だ
ね
。
正
し
い
答
え
の
文
を
表
に
書

き
な
さ
い
」

　
こ
の
よ
う
に
、
子
供
た
ち
に
何
を
す
る
の
か
尋

ね
、
答
え
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
次
は
④
段
落
だ
。
さ
ら
に
突
き
放
す
。

「
④
段
落
も
答
え
の
文
で
す
。
同
じ
よ
う
に
や
っ

て
ご
ら
ん
」

　
こ
う
や
っ
て
、「
学
び
」
を
子
供
た
ち
に
段
階

的
に
委
ね
て
い
く
の
で
あ
る
。

発
問
８

こ
の
文
章
に
は
、
文
章
全
体
の

「
ま
と
め
」
が
書
か
れ
て
い
る
段
落
が
あ

り
ま
す
。
ど
の
段
落
で
す
か
。

　
⑤
段
落
で
あ
る
。

発
問
９
「
こ
の
よ
う
に
」
と
は
、
何
段
落

か
ら
何
段
落
ま
で
の
こ
と
を
指
し
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

正
解
は
、
②
〜
④
段
落
で
あ
る
が
、
三
年
生
な

ら
答
え
が
分
か
れ
る
だ
ろ
う
。
速
く
書
け
た
子
か

ら
立
っ
て
、
自
由
に
話
し
合
わ
せ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　
教
科
書
に
は
な
い
が
、
も
う
一
つ
取
り
組
ま
せ

た
い
こ
と
が
あ
る
。

指
示
２　
文
章
に
出
て
き
た
文
様
の
中
か
ら
、

一
番
気
に
入
っ
た
も
の
と
そ
の
理
由
を
、

ノ
ー
ト
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

読
み
取
っ
た
こ
と
を
も
と
に
、
自
分
の
考
え
を

述
べ
る
パ
ー
ツ
で
あ
る
。
次
の
「
こ
ま
を
楽
し

む
」
と
い
う
説
明
文
で
は
、
最
後
に
こ
の
よ
う
な

活
動
が
あ
る
。
そ
の
際
に

は
手
放
し
で
で
き
る
よ
う

に
、
一
度
体
験
さ
せ
て
お

く
と
よ
い
。

可
能
な
ら
ば
、
下
図
の

よ
う
に
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー

ト
で
進
捗
状
況
を
共
有
す

る
こ
と
も
体
験
さ
せ
て
お

き
た
い
。
そ
の
体
験
は
、

次
の
説
明
文
の
学
習
で
生

か
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
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一
、
二
時
間
目
　
音
読

「
題
名
の
横
に
〇
を
一
〇
個
か
き
な
さ
い
」

　

そ
の
後
、
追
い
読
み
、
一
人
読
み
を
さ
せ
る
。

詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
模
擬
授
業
の
動
画
を

見
て
ほ
し
い
。

　
　
三
、
四
時
間
目
　
登
場
人
物
の
関
係

「
登
場
人
物
を
、
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
」

「
東
君
」「
西
君
」「
ぼ
く
」「
母
さ
ん
」「
先
生
」

で
あ
る
。
ノ
ー
ト
に
五
人
を
書
か
せ
る
。

「
中
心
人
物
は
誰
で
す
か
？
」

「
〇
で
囲
み
な
さ
い
」

二
つ
の
意
見
が
出
た
。「
ぼ
く
」。
そ
し
て
「
東

君
」
＆
「
西
君
」
で
あ
る
。
四
月
か
ら
、
中
心
人
物

と
は
「
物
語
の
中
で
大
き
く
考
え
が
変
化
し
た
登

場
人
物
」「
主
題
に
大
き
く
関
わ
る
登
場
人
物
」
と

教
え
て
い
る
。「
東
君
と
西
君
で
す
ね
」
と
対
応
し
た
。

「
対
役
は
誰
で
す
か
？
」

「
〇
で
囲
み
な
さ
い
」

　

こ
れ
も
二
つ
の
意
見
が
出
た
。「
東
君
」「
西

君
」。
そ
し
て
「
先
生
」
で
あ
る
。

「Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
意
見
を
書
き
な

さ
い
」

　

他
者
参
照
、
途
中
参
照
で
あ
る
。

　

誰
が
、
ど
の
よ
う
な
意
見
を
書
い
て
い
る
か
、

瞬
時
に
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
他
の
人
の
意
見
を
見
て
、
こ
の
意
見
に
質
問
し

た
い
な
ぁ
、
反
対
し
た
い
な
ぁ
、
な
る
ほ
ど
な
ぁ
、

な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
」

「
そ
の
人
の
そ
ば
に
行
っ
て
、
意
見
を
交
流

し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。Google

ス
プ
レ
ッ

ド
シ
ー
ト
に
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
ん
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
も
し
く
は
、
自
分
の
意
見
を

更
に
付
け
足
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
自
分

で
学
習
を
選
択
し
て
い
き
な
さ
い
」

　

自
分
で
学
習
を
選
択
さ
せ
て
い
く
。

　

左
下
写
真
の
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
で
学
習
す
る

子
も
い
れ
ば
、
教
師
と
学
習
す
る
子
も
い
れ
ば
、

自
分
一
人
で
学
習

す
る
子
も
い
る
。

　

あ
る
子
供
は
、

「
六
九
ペ
ー
ジ
三

行
目
に
『
放
課
後
、

山口県下関市立清末小学校 林
はやし

健
たけ

広
ひろ

単元８時間の全発問・全指示
「登場人物の気持ちの変化」を「曜日」で問う。子供の意見が分かれる発問、子供が熱中
する発問。

４年「友情のかべ新聞」（物語）

単元８時間の
模擬授業動画
↓
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東
君
、
西
君
と
で
協
力
し
て
、
か
べ
新
聞
を
作
り

な
さ
い
。
こ
れ
は
、
君
た
ち
が
仲
よ
く
な
る
た
め

に
、
先
生
が
考
え
た
作
戦
だ
。』
と
書
い
て
あ
る
。

先
生
が
新
聞
を
書
く
よ
う
に
西
君
、
東
君
に
伝
え

て
、
そ
の
後
に
二
人
は
仲
良
く
な
っ
た
か
ら
」
と

Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
書
い
た
。
対
役
を

発
問
す
る
こ
と
で
、
子
供
は
「
登
場
人
物
の
行
動

や
気
持
ち
な
ど
に
つ
い
て
、
叙
述
を
基
に
捉
え
る

こ
と
」（
学
習
指
導
要
領　

国
語
）
を
し
て
い
た
。

　
　
五
、
六
時
間
目
　
登
場
人
物
の
気
持
ち
の
変
化

「
六
八
ペ
ー
ジ
。
一
行
目
。『
月
曜
日
』
を
〇
で

囲
み
な
さ
い
」

「
月
曜
日
、
何
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？　

簡
単
に

言
い
な
さ
い
」（
東
君
と
西
君
の
け
ん
か
）

　

同
じ
よ
う
に
火
曜
日
、
水
曜
日
、
木
曜
日
、
金

曜
日
と
〇
で
囲
ま
せ
て
い
く
。

七
六
ペ
ー
ジ
一
二
行
目
か
ら
、
七
七
ペ
ー
ジ
二

行
目
ま
で
を
囲
ま
せ
る
。

「
読
み
な
さ
い
」

「
ど
う
し
て
、
い
つ
も
一
緒
に
い
た
の
で
す
か
？
」

（
お
互
い
か
ら
目
を
離
せ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
す
）

七
七
ペ
ー
ジ
五
行
目
か
ら
九
行
目
ま
で
を
囲
ま

せ
る
。

「
読
み
な
さ
い
」

「『
二
人
で
い
る
の
が
楽
し
く
な
っ
て
き

た
』
の
は
、
何
曜
日
か
ら
で
す
か
？
」

「
ノ
ー
ト
に
『
何
曜
日
』
と
一
つ
書
き
な
さ
い
」

　

子
供
の
意
見
は
、
三
つ
に
分
か
れ
た
。「
火
曜
日
」

「
木
曜
日
」「
金
曜
日
」
で
あ
る
。
先
と
同
じ
よ
う
に

Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
意
見
を
書
か
せ
た
。

　

そ
し
て
、
先
と
同
じ
よ
う
に
「
そ
の
人
の
そ
ば

に
行
っ
て
、
意
見
を
交
流
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
コ
メ
ン
ト
を
書
き

込
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
も
し
く
は
、
自
分
の

意
見
を
更
に
付
け
足
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
自

分
で
学
習
を
選
択
し
て
い
き
な
さ
い
」
と
指
示
す
る
。

　

あ
る
子
供
は
、「
七
四
ペ
ー
ジ
の
七
行
目
に
『
金

曜
日
に
相
談
し
て
、
あ
や
ま
り
に
行
こ
う
っ
て
決

め
た
ん
だ
』
と
書
い
て
あ
る
か
ら
で
す
。
疑
っ
て

い
た
二
人
の
関
係
が
だ
ん
だ
ん
と
変
わ
り
始
め
、

相
談
を
し
た
時
に
ち
ょ
う
ど
仲
良
く
な
っ
た
と
思

う
か
ら
で
す
」
とGoogle

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に

書
い
た
。
こ
の
発
問
に
よ
り
「
登
場
人
物
の
気
持

ち
の
変
化
や
性
格
、
情
景
に
つ
い
て
、
場
面
の
移

り
変
わ
り
と
結
び
付
け
て
具
体
的
に
想
像
す
る
こ

と
」（
学
習
指
導
要
領　

国
語
）
を
し
て
い
た
。

　
　
七
時
間
目
　
主
題

「
主
題
を
書
き
な
さ
い
」

　

子
供
がGoogle

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
書
い
た

主
題
は
、
以
下
で
あ
る
。

□
人
は
、
見
え
方
が
変
わ
れ
ば
、
考
え
方
が
変
わ

る
も
の
で
あ
る
。

□
世
の
中
は
、
人
と
の
出
会
い
で
つ
く
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。

□
人
は
、
人
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
見
方
・
考
え

方
が
変
わ
る
も
の
で
あ
る
。

□
人
は
、
き
っ
か
け
で
関
係
が
変
化
す
る
。

　
　
八
時
間
目
　
意
見
文

「『
友
情
の
か
べ
新
聞
』
を
読
ん
だ
分
析
を
ノ
ー

ト
、
も
し
く
はGoogle

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
書
き
な

さ
い
」

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
子
供
た
ち
に
提
示
す
る
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に

掲
載
し
た
の
で
見
て
ほ
し
い
。
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光
村
の
四
月
教
材
「
銀
色
の
裏
地
」
の
授
業
プ

ラ
ン
を
紹
介
す
る
。

　
ま
ず
は
、
音
読
で
あ
る
。
読
み
聞
か
せ
、
一
人

読
み
、
交
代
読
み
、
指
名
な
し
音
読
な
ど
、
多
様

な
音
読
を
行
う
。

　
そ
の
上
で
、
四
年
生
ま
で
の
既
習
を
問
う
。

発
問

こ
れ
ま
で
、
物
語
文
で
ど
ん
な
こ

と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
か
。

　
五
年
生
初
め
て
の
教
材
文
だ
が
、
子
供
た
ち
は
、

四
年
生
ま
で
に
物
語
文
の
「
学
び
方
」
を
あ
る
程

度
身
に
付
け
て
い
る
。
四
月
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の

「
学
び
方
」
を
活
用
す
る
場
面
を
つ
く
り
た
い
。

最
近
の
教
科
書
に
は
、「
こ
れ
ま
で
の
学
習
」
と

い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
の
で
、
四
年
生
ま
で
の
物

語
文
の
「
学
び
方
」
を
参
照
さ
せ
て
も
良
い
。

　
私
の
学
級
で
は
、
次
の
五
つ
を
自
力
で
読
み
取

ら
せ
た
。

①
　
登
場
人
物

②
　
登
場
人
物
の
気
持
ち

③
　
題
名
の
意
味
（「
銀
色
の
裏
地
」）

④
　
行
動
の
理
由

⑤
　
登
場
人
物
の
立
場
に
立
っ
た
感
想

　
全
て
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
書
け
る
子
は

少
な
い
。
誰
が
ど
こ
ま
で
読
め
て
い
る
の
か
。
読

解
力
の
実
態
調
査
に
も
な
る
。

　
次
に
、
五
年
生
の
新
出
事
項
を
扱
う
。

物
語
の
「
起
承
転
結
」
を
確
定
し
、
各
場
面
の

人
物
関
係
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。

神奈川県横浜市立子安小学校 水
みず

本
もと

和
かず

希
き

作品全体を読み取らせる２つの指示
「人物関係」と「モチーフ（中心題材）」の授業。

５年「銀色の裏地」（物語）
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人
物
関
係
を
図
解
す
る
こ
と
は
、
国
語
で
重
要

な
学
習
ス
キ
ル
で
あ
る
。
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で

教
え
る
手
立
て
と
し
て
、
椿
原
正
和
氏
が
提
唱
し

て
い
る
「
図
読
法
」
も
参
考
に
な
る
。

　
早
く
終
わ
る
子
が
い
る
の
で
、
途
中
で
、
複
線

化
（
コ
ー
ス
分
け
）
を
行
う
。

「
自
分
コ
ー
ス
」：
一
人
で
図
解
す
る
。

「
先
生
コ
ー
ス
」：
先
生
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、

先
生
と
一
緒
に
図
解
す
る
。

「
友
達
コ
ー
ス
」：
全
場
面
図
解
で
き
た
ら
、

友
達
同
士
で
意
見
を
交
流
す
る
。

「
友
達
コ
ー
ス
」
の
子
に
は
、「
始
め
た
子
」「
い
ろ

い
ろ
な
子
と
交
流
し
て
い
る
子
」「
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
交
流
し
て
い
る
子
」
に
価
値
付
け
を
し
な
が
ら
、

基
本
は
任
せ
た
。
振
り
返
り
を
書
か
せ
る
際
は
、

「
友
達
の
名
前
」
が
出
せ
る
よ
う
に
交
流
さ
せ
て
い
た
。

自
分
た
ち
で
協
働
的
な
学
び
を
つ
く
り
上
げ
る
形
だ
。

一
方
、「
先
生
コ
ー
ス
」
は
手
厚
く
。
ど
こ
に

何
を
描
く
か
、
矢
印
の
向
き
な
ど
、
一
時
に
一
事

で
指
示
を
し
て
い
き
な
が
ら
進
め
る
。
振
り
返
り

で
、「
先
生
コ
ー
ス
で
分
か
っ
た
」「
先
生
コ
ー
ス

で
み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
い
う
言
葉
が
出
た
。
協
働
的
な
学
び
を
、

先
生
を
介
し
て
成
立
さ
せ
る
形
だ
。

こ
の
よ
う
に
複
線
化
を
行
う
こ
と
で
、
自
分
の
進

度
や
目
標
に
合
わ
せ
て
、
学
習
を
調
整
す
る
機
会
と

な
る
。「
自
己
調
整
力
」
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
最
後
に
、
時
間
が
あ
れ
ば
「
作
品
の
全
体
構

造
」
を
読
み
取
ら
せ
る
。

　
こ
の
作
品
は
、
中
心
人
物
の
「
理
緒
」
の
表
に

出
る
気
持
ち
と
、
裏
に
隠
さ
れ
た
気
持
ち
が
見
え

隠
れ
し
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
題

名
に
あ
る
「
裏
地
」
と
い
う
言
葉
が
、
表
と
裏
と

い
う
両
面
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
い
る
。

「
モ
チ
ー
フ
」
と
い
う
観
点
を
使
う
と
、
題
名
の

「
裏
地
」
と
い
う
言
葉
に
隠
さ
れ
た
対
比
的
な
構

造
を
読
み
解
け
る
の
だ
。

　
例
え
ば
、
最
初
の
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で
、

指
示

理
緒
の
気
持
ち
が
明
る
く
な
っ
た

と
こ
ろ
「
分
か
っ
て
く
れ
る
ん
だ
と
う
れ

し
く
て
」
に
線
を
引
い
て
、
Ａ
と
し
ま
す
。

発
問

続
い
て
、
理
緒
の
気
持
ち
が
「
暗

く
な
っ
た
（
く
も
っ
た
と
こ
ろ
）」
の
は

ど
こ
で
す
か
？

指
示

「
だ
か
ら
っ
て
、
そ
れ
で
い
い
っ
て

こ
と
に
は
な
ら
な
い
ん
だ
。」
に
線
を
引

い
て
、
Ｂ
と
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
理
緒
の
気
持
ち
が
対
に
な
っ
て

い
る
箇
所
が
、
各
場
面
に
あ
る
。
こ
の
対
比
関
係

を
見
付
け
さ
せ
て
い
く
。
作
業
を
通
し
て
、
作
品

全
体
に
通
じ
る
「
裏
地
」
と
い
う
「
モ
チ
ー
フ
」

に
気
付
か
せ
て
い
く
の
だ
。
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今
ま
で
の
学
習
を
生
か
し
て
、
こ
の
物
語

文
の
主
題
を
検
討
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

六
年
生
十
二
月
の
単
元
で
あ
る
。
こ
の
指
示
で

子
供
た
ち
が
自
ら
主
題
を
検
討
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
き
た
い
。

　

主
題
と
は
、「
作
品
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
考
え

の
こ
と
」
で
あ
る
。
主
題
は
モ
チ
ー
フ
を
も
と
に
考

え
る
。
あ
る
い
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
や
題
名
か
ら
考

え
る
場
合
も
あ
る
。
次
の
よ
う
に
、「
人
間
」「
世
の

中
」「
人
生
」
な
ど
か
ら
書
き
始
め
る
の
が
定
石
だ
。

人
間
は
知
識
や
助
け
て
く
れ
る
人
が
必
要
だ
。

　
世
の
中
に
は
他
人
の
た
め
尽
く
す
人
が
い
る
。

　
人
生
に
は
読
書
が
不
可
欠
で
あ
る
。

１　

動
機
付
け
と
見
通
し

「
主
題
を
考
え
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
物
語
を
深

く
読
め
た
と
い
う
こ
と
」、「
他

の
人
が
考
え
た
主
題
を
知
れ
た

と
い
う
の
は
、
自
分
の
考
え
を

広
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
」。

こ
の
よ
う
に
子
供
た
ち
に
説
明

し
て
お
く
。
そ
れ
が
主
題
を
検

討
す
る
動
機
付
け
に
な
る
。

　

ま
た
、
主
題
を
考
え
る
た
め
の
見
通
し
と
学
習

時
間
を
子
供
と
共
有
し
て
お
く
。
例
え
ば
「
物
語

文
の
学
び
方
シ
ー
ト
（
上
記
Ｑ
Ｒ
）」
を
渡
し
、

ど
の
学
習
に
ど
の
く
ら
い
時
間
を
か
け
る
か
、
最

初
に
個
々
で
検
討
さ
せ
て
も
良
い
。

２　

学
習
用
語
と
他
者
参
照

　

主
題
を
検
討
さ
せ
る
上
で
、
次
の
七
つ
の
学
習

用
語
（
そ
の
定
義
と
使
い
方
）
を
、
こ
れ
ま
で
の

物
語
文
で
教
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

①　
設
定
（
時
、
場
所
、
登
場
人
物
）

②　
中
心
人
物
と
対
役

③　
事
件

④　
起
承
転
結

⑤　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

⑥　
モ
チ
ー
フ

⑦　
主
題

　

⑦
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
①
か
ら
⑥
ま
で
自

分
の
解
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
①
か
ら
⑥
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
、

取
組
の
目
当
て
を
自
分
で
立
て
さ
せ
た
り
、
経
過

や
結
果
をGoogle

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
な
ど
で
発

山形県山形市立蔵王第一小学校 佐
さ

藤
とう

智
とも

彦
ひこ

物語文の「ゴール」は主題の検討
子供たちが自ら主題を検討できるような授業を目指そう。

６年「ぼくのブック・ウーマン」（物語）

物語の学び方
シート
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信
さ
せ
た
り
し
た
い
。
友
達
の
考
え
を
参
考
に
さ

せ
た
り
、
自
分
が
興
味
の
あ
る
学
び
方
な
ど
を
見

に
行
か
せ
た
り
す
る
た
め
だ
。

３　

①
か
ら
⑦
ま
で
順
に
検
討
さ
せ
る

　

子
供
が
自
ら
⑦
を
検
討
す
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
、
先
の
①
か
ら
教
師
が
適
宜
発
問
や
指
示
を
し

な
が
ら
検
討
さ
せ
る
。

時
は
昔
（
一
九
三
〇
年
代
）
の
夏
か
ら
冬
、
場

所
は
ア
メ
リ
カ
の
山
の
ず
っ
と
高
い
所
に
あ
る
家
、

登
場
人
物
は
カ
ル
、
父
さ
ん
、
母
さ
ん
、
ラ
ー
ク
、

ブ
ッ
ク
・
ウ
ー
マ
ン
で
あ
る
。

　

②
は
、
対
役
が
ラ
ー
ク
か
ブ
ッ
ク
・
ウ
ー
マ
ン

か
で
意
見
が
分
か
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
と
き
、

「
中
心
人
物
の
カ
ル
が
心
情
を
変
え
た
の
は
誰

か
」
に
つ
い
て
話
し
合
わ
せ
た
い
。
ブ
ッ
ク
・

ウ
ー
マ
ン
と
い
う
意
見
に
た
ど
り
着
く
だ
ろ
う
。

　

③
は
、
い
く
つ
か
の
解
が
出
る
は
ず
だ
。
ど
う

し
て
そ
う
考
え
た
の
か
、
意
見
を
出
さ
せ
た
い
。

た
だ
し
、
④
や
⑤
の
学
習
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

全
体
で
一
つ
の
解
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
「
全
員

で
学
ん
で
い
く
た
め
に
設
定
し
た
解
」
と
す
る

（「
正
解
」
と
は
し
な
い
）。

　

一
〜
四
段
落
は
前
話
、
事
件
１
は
五
〜
一
六
段

落
、
事
件
２
は
一
七
段
落
、
事
件
３
は
一
八
〜
二

五
段
落
、
事
件
４
は
二
六
〜
二
八
段
落
、
事
件
５

は
二
九
段
落
〜
最
後
、
と
い
う
解
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

④
は
、
次
の
指
示
が
有
効
だ
。

指
示

そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
を
、
起
承
転
結
に
分

け
ま
す
。「
転
」
か
ら
検
討
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

「
転
」
か
ら
検
討
す
る
の
は
理
由
が
あ
る
。「
転
」

が
分
か
れ
ば
、「
結
」
が
確
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
仮
に
「
起
」
と
「
承
」
が
正
し
く
確
定
で
き

な
く
て
も
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
「
転
」
に
多
い
の

で
、
次
の
学
習
に
進
む
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

⑤
は
、
次
の
指
示
を
し
た
い
。

指
示

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
一
文
は
ど
れ
で
す
か
。

「
Ｐ
◯
の
Ｌ
△
」
な
ど
と
書
い
て
、
書
き
抜
い

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
一
文
に
絞
る
の
が
重
要

で
あ
る
。
一
文
に
絞
ろ
う
と
す
る
か
ら
深
く
読
み

込
み
、
文
と
文
と
を
比
較
す
る
。
ま
た
、
自
分
で

一
文
を
選
び
取
っ
て
解
を
確
定
し
た
か
ら
こ
そ
、

そ
の
理
由
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
の
よ
う
な
文
が
選
ば
れ
る
だ
ろ
う
。

Ａ　

Ｐ
180　

Ｌ
10　

と
つ
ぜ
ん
、
│
│

Ｂ　

Ｐ
180　

Ｌ
13　

ぼ
く
は
、
│
│

Ｃ　

Ｐ
180　

Ｌ
14　
「
何
て
書
い
て
│
│

Ｄ　

Ｐ
182　

Ｌ
８　

女
の
人
が
│
│

Ｅ　

Ｐ
182　

Ｌ
10　
「
ぼ
く
も
、
│
│

こ
う
し
て
「
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
一
文
は
ど
れ

か
」
と
い
う
討
論
に
展
開
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
定
義
は
、「
そ
れ

ま
で
ず
っ
と
変
化
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
大
き
く

変
化
す
る
と
こ
ろ
の
こ
と
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
中
心
人
物
の
心
情
が
大
き
く
変
化
し
た
と
こ

ろ
と
は
限
ら
な
い
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
一
文
を

選
ぶ
際
は
、「
〜
が
◯
◯
か
ら
□
□
に
変
化
し

た
」
と
表
現
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、

多
面
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

⑥
は
、
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
言
葉
に
注
目
す
れ

ば
分
か
る
。「
本
」
だ
。
も
し
も
ブ
ッ
ク
・
ウ
ー

マ
ン
と
ど
ち
ら
か
迷
う
の
で
あ
れ
ば
、
最
初
か
ら

最
後
ま
で
出
て
き
た
の
は
何
か
を
考
え
さ
せ
た
い
。

４　
「
ま
と
め
よ
う
」

　

教
科
書
一
八
五
ペ
ー
ジ
の
「
ま
と
め
よ
う
」
の

展
開
は
、
拙
著
※
六
九
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

※

『
学
習
用
語
と
イ
メ
ー
ジ
図
で
学
ぶ
「
光
村
国
語
」
新
登
場
教

材
の
授
業
づ
く
り
』（
佐
藤
智
彦
著
　
学
芸
み
ら
い
社
）
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１　

ジ
グ
ソ
ー
×
向
山
型
を
試
み
る

　

拙
稿
を
書
い
て
い
る
二
〇
二
四
年
七
月
現
在
、

中
学
校
の
新
教
科
書
は
手
元
に
な
い
。
よ
っ
て
、

「
新
教
材
」
の
発
問
・
指
示
は
書
け
な
い
。

　

そ
こ
で
、
現
行
教
科
書
の
教
材
の
う
ち
、
授
業

展
開
に
汎
用
性
を
も
た
せ
得
る
も
の
を
選
び
、
提

案
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

光
村
三
年
「
俳
句
の
可
能
性
」。
五
つ
の
俳
句

が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
宇
多
喜
代
子
の
解
説
文
が

付
さ
れ
て
い
る
。

　

以
前
、
ソ
ロ
セ
ミ
ナ
ー
で
こ
の
教
材
を
ど
う
扱

う
か
を
示
し
た
。

　

昭
和
・
平
成
型
の
授
業
で
あ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
、

最
初
か
ら
教
科
書
を
開
か
せ
る
こ
と
は
し
な
い
。

　

俳
句
を
提
示
し
、
視
写
さ
せ
、
教
師
が
用

意
し
た
発
問
を
繰
り
出
し
て
い
く
。

　

最
後
は
意
見
の
分
か
れ
る
発
問
を
し
、
討

論
を
仕
組
ん
で
い
く
。

　

私
自
身
、
そ
う
い
う
授
業
を
た
く
さ
ん
行
っ
て

き
た
。

　

そ
の
上
で
、
一
人
一
台
端
末
の
普
及
し
た
令
和

の
今
で
あ
れ
ば
ど
う
す
る
か
。
叩
き
台
の
一
つ
と

し
て
、
私
は
次
の
形
を
示
し
た
。

一　

各
グ
ル
ー
プ
で
各
句
の
担
当
を
決
め
る
。

二　

個
人
で
追
究
す
る
。

三　

同
じ
句
を
追
究
す
る
者
同
士
で
協
働
す

る
。

四　

元
の
グ
ル
ー
プ
に
戻
り
、「
授
業
」
を

す
る
。

　

そ
う
。
こ
こ
ま
で
は
世
に
言
う
「
ジ
グ
ソ
ー

法
」（
テ
ー
マ
や
課
題
に
つ
い
て
、
役
割
分
担
を

し
て
調
べ
、
教
え
合
う
学
習
法
）
の
流
れ
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
四
を
「
授
業
」
と
し
て
い
る
の

が
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

　

単
な
る
知
識
の
シ
ェ
ア
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
授

業
の
肝
だ
。
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
「
授

業
」
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
自
身
が
そ
の
時
点
ま

で
に
受
け
た
数
々
の
授
業
を
思
い
返
し
つ
つ
、
組

合
せ
と
順
番
を
工
夫
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
意

埼玉県吉見町立吉見中学校 長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき

目的と手段とを混同するな
授業形態は目的を達成する手段にすぎない。それがどんな形態であれ、重要なのはいかな
る力がどの程度付いたのか、の検証である。「ある形態で授業すれば自動的に力が付く」
のではない。「指導」があるから、力が付くのだ。

中学３年「俳句の可能性」（俳句・解説）

26



図
的
に
負
荷
を
か
け
る
わ
け
だ
。

　

中
三
国
語
科
は
、
書
写
や
書
く
こ
と
（
両
者
で

二
〇
時
間
を
超
え
る
）
を
含
め
、
年
一
〇
五
時
間

し
か
な
い
。
一
つ
一
つ
の
俳
句
を
詳
し
く
扱
う
時

間
が
な
い
ゆ
え
、
こ
う
し
た
工
夫
が
い
る
。

　

し
か
し
、
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
ま
だ
心
も

と
な
い
。
熱
中
場
面
が
足
り
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
向
山
型
」
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
。

五　

各
グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
、
問
い
を
立
て

る
。

六　

各
句
の
論
点
に
つ
い
て
全
体
で
追
究
す

る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
六
で
熱
中
状
態
を
生
み
出

す
わ
け
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
熱
中
状
態
に
な
る
か
否
か
は
そ
の

集
団
の
実
力
に
よ
る
。
出
逢
い
の
瞬
間
か
ら
ど
れ

だ
け
指
導
に
情
熱
を
傾
け
た
か
、
ど
れ
ほ
ど
鍛
え

を
入
れ
た
か
に
規
定
さ
れ
る
。
故
・
有
田
和
正
氏

の
「
追
究
の
鬼
を
育
て
る
」
実
践
を
思
う
。
自
然

に
そ
う
な
る
の
で
は
な
い
。
意
図
し
て
「
育
て

る
」
の
で
あ
る
。
向
山
学
級
然し

か

り
、
で
あ
る
。

２　

熱
中
す
る
か
ら
力
が
付
く

　

前
述
の
授
業
を
「
例
題
」「
練
習
問
題
」
と
位

置
付
け
る
。
そ
の
上
で
次
の
教
材
で
あ
る
「
俳
句

を
味
わ
う
」（
九
つ
の
句
が
並
ぶ
だ
け
の
ペ
ー

ジ
）
に
移
行
す
る
。

　

今
度
も
ま
た
九
句
を
同
じ
展
開
で
扱
う
わ
け
だ
。

た
だ
し
グ
ル
ー
プ
分
け
は
し
な
い
。
自
ら
探
究
し

た
い
一
句
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
探
究
し
つ
つ
、

ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
相
手
を
探
し
て
協
働
す
る
。
そ

し
て
全
員
に
対
し
て
「
授
業
」
を
し
、
出
さ
れ
た

論
点
に
つ
い
て
討
論
す
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
学
習
に
強
い
苦
手
意
識
を
抱
く
生
徒

の
ス
ラ
イ
ド
を
紹
介
す
る
（
下
図
）。
彼
の
熱
中

度
が
伝
わ
る
だ
ろ
う
か
。

27 2024. 10

国
語  

新
教
材

新
教
材    

全
発
問
・
全
指
示
│
子
供
熱
中
！
　
令
和
時
代
の
新
授
業
プ
ラ
ン
│

特  集
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の
が
得
意
な
子
は
カ
ー
ド
の
数
を
増

や
し
て
い
け
ば
よ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に

応
じ
て
、
書
く
分
量
を
調
整
し
て
、

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

内
容
の
固
ま
り
ご
と
に
、
順
序
を

考
え
さ
せ
る
。

例
え
ば
、「
み
み
は
と
が
っ
て
い

る
」「
み
み
は
た
れ
て
い
る
」
の
よ

う
に
、
同
じ
部
分
に
つ
い
て
の
カ
ー

ド
を
、
ま
と
め
て
、
順
序
を
視
覚
化

す
る
。
こ
の
際
も
、
一
人
一
台
端
末

だ
と
、
作
業
の
や
り
直
し
が
し
や
す

く
、
書
い
た
カ
ー
ド
の
紛
失
の
心
配

も
な
い
。

「
み
み
は
た
れ
て
い
ま
し
た
。」「
み

み
は
と
が
っ
て
い
ま
し
た
。」
の
よ

う
に
、「
で
す
」「
ま
す
」
調
の
敬
体

に
直
し
て
い
く
と
報
告
文
が
で
き
あ

が
る
。

３　

カ
ー
ド
を
並
べ
替
え
る

４　

文
に
し
て
書
く

語
化
さ
せ
る
。「
え
ー
、
す
ご
い
。

ひ
げ
の
本
数
を
数
え
た
の
」「
モ
ル

モ
ッ
ト
の
爪
を
触
っ
て
み
た
ん
だ
ね
。

硬
か
っ
た
？
　
そ
れ
と
も
、
軟
ら
か

か
っ
た
？
」
の
よ
う
に
、
体
験
中
に

言
葉
と
結
び
付
け
さ
せ
る
。
ま
た
、

書
く
こ
と
が
苦
手
な
子
は
、
そ
の
時

思
い
付
い
て
も
、
書
く
時
に
な
る
と

忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
教
師

が
代
わ
り
に
子
供
の
言
葉
を
メ
モ
し

て
お
く
の
も
手
だ
。

ふ
れ
あ
い
体
験
の
時
に
撮
っ
て
お

い
た
写
真
を
活
用
し
て
、
気
付
い
た

こ
と
を
書
き
出
さ
せ
て
い
く
。
し
か

し
、
何
を
書
い
た
ら
よ
い
か
戸
惑
う

子
も
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
全

体
で
、「
ど
ん
な
特
徴
を
見
付
け
ま

し
た
か
」
と
確
認
し
、
書
き
方
の
見

本
を
示
す
。
こ
の
際
、
一
人
一
台
端

末
を
使
う
と
、
付
箋
を
増
や
す
の
も

楽
だ
。
カ
ー
ド
の
大
き
さ
、
文
字
の

大
き
さ
を
変
え
ら
れ
る
の
で
、
書
く

２　

カ
ー
ド
に
書
き
出
す

「しらせたいな、
見せたいな」
生活科とリンクさせ、体験を伴
うことで書く活動が充実する。

1年

神奈川県横浜市緑園学園

平
たいら

眞
ま

由
ゆ

美
み

Japanese
国語指示 伝えられるように、特徴を見付

けよう

「
し
ら
せ
た
い
な
、
見
せ
た
い
な
」

は
、
生
き
物
な
ど
に
つ
い
て
、
文
で

説
明
し
て
書
く
単
元
で
あ
る
。

　
生
活
科
で
は
、
秋
に
生
き
物
と
ふ

れ
あ
う
学
習
が
あ
る
。
そ
の
体
験
を

も
と
に
書
く
と
取
り
組
み
や
す
い
。

今
年
度
の
教
科
書
か
ら
例
示
が
虫
に

な
っ
て
い
る
が
、
小
動
物
で
も
虫
で

も
、
事
前
に
、「
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
特
徴
を
見
付
け
よ
う
」
と
目
的

意
識
を
も
た
せ
る
指
示
を
す
る
と
よ

い
。

　
さ
ら
に
、
ふ
れ
あ
い
体
験
中
に
、

声
を
か
け
て
、
気
付
い
た
こ
と
を
言

１　

体
験
す
る
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〈
授
業
の
展
開
〉

指
示  

９
+
４
の
計
算
の
仕
方
を
考

え
ま
す
。FigJam

で
計
算
の
仕

方
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

指
示  

９
+
４
の
計
算
の
仕
方
を
発

表
し
ま
し
ょ
う
。

※
「
10
の
ま
と
ま
り
」
を
意
識
し
て

い
る
意
見
を
価
値
付
け
る
。

〈
基
本
型
〉

①　

９
は
あ
と
１
で
10
。

②　

４
を
１
と
３
に
分
け
る
。

③　

９
に
１
を
た
し
て
10
。

④　

10
と
３
で
13
。

発
問  

も
し
、

数
字
が
変

わ
っ
て
も
大

切
に
し
た
い

こ
と
は
何
で

す
か
？

↓
10
の
ま
と
ま

り
を
つ
く
る
。

〈
参
考
文
献
〉

『
小
学
１
年
担
任
の
た
め
の
算
数
指

導
』
黒
川
孝
明
著　

明
治
図
書

の
か
分
か
り
に
く
い
。

「
な
ぜ
、
そ
の
作
業
を
す
る
の
か
」

が
分
か
ら
ず
に
「
分
解
」「
合
成
」

を
行
う
た
め
、
計
算
が
た
だ
の
作
業

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

　

教
科
書
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
操
作
を
示

し
て
い
る
が
。
ブ
ロ
ッ
ク
は
操
作
に

時
間
が
か
か
り
、
落
と
し
て
子
供
の

集
中
力
が
落
ち
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
『
小

学
１
年
担
任
の

た
め
の
算
数
指

導
』（
黒
川
孝

明
著
）
で
提
案

さ
れ
て
い
る

「
も
ら
っ
て
10

メ
モ
」
を
活
用

し
た
（
下
図
参

照
）。10

の
マ
ス
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
入
れ
て

お
い
て
そ
れ
を
操
作
さ
せ
た
。

Jam
board

（
現
在
な
らFigJam

な

ど
）
で
操
作
さ
せ
る
こ
と
で
、
用
具

操
作
が
楽
に
な
り
、
10
の
ま
と
ま
り

に
す
る
良
さ
に
気
付
か
せ
た
。

　

多
く
実
践
さ
れ
て
い
る
の
が
「
さ

く
ら
ん
ぼ
計
算
」。

　

教
科
書
六
社
と
も
「
計
算
の
手

順
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

９
+
４

①　

９
は
あ
と
１
で
10

②　

４
は
１
と
３

③　

９
と
１
で
10

④　

10
と
３
で
13

　

こ
の
四
つ
の
手
順
の
う
ち
、
三
つ

は
「
分
解
」
と
「
合
成
」
を
表
し
た

言
葉
が
入
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
手
順
を
暗
記
さ
れ
る
だ
け

で
は
、「
分
解
さ
れ
た
数
」「
合
成
さ

れ
た
数
」
が
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る

神奈川県逗子市立沼間小学校

宮
みや

森
もり

裕
ゆう

太
た

「たしざん」
10のまとまりにする良さに気
付かせる。

東京書籍・１年②・P60-63

1年
Mathematics
算数指示 ９+４の計算の仕方を考えます。

FigJamで計算の仕方を考えましょう。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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手
紙
」
の
山
場
の
場
面
に
応
用
す
る
。

発
問  「
あ
あ
。」
を
五
通
り
の
方
法

で
言
い
ま
し
ょ
う
。

　
お
お
む
ね
、
次
の
五
通
り
が
出
る

だ
ろ
う
。

①　
力
強
く

②　
感
心
し
な
が
ら

③　
さ
さ
や
く
よ
う
に

④　
驚
い
た
よ
う
に

⑤　
笑
い
な
が
ら

　
こ
う
し
て
五
通
り
以
上
出
し
た
と

こ
ろ
で
、
次
の
発
問
・
指
示
を
行
う
。

発
問  

あ
な
た
が
お
手
紙
を
も
ら
っ

た
ら
、
ど
の
言
い
方
で
「
あ
あ
。」

と
言
い
た
い
で
す
か
。

指
示  

一
つ
選
ん
で
音
読
し
ま
し
ょ

う
。

　
新
教
科
書
に
な
り
、「
好
き
な
こ

と
」
を
自
己
選
択
す
る
場
面
が
増
え

た
。
集
団
で
多
様
な
意
見
を
出
し
、

自
分
の
好
き
な
読
み
方
で
役
割
演
技

を
し
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
と
比
べ

て
読
む
こ
と
へ
の
第
一
歩
と
な
る
だ

ろ
う
。

「お手紙」
「ああ。」を５通りの方法で言っ
てみることで、心情を捉える。

2年

神奈川県大和市立林間小学校

村
むら

上
かみ

諒
りょう

光村図書・２年下・P11-26 

Japanese
国語発問 「ああ。」を５通りの方法で言っ

てみましょう。
※がまくんが「しあわせ」
な気持ちになった時
の「ああ。」はどれか。

　
こ
の
単
元
の
目
標
は
、「
自
分
と

く
ら
べ
て
読
み
、
と
う
じ
ょ
う
じ
ん

ぶ
つ
に
手
紙
を
書
こ
う
」
で
あ
る
。

物
語
文
と
し
て
新
し
い
目
標
が
加

わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
自
分
の
体

験
を
も
と
に
感
想
を
も
つ
と
い
う
点

で
あ
る
。
低
学
年
は
思
考
と
活
動
が

未
分
化
で
あ
る
。
役
割
演
技
な
ど
を

通
し
て
理
解
を
深
め
た
い
。

一
　
登
場
人
物
は
ど
ん
な
人
か

指
示  

が
ま
く
ん
は
ど
ん
な
人
で
す

か
。

　
正
確
に
い
う
と
人
で
は
な
い
の
で

あ
る
が
、
が
ま
く
ん
は
登
場
人
物
で

あ
る
。
か
な
し
い
気
持
ち
か
ら
始
ま

る
こ
の
物
語
で
あ
る
が
、
お
手
紙
の

中
身
を
聞
い
て
し
ま
っ
た
り
、
四
日

間
も
待
つ
辛
抱
強
さ
が
あ
っ
た
り
す

る
人
物
だ
。
子
供
た
ち
か
ら
は

①
　
や
さ
し
い

②
　
さ
み
し
が
り
や

③
　
い
い
ひ
と

な
ど
の
意
見
が
出
る
だ
ろ
う
。
役
割

演
技
を
す
る
た
め
に
、
人
物
像
を
深

掘
る
こ
と
は
重
要
だ
。
ち
な
み
に
、

発
問  

か
た
つ
む
り
く
ん
は
ど
ん
な

人
で
す
か
。

と
発
問
す
る
と
、
と
て
も
笑
い
に
満

ち
た
展
開
に
な
る
の
で
、
お
す
す
め

で
あ
る
。※
「
す
ぐ
や
る
ぜ
」
と
言
っ

た
の
に
四
日
も
か
け
て
手
紙
を
届
け

て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
せ
る
こ
と
で
、

面
白
さ
に
つ
な
が
る
。

二
　「
あ
あ
。」
を
五
通
り
で

「
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
　
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
」
を

五
通
り
の
方
法
で
言
う
。
こ
れ
は
、

向
山
洋
一
氏
の
演
劇
指
導
に
お
け
る

実
践
で
あ
る
。
こ
れ
を
応
用
し
、「
お
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四
つ
の
か
ど
が
み
ん
な
直
角
に

な
っ
て
い
る
四
角
形
を
長
方
形

と
言
い
ま
す
。

　
正
方
形
と
は

四
つ
の
か
ど
が
み
ん
な
直
角
で
、

四
つ
の
辺
の
長
さ
が
み
ん
な
同

じ
に
な
っ
て
い
る
四
角
形
を
正

方
形
と
言
い
ま
す
。

　
長
方
形
や
正
方
形
の
定
義
も
、
何

度
も
言
っ
て
覚
え
る
よ
う
に
す
る
。

　
ま
た
、
端
末
で
図
形
を
動
か
し
な

が
ら
、
長
方
形

と
正
方
形
の
形

を
理
解
さ
せ
て

い
く
。

　
端
末
を
使
っ
て
操
作
し
な
が
ら
三

角
形
や
四
角

形
を
分
け
て

い
く
。

　
頂
点
が
閉

じ
て
い
な
い

図
形
や
、
辺

が
直
線
で
な

い
図
形
、
角

の
部
分
が
丸

い
図
形
な
ど

も
入
れ
て
お

く
。

　
三
角
形
な

の
か
、
三
角

形
で
な
い
の

か
操
作
し
な
が
ら
確
認
さ
せ
る
。

　
長
方
形
、
正
方
形
も
同
じ
よ
う
に

進
め
る
。

　
長
方
形
と
は

二
　
三
角
形
・
四
角
形
を
知
る

三
　
長
方
形
・
正
方
形
を
知
る

こ
れ
ま
で
「
三
角
」「
四
角
」
と

言
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、「
三

角
形
」「
四
角
形
」
と
言
う
こ
と
を

知
ら
せ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
定

義
を
読
み
、
暗
唱
す
る
。

三
本
の
直
線
で
か
こ
ま
れ
た
形

を
三
角
形
と
言
い
ま
す
。

四
本
の
直
線
で
か
こ
ま
れ
た
形

を
四
角
形
と
言
い
ま
す
。

　
ま
た
、
辺
や
頂
点
も
押
さ
え
る
。

一
　
名
称
や
定
義
を
知
る

大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

「図形」はタブレット
を使って操作しなが
ら行う
端末を使い、図形の定義を確認
しながら操作することで理解さ
せていく。 

東京書籍・２年上・P101-109

2年
Mathematics
算数発問 正方形を見付けましょう。

図形QRコード

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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3年
Japanese
国語

発
問
１  

読
み
手
に
語
り
か
け

て
い
る
人
（
話
者
）
は
ち
い

ち
ゃ
ん
で
す
か
、
お
父
さ
ん

で
す
か
、
そ
れ
以
外
で
す
か
。

挙
手
さ
せ
る
。「
そ
れ
以
外
」
と

な
る
。「
で
は
、
話
者
は
ど
こ
に
い

る
か
」
と
聞
く
。
視
点
の
概
念
が
子

供
た
ち
に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
、「
登

場
人
物
の
外
か
ら
全
体
を
見
渡
し
て

い
る
」
と
簡
単
に
説
明
す
れ
ば
良
い
。

発
問
２  「
教
え
て
く
れ
た
」
は
、

「
教
え
た
」
と
ど
う
違
い
ま

す
か
。

別
の
例
を
出
す
。

「
野
球
を
ぼ
く
に
教
え
て
く
れ

た
の
は
、
近
所
の
お
兄
ち
ゃ
ん

で
す
。」

ペ
ア
で
話
し
合
わ
せ
る
。
指
名
す
る
。

「
教
え
て
く
れ
た
」
は
、「
教
え
た
」

と
比
べ
て
、
教
え
て
く
れ
て
「
良

か
っ
た
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意

「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
」
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
空
襲
の
場
面
を

描
い
た
物
語
教
材
で
あ
る
。
感
想
を

問
う
授
業
だ
と
「
悲
し
い
」「
か
わ

い
そ
う
」
と
い
う
答
え
に
終
始
し
、

重
苦
し
く
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

の
教
材
で
は
、
言
語
技
術
を
高
め
る

授
業
展
開
に
し
た
い
。

　
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
た
後
、
一
文

目
に
着
目
さ
せ
る
。

〈
一
文
目
〉

「
か
げ
お
く
り
」
っ
て
遊
び
を

ち
い
ち
ゃ
ん
に
教
え
て
く
れ
た

の
は
、
お
父
さ
ん
で
し
た
。

「ちいちゃんのかげ
おくり」
１文目を問い、子供の言語技術
を高める授業展開にしよう。

長野県公立小学校

大
おお

川
かわ

雅
まさ

也
や

味
が
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に

気
付
か
せ
た
い
。

発
問
３  

ち
い
ち
ゃ
ん
が
「
か

げ
お
く
り
」
を
教
え
て
も

ら
っ
て
、
何
が
良
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

根
拠
に
線
を
引
か
せ
て
か
ら
、

ノ
ー
ト
に
答
え
を
書
か
せ
る
。
あ
く

ま
で
叙
述
を
基
に
考
え
さ
せ
た
い
。

　
次
の
解
答
が
考
え
ら
れ
る
。

「
天
国
の
家
族
の
と
こ
ろ
に
行
く
こ

と
が
で
き
た
」

「
成
仏
で
き
た
」

　
こ
れ
ら
の
根
拠
は
、
第
四
場
面
の

「
体
が
す
う
っ
と
す
き
と
お
っ
て
、
空

に
す
い
こ
ま
れ
て
い
く
」「
ち
い
ち
ゃ

ん
は
、
き
ら
き
ら
わ
ら
い
だ
し
ま
し

た
。」「
小
さ
な
女
の
子
の
命
が
、
空
に

き
え
ま
し
た
。」
な
ど
い
く
つ
も
あ
る
。

　
一
つ
の
解
答
に
対
し
て
、
根
拠
を

い
く
つ
も
探
す
と
い
う
学
習
に
な
る
。

　
私
は
、
こ
の
一
時
間
で
こ
の
教
材

の
授
業
を
終
え
る
。

発問 話者はちいちゃんですか、お父
さんですか、それ以外ですか。

パワーポイント資料　ダウンロード↓
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子
供
た
ち
が
、
こ
の
解
き
方
に
慣

れ
て
き
た
ら
、
だ
ん
だ
ん
と
言
葉
を

削
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

次
、
何
を
し
ま
す
か
。

　

こ
の
一
言
で
、
子
供
た
ち
は
、
次

の
計
算
手
順
を
言
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　

何
度
も
何
度
も
計
算
手
順
を
言
わ

せ
、
問
題
を
解
く
こ
と
に
よ
り
、
問

題
を
解
く
た
め
の
手
順
で
あ
る
、
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
子
供
た
ち
の
中
に
浸

透
し
て
い
く
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
問
題
の
解
く

た
め
の
手
順
も
言
語
化
さ
れ
る
。
そ

の
こ
と
に
よ
り
、
計
算
を
正
確
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
問
題
の
解
き
方
の
仕
組
み

も
自
然
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
テ
ス
ト
の
計

算
だ
け
で
な
く
、
仕
組
み
を
問
う
問

題
も
解
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

は
、
13
）
を
超
え
た
場
合
に
、「
オ
ー

バ
ー
」
と
言
わ
せ
る
。

　

そ
し
て
、
15
に
×
を
書
く
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
一
つ
前
の
数
、
12

に
〇
を
す
る
。

　

上
か
ら
数
え
、
答
え
４
を
確
定
す

る
。

　

次
に
、
13
の
下
に
12
を
書
く
。

　

ひ
き
算
を
行
い
、
あ
ま
り
１
を
求

め
る
。

　

一
見
煩
わ
し
い
作
業
の
よ
う
に
見

え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
九
九
が
怪
し
い

子
も
、
教
室
に
は
、
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
つ
ず
つ
書
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
間
違
い
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
。

　

問
題
を
解
く
過
程
を
細
分
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
小
刻
み
な
指
名
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
授
業
が
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
な
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ど
の
子
も
ま

ん
べ
ん
な
く
指
名
す
る
こ
と
に
よ
り
、

授
業
に
緩
み
が
出
な
い
。

福岡県北九州市立永犬丸西小学校

大
おお

井
い

隆
たか

夫
お

「あまりのあるわり
算」頭の中を見える
化！
アルゴリズムを覚えることで、
確実に計算できる！

啓林館・３年上・Ｐ103-104

3年
Mathematics
算数

　

三
年
の
「
あ
ま
り
の
あ
る
わ
り

算
」。
こ
の
学
習
の
最
大
の
難
関
は
、

様
々
な
計
算
の
力
が
必
要
な
こ
と
だ
。

　

し
か
し
、
順
を
追
っ
て
、
計
算
し

て
い
く
こ
と
で
、
ど
の
子
も
確
実
に

計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
計
算
す
れ
ば

よ
い
の
か
。
実
際
の
問
題
を
基
に
、

説
明
す
る
。

13
÷
３
の
計
算
。

　

ま
ず
、
三
の
段
を
唱
え
さ
せ
る
。

３
×
１
＝
３
、
３
×
２
＝
６
、
３
×

３
＝
９
、
３
×
４
＝
12
、
３
×
５
＝

15
。

　

割
ら
れ
る
数
（
こ
の
問
題
の
場
合

発問 次、何をしますか？

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問



34

川
一
面
に
、
真
っ
赤
に
な
る
と
こ
ろ

を
表
し
て
い
る
か
ら
で
す
）

（
私
は
、
ぱ
ら
ぱ
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

真
っ
赤
な
紅
葉
が
、
川
に
散
っ
て
い

る
様
子
を
描
い
て
い
る
か
ら
で
す
）

「
水
く
く
る
と
は
」

発
問  

「
水
を
く
く
る
」
と
は
ど
う

い
う
意
味
で
す
か
。

　
ペ
ア
で
話
合
い
を
さ
せ
る
。

説
明  

「
く
く
る
」
と
は
、
ひ
も
や

糸
を
結
ぶ
こ
と
で
す
。
竜
田
川
で

は
、「
く
く
り
染
め
」、
今
で
い
う

「
し
ぼ
り
染
め
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

発
問   「
ぎ
っ
し
り
」
と
「
ぱ
ら
ぱ

ら
」
の
ど
ち
ら
で
す
か
。

　
ノ
ー
ト
に
理
由
を
書
か
せ
、
討
論

さ
せ
た
。

（「
ぎ
っ
し
り
」
で
す
。
紅
葉
が
た

く
さ
ん
川
に
散
っ
て
い
る
川
は
、
く

く
り
染
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見

え
る
か
ら
で
す
）

（「
ぱ
ら
ぱ
ら
」
で
す
。
水
面
に
隙

間
が
あ
る
方
が
、
紅
葉
の
木
が
川
に

映
り
、き
れ
い
に
見
え
る
か
ら
で
す
）

（
も
み
じ
）

発
問  

季
節
は
い
つ
で
す
か
。

（
秋
）

説
明  

竜
田
川
は
、
紅
葉
の
名
所
と

し
て
知
ら
れ
る
奈
良
県
の
川
で
す
。

　
写
真
を
提
示
す
る
。

「
竜
田
川
　
か
ら
紅
に
」

説
明  

「
か
ら
紅
に
」
と
は
、
真
っ

赤
な
色
を
表
し
て
い
ま
す
。

発
問  

赤
と
真
っ
赤
、
色
が
濃
い
の

は
ど
ち
ら
で
す
か
。

（
真
っ
赤
）

　
同
じ
よ
う
に
、
黒
と
真
っ
黒
な
ど

を
例
に
挙
げ
、
情
景
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
。

発
問  「
竜
田
川
が
真
っ
赤
」
と
は
、

ど
ち
ら
で
す
か
。

　
川
面
が
紅
葉
で
覆
わ
れ
て
い
る

（
ぎ
っ
し
り
）、
紅
葉
が
点
在
す
る

（
ぱ
ら
ぱ
ら
）
の
二
つ
を
提
示
す
る
。

「
ぎ
っ
し
り
」
と
「
ぱ
ら
ぱ
ら
」
の

ど
ち
ら
か
挙
手
さ
せ
、
討
論
を
行
う
。

（
私
は
、
ぎ
っ
し
り
だ
と
思
い
ま
す
。

三
　
詩
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る

季節の言葉３「秋の楽
しみ」
発問を通し、短歌のイメージを
広げる。

4年

埼玉県草加市立新里小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

光村図書・ ４年下・Ｐ38-39

Japanese
国語

ち
は
や
ふ
る
　
神
代
も
聞
か
ず

竜
田
川
　
か
ら
紅
に
　
水
く
く

る
と
は

指
示
１  
自
分
の
読
み
方
で
、
一
回

読
み
ま
す
。

「
竜
田
川
　
か
ら
紅
に
　
水
く
く
る

と
は
」

発
問  

話
者
に
見
え
て
い
る
色
は
何

で
す
か
。

（
赤
、
紅
色
）

発
問  

何
の
色
で
す
か
。

一
　
俳
句
を
読
む

二
　
俳
句
の
設
定
を
押
さ
え
る

発問 「ぎっしり」と「ぱらぱら」の
どちらですか。

参
考
：
市
川
心
吾
氏
実
践
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弧
を
使
え
ば
よ
か
っ
た
の
だ
と
い
う

こ
と
を
強
調
す
る
。

　

次
の
１

は
、「500－

（230+150

）」

の
計
算
の
仕
方
を
説
明
す
る
問
題
だ
。

　

こ
の
計
算
の
仕
方
は
、
教
師
が
教

え
れ
ば
よ
い
。
書
き
方
が
ポ
イ
ン
ト

だ
（
上
図
参
照
）。
教
科
書
は
「
＝
」

を
式
の
右
側
に
書
い
て
い
る
が
、
左

下
に
書
く
方
が
、
変
化
し
た
部
分
が

分
か
り
や
す
い
。

　

こ
れ
が
基
本
型
だ
。
基
本
型
は
き

ち
ん
と
言
わ
せ
る
。

ま
ず
、（　

）
の
中
を
計
算
し

ま
す
。

230+150=380

次
に
、
残
り
の
式
を
書
き
ま
す
。

500－
380=120

答
え
、
１
２
０
円
で
す
。

　

練
習
問
題
◇１
は
「
同
じ
よ
う
に

や
っ
て
持
っ
て
き
な
さ
い
」
で
よ
い
。

右
の
よ
う
に
読
ま
せ
る
と
こ
ろ
ま
で

セ
ッ
ト
で
あ
る
。

し
た
。
ど
ち
ら
が
誰
の
式
で
す

か
。
名
前
を
書
い
て
ご
ら
ん
。

　

話
合
い
は
し
な
い
。
中
心
部
で
は

な
い
か
ら
だ
。
さ
っ
と
答
え
合
わ
せ

を
し
て
、
1
の
例
題
に
入
る
。

指
示  

は
る
さ
ん
の
買
い
方
を
一
つ

の
式
に
し
ま
す
。
教
科
書
の
青
い

四
角
の
中
に
書
い
て
ご
ら
ん
。

　

一
人
の
子
を
指
名
す
る
。

「500－
230－

150

で
す
」

　

正
解
し
て
い
れ
ば
丸
、
間
違
っ
て

い
れ
ば
正
し
い
答
え
を
写
さ
せ
る
。

発
問  

で
は
、
ゆ
き
さ
ん
の
式
は
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
書
け
た
ら

持
っ
て
き
な
さ
い
。

　

こ
こ
は
③
に
つ
な
が
る
部
分
な
の

で
、
持
っ
て
こ
さ
せ
て
確
認
す
る
。

「
は
い
、正
解
！
」「
惜
し
い
！
」「
よ

し
、
丸
！
」
と
○
×
を
付
け
な
が
ら

見
て
い
く
。
何
度
も
挑
戦
す
る
中
で
、

正
解
に
近
づ
い
て
い
く
。

　

あ
る
程
度
時
間
が
た
っ
た
と
こ
ろ

で
、
子
供
た
ち
に
答
え
を
教
え
る
。

500－
（230+150

）=120

　

ま
と
め
て
考
え
る
と
き
に
は
、
括

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

式と計算
教科書の内容を把握し、重点部
分を決めよう。

教育出版・４年上・P134-136

4年
Mathematics
算数

「
式
と
計
算
」
の
第
一
時
で
あ
る
。

　

ま
ず
内
容
を
大
き
く
と
ら
え
る
。

①　
二
人
の
買
い
方
を
式
に
表
す
。

②　
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
式
に
す
る
。

③　
（　
）
を
使
っ
た
式
の
解
き
方

を
知
る
。

④　
練
習
問
題
を
解
く
。

　

次
に
、「
新
し
く
習
う
部
分
は
ど

こ
か
」
考
え
る
。
③
と
④
で
あ
る
。

　

そ
れ
な
ら
ば
、
①
②
は
短
時
間
で

済
ま
せ
、
③
で
や
り
方
を
教
え
、
④

を
自
分
の
力
で
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う

に
さ
せ
た
い
。

　

マ
ン
ガ
の
セ
リ
フ
を
読
み
、
二
人

の
買
い
方
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。

発
問  

二
人
の
買
い
方
を
式
に
し
ま

発問 ゆきさんの式はどうなるでしょ
うか。書けたら持ってきなさい。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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お
く
と
よ
い
（
話
合
い
の
シ
ナ
リ
オ

は
、
教
師
用
の
指
導
書
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
）。
視
覚
情
報
な
し
で
内
容

を
メ
モ
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
低
位

の
子
た
ち
に
は
難
し
い
。
手
元
に
紙

が
あ
る
こ
と
で
、
ど
の
子
も
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
。

　

音
声
を
二
回
ほ
ど
聴
か
せ
る
。
線

を
引
く
こ
と
な
ど
に
加
え
、
見
付
け

た
「
話
合
い
の
進
め
方
の
良
さ
」
を

言
語
化
さ
せ
て
書
き
込
ま
せ
る
。

　

そ
の
後
、
全
体
で
書
き
込
ん
だ
内

容
を
確
認
し
て
い
く
。

三
　
実
践
さ
せ
る

　

次
時
以
降
、
見
付
け
た
話
合
い
の

ポ
イ
ン
ト
を
実
践
さ
せ
て
い
く
。

　

教
科
書
で
は
、
話
し
合
う
テ
ー
マ

や
進
め
方
を
決
め
る
こ
と
に
時
間
を

割
い
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
話
し

合
う
時
間
を
確
保
し
た
い
。

　

そ
の
際
、
子
供
に
と
っ
て
身
近
な

テ
ー
マ
を
選
ぶ
と
よ
い
。既
に
情
報
・

考
え
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
す
ぐ
に

話
し
合
い
に
入
れ
る
。原

実
践
・
石
坂
陽
氏

二
　
発
見
さ
せ
る

　

教
科
書
の
話
合
い
の
手
本
（
音
声

あ
り
）
を
用
い
て
学
習
を
進
め
る
。

ま
ず
は
、
教
科
書
の
話
合
い
と
同
じ

テ
ー
マ
を
子
供
に
投
げ
か
け
る
。

発
問  

学
校
の
階
段
や
廊
下
が

す
ぐ
に
汚
れ
て
困
っ
て
い
る
、

と
し
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
、

ど
の
よ
う
な
解
決
策
を
提
案

し
ま
す
か
。

　

深
く
考
え
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。

こ
の
後
の
、
話
合
い
音
声
を
聞
く
た

め
の
準
備
で
あ
る
。

指
示  

話
合
い
の
音
声
を
聴
き

ま
す
。
そ
の
中
で
、
上
手
に

話
合
い
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
付
け
ま
す
。
見
付
け

た
ら
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
線
を

引
い
た
り
、
印
を
書
き
込
ん

だ
り
し
な
さ
い
。

　

こ
の
と
き
、
話
合
い
を
文
字
起
こ

し
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
意
し
て

話 合いを上手に進め
る「言葉」を獲得さ
せる
「話合いを進める言葉」を探さ
せ、実践させることで、楽しく
「話す力」を付ける。

5年

新潟県長岡市立越路小学校

田
た

中
なか

修
しゅう

一
いち

光村図書・５年・P136-141

Japanese
国語

一
　
付
け
た
い
力
を
焦
点
化
す
る

　

よ
り
良
い
話
合
い
方
の
ポ
イ
ン
ト

が
複
数
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
左
の
よ
う
に
ま
と
め
た
り
、

「
話
合
い
を
進
め
る
言
葉
」
に
置
き

換
え
た
り
す
る
と
、
教
師
も
子
供
も

学
習
内
容
が
明
確
に
な
る
。

指示 話合いの音声を聴きます。その中で、上
手に話合いを進めているところを見付けます。
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で
す
）

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
動
画
を
活
用
す
る
。

実
際
に
マ
ス
が
動
く
様
子
を
見
る
こ

と
で
理
解
が
深
ま
り
や
す
く
な
る
。

三
　
図
と
線
で
結
ぶ

※
み
さ
き
さ
ん
の
吹
き
出
し
の
□
を

埋
め
さ
せ
た
後
。

「
２
Ｌ
を
□
Ｌ
ず
つ
、
２
つ
に

分
け
て
考
え
ま
す
。」
こ
れ
は

ど
の
図
の
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
か
？
（
左
側
で
す
）
線
で
結

び
ま
す
。
二
行
目
。「
２
Ｌ
を

３
等
分
し
た
１
こ
分
は
、
１
３

Ｌ
の
□
こ
分
に
な
り
ま
す
。」

こ
れ
は
？
（
真
ん
中
で
す
）
そ

う
。
先
生
、
何
て
い
う
と
思
い

ま
す
か
？
（
線
で
結
ぶ
）

　

こ
の
時
間
の
仕
組
み
の
最
大
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
み
さ
き
さ
ん
の
こ
の
言

葉
で
あ
る
。

あ
え
て
後
者
を
選
ぶ
。

　

一
人
分
「
３
分
の
１
Ｌ
」
を
赤
鉛

筆
で
薄
く
塗
り
な
さ
い
。

　

式
は
１
÷
何
で
す
か
。（
１
÷
３

で
す
）
教
科
書
に
書
き
込
み
な
さ
い
。

　

右
側
、
３
Ｌ
の
と
き
。
※
１
Ｌ
側

を
手
で
隠
さ
せ
る
。

　

一
人
分
は
何
Ｌ
で
す
か
。（
１
Ｌ

で
す
）
書
き
ま
し
ょ
う
。
イ
ラ
ス
ト
、

赤
鉛
筆
で
薄
く
塗
り
ま
す
。

　

□
１
。「
２
Ｌ
の
ジ
ュ
ー
ス
を
３

人
で
等
分
す
る
と
、
１
人
分
は
何
Ｌ

に
な
り
ま
す
か
。」
式
を
書
き
な
さ

い
。
書
い
た
人
？　

さ
ん
は
い
。（
２

÷
３
で
す
）
正
解
！

二
　
図
か
ら
商
を
考
え
る

①　

２
Ｌ
を
横
に
線
を
引
き
三

等
分
し
ま
す
。

②　

三
つ
の
う
ち
の
一
つ
分
を

赤
鉛
筆
で
塗
り
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
分
が
答
え
で
す
。

　

何
分
の
何
で
す
か
。（
３
分
の
２

東京都港区立赤羽小学校

利
とし

田
だ

勇
ゆう

樹
き

向山型算数パーツを使い
どの子も課題突破させる
図を塗らせる、ちょっとしたヒントを与える、
言葉と図を線で結ぶ。いずれも向山型算数
のパーツである。パーツを使い子供に活動
させ理解につなげる「教育技術」を紹介する。

東京書籍・５年上・P109-110

5年
Mathematics
算数

一
　
授
業
展
開
例

「
□
Ｌ
の
ジ
ュ
ー
ス
を
３
人
で
等
分

し
ま
す
。
１
人
分
は
何
Ｌ
で
す
か
。」

読
み
ま
す
。

　

１
Ｌ
の
と
き
。
※
こ
の
際
に
３
Ｌ

の
方
は
手
で
隠
さ
せ
る
。

　

１
Ｌ
の
三
等
分
だ
か
ら
、
一
人
分

は
何
分
の
１
Ｌ
で
す
か
。（
３
分
の

１
Ｌ
で
す
）

※
「
一
人
分
は
何
Ｌ
で
す
か
」

と
「
一
人
分
は
何
分
の
１
Ｌ
で

す
か
」
は
異
な
る
。「
全
員
が

分
か
る
・
で
き
る
」
を
体
験
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

発問 みさきさん、どの図のことを言っ
ていますか？　線で結びます。

板書の一の例

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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に
伝
え
る
た
め
の
効
果
的
な
フ
ロ
ー

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①　

事
実

②　

感
情

③　

相
手
の
事
情

④　

要
求

「
ボ
ー
ル
を
い
つ
も
同
じ
人
が
使
っ

て
い
る
」
と
い
う
教
科
書
の
事
例
に

つ
い
て
、
フ
ロ
ー
に
沿
っ
て
考
え
る
。

事
実  

い
つ
も
同
じ
人
が
ボ
ー
ル
を

使
う
と
困
る
人
が
い
る
よ
。

感
情  

ぼ
く
は
、
い
つ
か
け
ん
か
に

な
ら
な
い
か
と
心
配
な
ん
だ
。

事
情  

何
か
事
情
で
も
あ
る
の
？

要
求  

ボ
ー
ル
の
使
い
方
の
ル
ー
ル

を
決
め
よ
う
よ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
伝
え
る
た
め
の
手

順
が
あ
る
と
、
子
供
た
ち
は
、
そ
の

手
順
に
沿
っ
て
、
伝
え
方
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
例
を
取
り
扱
い
な
が
ら
、

伝
え
に
く
い
こ
と
を
伝
え
る
際
に
、

気
を
付
け
る
こ
と
を
子
供
た
ち
に
問

い
掛
け
た
い
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
教
科
書
か

ら
読
み
取
ら
せ
る
こ
と
も
重
要
だ
。

教
科
書
に
は
、
相
手
に
正
確
に
伝
わ

り
、
冷
静
に
受
け
止
め
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
以
下
の
三
点
が
示
さ
れ
て

い
る
。

⑴　

言
葉
や
表
現
を
選
ぶ

⑵　

表
情
や
口
調
な
ど
も
考
え

る
⑶　

相
手
の
主
張
を
聞
く

　

こ
の
よ
う
に
、
異
な
る
意
見
を

も
っ
た
相
手
に
、
自
分
の
本
来
伝
え

た
い
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
伝

え
る
た
め
の
ス
キ
ル
が
必
要
だ
。

　

相
手
の
気
持
ち
を
配
慮
し
た
上
で

自
己
主
張
を
す
る
こ
と
を
「
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
」
と
い
う
。
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ

二
　
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
フ
ロ
ー

伝えにくいことを伝
える
伝えにくいことを伝えるときに
は、伝えるためのスキルが必要
である。

6年

宮城県仙台市立蒲町小学校

富
と

樫
がし

僚
りょう

一
いち

光村図書・６年・P146-147

Japanese
国語

　

本
単
元
で
は
、
目
的
や
条
件
に
応

じ
て
、
計
画
的
に
話
し
合
う
こ
と
が

指
導
事
項
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
話
合
い
活
動
で
は
、

自
分
の
意
見
を
伝
え
に
く
い
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
自
分
と
は
異
な
る

意
見
が
提
案
さ
れ
た
と
き
だ
。
教
科

書
に
は
、
伝
え
に
く
い
こ
と
を
伝
え

る
際
に
、
自
分
の
主
張
を
つ
い
攻
撃

的
に
伝
え
て
し
ま
っ
た
り
、
反
対
に
、

遠
慮
が
ち
に
伝
え
た
こ
と
で
、
何
を

言
い
た
い
の
か
分
か
り
に
く
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
す
る
伝
え
方
の
悪
例

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
　
伝
え
る
た
め
の
ス
キ
ル

発問 アサーティブ・フローに沿って、伝
え方を工夫する文章を書きましょう。
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算

６
↓
４　

４
÷
６
＝
６
分
の
４

（
約
分
し
て
３
分
の
２
）

〈
ウ
を
求
め
る
基
本
型
〉

36
か
ら
24
に
変
化
。

36
↓
24

24
÷
36
＝
36
分
の
24

（
約
分
し
て
３
分
の
２
）

子
供
に
よ
っ
て
は
、
教
師
が
で
き

る
だ
け
薄
く
ノ
ー
ト
に
書
い
て
や
り
、

そ
れ
を
な
ぞ
ら
せ
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
。

　

ま
た
、
目
の
前
の
子
供
た
ち
の
実

態
に
合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
あ
る
。

　

算
数
が
苦
手
な
子
は
、
手
数
が
多

け
れ
ば
多
い
ほ
ど
混
乱
し
て
し
ま
う
。

そ
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル

で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
う
簡
単
に
思
い
付
く
も
の
で
は

な
い
。
教
科
書
に
基
本
型
が
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
う
で

は
な
い
こ
と
も
多
い
。

　

そ
こ
で
お
す
す
め
な
の
が
『
授
業

の
新
法
則
化
シ
リ
ー
ズ
』（
学
芸
み

ら
い
社
）
で
あ
る
。

　

難
単
元
の
基
本
型
が
た
く
さ
ん
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

　

算
数
の
教
科
書
は
、
例
題
、
類
題
、

練
習
問
題
に
分
け
ら
れ
る
。
例
題
の

中
で
基
本
型
を
扱
い
、
類
題
を
通
し

て
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
指
導
し
、

練
習
問
題
で
習
熟
を
図
る
。
そ
う
し

て
い
く
う
ち
に
、
単
元
テ
ス
ト
で
は
、

学
級
の
全
員
が
一
人
で
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

〈
イ
を
求
め
る
基
本
型
〉

　

６
か
ら
４
に
変
化
。

比例の変化は基本型
で乗り越えさせる
教科書の心臓部を見付け出し、
どの子もできるシンプルな基本
型で定着させる。

6年

宮城県仙台市立鶴谷小学校

菅
かん

野
の

祐
ゆう

貴
き

東京書籍・６年・P152-153

Mathematics
算数

　

比
例
の
学
習
。
値
の
変
化
を
求
め

る
問
題
。

　

比
例
と
分
か
れ
ば
、
ア
は
す
ぐ
に

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

難
関
は
イ
、
ウ
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
四
五
分
間
の
な
か
で
子

供
た
ち
が
最
も
つ
ま
ず
き
そ
う
な
問

題
、
そ
の
日
の
「
心
臓
部
」
を
見
抜

く
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

　

そ
の
際
に
は
、
学
級
で
最
も
勉
強

が
苦
手
な
子
を
思
い
浮
か
べ
る
。

　

そ
の
子
が
単
元
末
の
テ
ス
ト
の
際

に
、
教
師
の
手
助
け
な
し
に
一
人
で

乗
り
越
え
ら
れ
る
た
め
の
方
法
を
考

え
る
の
だ
。
こ
れ
が
教
材
研
究
で
あ

る
。

発問 の値が変わると、 の値はどの
ように変わりますか。

『授業の新法則化シリーズ　
「算数」授業の新法則　６
年生編』（学芸みらい社）

※教科書をもとに菅野が作成。

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問国
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写
真
を
見
て
分
か
っ
た
こ

と
・
気
付
い
た
こ
と
・
思
っ
た

こ
と
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん

箇
条
書
き
し
な
さ
い
。

平
塚
で
行
わ
れ
る
七
夕
ま
つ
り
の

写
真
で
あ
る
。

平
塚
七
夕
ま
つ
り
・
仙
台
七
夕
ま

つ
り
・
一
宮
七
夕
ま
つ
り
が
、
日
本

三
大
七
夕
ま
つ
り
と
さ
れ
て
い
る
。

元
祖
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

平
塚
七
夕
ま
つ
り
の
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
（http://w

w
w
.tanabata-hira

tsuka.com
/

）
に
年
表
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
じ
っ
く
り
読
ま
せ
る
。

気
付
い
た
こ
と
を
発
表
さ
せ
た
後
、

Google
Earth

を
読
み
取
る
。

平
塚
に
は
一
九
四
五
年
当
時
、
た

く
さ
ん
の
軍
需
工
場
が
あ
っ
た
。

戦
争
が
激
し
く
な
り
空
襲
が
平
塚

に
や
っ
て
く
る
。
町
は
焼
け
野
原
と

な
っ
た
。

　

戦
後
、
人
々
は
街
を
復
興
さ
せ
よ

う
と
努
力
す
る
。

　

五
年
後
、
街
並
み
を
見
事
復
興
さ

せ
た
こ
と
を
記
念
に
「
復
興
ま
つ

り
」
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ

が
予
想
以
上
の
人
出
に
な
っ
た
。

「
来
年
も
開
催
し
た
い
。
良
い
ア
イ

デ
ア
は
な
い
か
」

　

当
時
の
商
工
会
議
所
副
会
頭
で

あ
っ
た
宮
代
長
次
氏
は
、
自
ら
が
一

度
訪
れ
、
感
動
し
て
い
た
「
仙
台
七

夕
ま
つ
り
」
を
お
手
本
に
、
七
夕
ま

つ
り
を
行
う
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
こ
れ
が
採
用
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
始
ま
っ
た
の
が
「
平

塚
七
夕
ま
つ
り
」
で
あ
る
。

社会

基礎・基本

Science

 ４年「地域で受け
つがれてきたもの」
の基礎・基本
写真や地図を読ませ、伝統
行事について情報を集める。

神奈川県横浜市立秋葉小学校

小
お

川
がわ

幸
こう

一
いち

教育出版・４年・P114-129
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れ
ぞ
れ
の
場
所
で

飾
り
付
け
す
る

「
分
散
七
夕
」
な

ど
で
あ
る
。
様
々

な
企
画
が
あ
っ
た
。

紹
介
し
て
い
く
と

非
常
に
盛
り
上

が
っ
た
。

そ
し
て
、
令
和
四
年
、「
湘
南
ひ

ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り
」
は
三
年
ぶ
り

に
再
開
。
人
出
八
〇
万
人
。
令
和
五

年
に
は
人
出
一
一
五
万
人
と
な
っ
た
。

七
夕
の
火
は
消
え
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

「
地
域
で
受
け
つ
が
れ
て
き
た
も

の
」
で
県
内
の
伝
統
行
事
を
扱
う
。

そ
の
際
に
有
効
と
な
る
の
が
「
年

表
資
料
」
で
あ
る
。
年
表
を
読
む
と
、

伝
統
行
事
は
必
ず
「
戦
争
」「
災
害
」

「
疫
病
」
な
ど
で
継
続
困
難
な
状
況

に
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
れ
を
ど
う
乗
り
越
え
た
か
に
注

目
し
、
話
し
合
わ
せ
、
様
々
な
ア
イ

デ
ア
を
出
さ
せ
る
こ
と
で
、
協
働
的

な
学
習
と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
伝
統
の
火
を

消
す
な
」
と
立
ち
上
が
っ
た
の
が
前

出
の
宮
代
長
次
氏
で
あ
る
。

当
時
市
議
会
議
員
で
あ
っ
た
宮
代

氏
は
商
工
会
議
所
に
働
き
か
け
、
市

民
か
ら
寄
付
を
募
り
、
有
志
の
力
で

七
夕
ま
つ
り
を
開
催
し
た
の
で
あ
る
。

市
民
の
力
で
続
け
ら
れ
て
き
た

「
七
夕
ま
つ
り
」
だ
が
、
最
大
の
困

難
に
直
面
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
。

「
七
夕
の
火
を
消
す
な
」

「
命
を
優
先
す
る
べ
き
」

も
し
も
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
。

様
々
な
議
論
の
結
果
、
開
催
以
来
、

初
め
て
の
中
止
と
な
っ
た
。

で
も
、
七
夕
の
火
は
消
し

た
く
な
い
。
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア

が
あ
る
か
。

授
業
で
は
子
供
ら
し
い
様
々
な
ア

イ
デ
ア
が
出
さ
れ
た
。
実
際
に
行
わ

れ
た
の
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

行
う
「
#
エ
ア
七
夕
」
や
市
民
が
そ

更
に
年
表
を
読
み
取
る
。

順
調
に
観
光
客
が
増
え
、
い
つ
し

か
三
五
〇
万
人
を
超
え
る
ほ
ど
に

な
っ
た
、
平
塚
七
夕
ま
つ
り
。

し
か
し
、
突
然
減
っ
て
い
る
年
が

あ
る
。

何
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

年
表
を
読
む
と
、「
昭
和
四
八
年

駅
ビ
ル
建
設
問
題
か
ら
発
生
し
た

種
々
の
い
き
さ
つ
は
〜
」
と
あ
る
。

　

こ
の
時
で
き
た
の
が
駅
ビ
ル
「
ラ

ス
カ
平
塚
」
で
あ
る
。
国
鉄
（
当

時
）
の
駅
ビ
ル
第
一
号
と
な
る
。
し

か
し
、
こ
れ
が
商
店
街
と
対
立
。
市

長
が
七
夕
ま
つ
り
中
止
を
宣
言
す
る
。

社会
Science

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び

４年「地域で受け
つがれてきたもの」
の主体的・対話的
で深い学び
年表を読ませ、困難を乗
り越えるアイデアを自由
に出させる。

神奈川県横浜市立秋葉小学校

小
お

川
がわ

幸
こう

一
いち

教育出版・４年・P114-129
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Ａ
さ
ん
は
、
も
う
「
登
場
人
物
」
を

書
い
て
い
ま
す
ね
。
す
ご
い
！

　

ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル
を
見
せ

て
、
子
供
を
褒
め
る
こ
と
で
、「
こ

う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
な
」
と
い
う
こ

と
を
、
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
最
後
ま
で
読

み
聞
か
せ
を
し
た
後
、
個
別
に
シ
ー

ト
を
作
成
す
る
時
間
を
五
分
程
度
取

る
。
そ
の
間
に
、
教
師
は
作
成
が
難

し
い
子
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。

　

お
お
よ
そ
全
員
が
作
成
し
た
段
階

で
、
次
の
よ
う
に
指
示
す
る
。

シ
ー
ト
を
見
て
、
自
分
の
考
え
と

違
う
友
達
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、

「
こ
れ
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」

と
か
、「
私
は
こ
う
思
う
ん
だ
け

ど
」
と
、
お
話
し
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
。

　

子
供
た
ち
は
、
端
末
を
持
っ
て
友

達
と
自
由
に
話
し
始
め
る
。

　

自
然
と
「
考
え
議
論
す
る
」
道
徳

に
な
っ
て
い
る
。

　

シ
ー
ト
を
初
め
て
使
う
と
き
は
、

下
の
学
年
の
教
材
を
使
っ
て
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

〈
あ
ら
す
じ
〉
あ
ひ
る
、
か
め
、
白
鳥

が
池
の
中
の
島
へ
遊
び
に
い
く
話
を

し
て
い
る
と
、
り
す
が
一
緒
に
遊
び

た
い
と
声
を
か
け
て
き
た
。「
り
す
さ

ん
は
泳
げ
な
い
か
ら
ダ
メ
」
と
断
る

が
、
後
味
が
悪
い
。
次
の
日
、
三
人

は
り
す
に
謝
り
、
か
め
の
背
中
に
り

す
を
乗
せ
て
島
へ
遊
び
に
行
っ
た
。

　

子
供
た
ち
に
ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド
フ
ァ

イ
ル
を
開
か
せ
、
次
の
こ
と
を
指
示

し
て
お
く
。

①　

読
み
聞
か
せ
を
聞
き
な
が

ら
編
集
し
て
い
く
こ
と
。

②　

友
達
の
シ
ー
ト
を
参
照
し

て
よ
い
こ
と
（
他
者
参
照
）。

　

教
師
は
、
教
材
文
の
読
み
聞
か
せ

を
し
な
が
ら
、
途
中
で
確
認
を
す
る
。

２　
「
お
よ
げ
な
い
り
す
さ
ん
」
で
、

考
え
議
論
す
る
授
業
を
行
う

　

六
月
半
ば
に
、
春
日
井
市
の
小
学

校
を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル
事
業

の
一
環
と
し
て
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
の
情
報
活
用
能
力
の
高

さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。「
探
究
型
授
業
」

で
は
、
ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド
や
フ
ィ
グ

ジ
ャ
ム
に
、
自
分
の
考
え
を
見
事
に

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

　

道
徳
で
も
、
子
供
た
ち
が
ジ
ャ
ム

ボ
ー
ド
を
使
い
こ
な
し
、
自
分
の
考

え
を
ま
と
め
、
友
達
と
意
見
交
流
が

で
き
れ
ば
、「
考
え
議
論
す
る
」
授

１　

春
日
井
市
で
の
衝
撃

業
が
簡
単
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
。

　

そ
こ
で
作
成
し
た
の
が
、

道
徳
学
び
方
シ
ー
ト

で
あ
る
。

　

登
場
人
物
か
ら
始
ま
り
、
出
来
事
、

問
題
点
、
改
善
点
を
書
き
込
む
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。教
材
を
読
み
、ジ
ャ

ム
ボ
ー
ド
の
付
箋
を
貼
り
付
け
て
い

け
ば
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
シ
ー
ト
の
流
れ
は
、
道
徳
の

教
材
の
七
割
程
度
を
カ
バ
ー
で
き
る
。

多
く
の
教
材
に
転
用
可
能
で
あ
る
。

「道徳学び方シー
ト」で、考え議論
する道徳を実践す
る
自分の考えを端末でまとめ、
友達の意見を参照し、考え
の相違点を議論することで、
子供の考えは自然と深まる。

2年道徳

兵庫県洲本市立安乎小学校

堀
ほり

田
た

和
かず

秀
ひで

日本文教出版・２年
Ｐ42-45

「およげないりすさん」 

道徳学び方シート
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学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

１ 　スピーチでの成功体験が英語を話す自信
になる

　中学２年の２学期、多くの教科書に「将来
の夢」に関する単元がある。単元末ではス
ピーチが設定されている。
　１学期はやり取りで20秒以上の間があった
Ａ子が、「将来の夢」のスピーチでのパフォー
マンステストではスラスラとスピーチをして、
その後のやり取りで２秒以内に答えたり、質
問したりして話せるようになった。
Ａ 子：My future is not sure, but I want to 
be a kind person.  I went to the kindergarten 
for the work experience because I like 
children. I learned that choice of words is 
important.  So, I will talk to my friends to 
learn communication.
　単元を通して実践したのは、次の３つであ
る。
① 　新出表現をTOSS型英会話で毎時間導入

し、即解即答できるようにする。
② 　スピーチの内容を整理するためにマイン

ドマップを活用する。
③ 　パフォーマンステストに向けてルーブ

リックを示し、スピーチからやり取りの言
語活動を繰り返す。
２ 　マインドマップで伝えたい内容を整理する
　上記の①を終えた後に、「今、友達とやり
取りしたことをマインドマップで整理してご
らん」と指示した。Ｂ子は右記のマインド
マップのように真ん中のMy futureから①
vet→②why→③like animalsを書いた。マイ
ンドマップの書き方は英語の時間以外に指導
済みである。別の友達と再度やり取りをして、
What’s your favorite animal? や What do you 
want to do?と質問されたＢ子はその後、④
cat→⑤help animalsと付け加えた。単元の中
で繰り返し行う中で、単元末では「一番伝え
たいことはどれですか？　赤ペンで丸をして
ごらん」と指示した。３つの赤丸の内容をス

ピーチで伝えたいと考えたのだ。

　毎時間、TOSS型英会話とマインドマップ
を更新していく活動を行うことで、伝えたい
ことを整理しながらスピーチすることができ
る。話したいことの長期記憶支援にもなる。
　TOSS型英会話やスピーチ指導の詳細につ
いては、８月24日発刊の『中学校の今がわか
るお悩み解決BOOK』（教育技術研究所）に
寄稿している。お読みいただきたい。

TOSS型英会話×マ
インドマップ─ス
ピーチで伝えたいこ
とを整理する工夫
中学２年 「将来について語り合う」
TOSS型英会話を土台とし、マインド
マップにやり取りしたことを付け加え
ていくことでスピーチが豊かになる。

長野県長野市立長野中学校

白
しら

鳥
とり

友
とも

樹
き

2年英語中学
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３
職員室で次のように連絡した。

「お忙しい時期です。classroomに発信し
ているので教室から、パソコン、スマホなど
で入力できます。調査、よろしくお願いします」

「教室からアクセスして仕事すると便利
ですよ」ということを伝えたわけだ。

職員室に戻って入力しなくていい。
誰かが入力し終わるのを待たなくてもいい。
スマホでアクセスして編集すればいい。
これは「協働的な仕事」「クラウドベース

の仕事」「ロケーションフリーな仕事」を体
験するICT研修をしたのと同じ効果があった。

クラウドで仕事をする便利さを感じた先生
は自分の校務分掌でも次々と活用していた。
先生同士で楽しく教え合う姿も見られた。
「校内研修」ではないから良いのだ。

詳しい画像はデジタルトークラインにて。

担当する校務分掌
からクラウド提案
する
「校内研修（クラウド活
用などのICT研修）」は設
定しなくても工夫次第で
いくらでもできる。研修
を設定するほど、逆に忙
しくなってしまい使わな
くなる。仕事をする中で
のクラウドの「便利さ」
「快適さ」「心地よさ」の
体験を優先させよう。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える

学びのプラットフォーム活用編

１
「児童の机・椅子整備」という校務分掌を担
当している。毎年、夏休みの中頃に担当部署
から文書が送られてくる。回答期日は夏休み
明けすぐの「９月１日」。お盆休みや夏季休
暇を取る先生もいるこの時期。大規模である
勤務校にとっては結構ムチャぶりな仕事だ。

したがって、あらかじめ１学期末に「予備
調査」を行っている。「古くなって交換して
ほしい各クラスの机・椅子数を調査する」こ
の仕事を数年前から「クラウド化」している。
２

　事務室の先生から次のオーダーが入った。

「『後ろに引くと異常な音がする椅子』
も今年は交換してほしいのです」

この内容をそのまま職員会で伝えると質問
攻めにあうことは容易に想像できた。「分か
りました！」と返事をしてすぐ段取りを始めた。

① 　教室へ行き実際に椅子を引いてみた。
ガガガガーと大きな音がしている様子
をスマホでビデオ撮影した。
② 　同じように、正常な音がする椅子も
スマホでビデオ撮影した。
③ 　どちらも10秒前後の短い動画クリッ
プになった。撮影したその場でGoogle 
driveにスマホからアップした。
④ 　アップした動画を「共有設定」で「リ
ンクを知っている人は誰でも」にした。
⑤ 　パソコンを開きスプレッドシートを
用意した（昨年のものをコピーしてク
ラス数などを微調整するだけで完成）。
⑥ 　今回のオーダーである動画のリンク
をスプレッドシートに貼り付けた（URL
は短縮した。「URL短縮」で検索する
と無料サービスがたくさんヒットする）。
⑦ 　スプレッドシートができたら職員用
のGoogle classroomに配信した。
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学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

新しく追加された「サン
ドボックス」は、ホワイ
トボード機能である。
2024年10月で編集機能
が終了するJamboardと
ほぼ同じ機能を搭載して
いる。新しいオンライン
ホワイトボード「サンド
ボックス」を使いこなす
ワザを３つ紹介する。

Padletの新機能「サ
ンドボックス」を使
いこなす３つのワザ

情報活用能力を伸ばす指導法

新時代の

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

ワザ１　共有の設定「ライター」の活用
　他の共同編集系のアプリと同様に、まずは
子供たちが自由に操作する時間を設定する。
「リンクからサンドボックスに入ってごら
ん」
「好きなページに行って、自由に描いたり、
入力したりしてごらんなさい」
「他の人に操作の仕方を教えてもらいたけれ
ば、席を自由に動いてもかまいません」
　子供たちは、様々な機能を次々と発見する。
　この時、共有の設定を「ライター」にして
おく。こうすることで、生徒は「自分は書き
込める」が「他人の書き込んだものには、編
集や消すことはできない」状態になる。
「他人に消された！」などのトラブルを防ぎ、
共同編集の感覚と、基本的な操作に慣れさせ
ることができる。子供たちが慣れてきたら、
共有の設定を「編集者」に変えるとよい。

ワザ２　シートを２分割する
　サンドボックスの無料版は、１つのファイ
ルに20シートまでしか作成できない。学級の
人数にもよるが、１人１シートは当たらない。
そこで１つのシートを、左右に２分割する。
２人で半分ずつ使うわけだ。こうすると40人
まで同時にアクセスできる。
　共同編集しながら、他の人の考えをすぐに
参照できる状況をつくることができるのだ。

ワザ３　投票機能で分布をとる
　サンドボックスには「投票」というツール
がある。選択肢を提示して、その場で子供た
ちの意見の分布を取ることができる。

　結果は、上の図のよ
うに即座に全員へ共有
される。討論の授業で
活用できるだろう。
　こうした新しい機能
を、まずは教師が触っ
てみることが大切だ。
触ってみるうちに、授
業での活用場面を思い
描けるだろう。
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つ
も
よ
り
書
き
や
す
く
、
良
い
作
文

を
書
く
こ
と
が
で
き
た
。」

「
私
は
作
文
は
好
き
じ
ゃ
な
か
っ
た

け
ど
、
メ
モ
か
ら
少
し
ず
つ
詳
し
く

書
い
て
い
く
こ
と
で
、
と
て
も
や
り

や
す
か
っ
た
し
、
早
く
書
き
終
わ
っ

て
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。」

「
今
回
書
い
た
作
文
が
一
番
ス
ラ
ス

ラ
と
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

　

授
業
後
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
手

応
え
を
感
じ
た
。
作
文
指
導
が
楽
し

い
と
、
心
か
ら
思
え
た
。

用
紙
を
配
付
す

る
。
す
ぐ
に
赤

線
を
引
か
せ
、

原
稿
用
紙
を
区

切
ら
せ
る
。

「
制
限
時
間
二

〇
分
。
用
意
、

始
め
！
」
と
合

図
を
出
す
と
、
一
瞬
に
し
て
教
室
の

空
気
が
変
わ
っ
た
。

　

作
文
の
苦
手
な
生
徒
た
ち
も
、

次
々
と
原
稿
用
紙
を
埋
め
て
い
く
。

　

構
成
メ
モ
を
事
前
に
小
グ
ル
ー
プ

で
見
せ
合
っ
て
い
た
こ
と
や
、
前
面

の
電
子
黒
板
に
、
作
文
例
を
表
示
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
を
写
し

て
良
い
と
伝
え
て
お
い
た
こ
と
な
ど

が
、
安
心
材
料
の
一
つ
に
な
っ
て
い

た
よ
う
だ
。

　

次
の
時
間
に
は
、
お
互
い
の
作
品

を
読
み
合
わ
せ
、
コ
メ
ン
ト
を
書
か

せ
た
。
更
に
は
、
別
の
テ
ー
マ
で
も

意
見
文
を
書
か
せ
た
。

「
僕
は
い
つ
も
作
文
で
苦
労
し
て
い

た
け
れ
ど
、
今
回
の
作
文
で
は
、
い

　

構
成
メ
モ
の
段
階
で
、
生
徒
た
ち

が
と
て
も
楽
し
そ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

作
文
の
テ
ー
マ
は
「
あ
こ
が
れ
の

○
○
君
・
さ
ん
・
先
生
」
だ
。

　

作
文
の
型
や
書
き
方
を
教
え
、
構

成
メ
モ
を
作
っ
た
後
に
、
原
稿
用
紙

一
枚
分
の
意
見
文
を
書
く
。

　

約
二
〇
分
と
い
う
時
間
制
限
の
中

で
も
、
ほ
ぼ
全
員
が
四
〇
〇
字
の
意

見
文
を
書
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

長
谷
川
博
之
氏
か
ら
学
ん
だ
、
市

毛
式
作
文
指
導
を
基
に
し
て
い
る
。

　

四
〇
〇
字
詰
め
の
原
稿
用
紙
を
、

二
行
・
七
行
・
七
行
・
二
行
・
二
行

に
区
切
ら
せ
、「
は
じ
め
・
な
か
①
・

な
か
②
・
ま
と
め
・
む
す
び
」
の
構

成
で
書
か
せ
る

と
い
う
も
の
だ
。

　

段
落
ご
と
の

役
割
に
つ
い
て

も
例
を
示
し
な

が
ら
説
明
す
る
。

　

生
徒
た
ち
に

な
じ
み
の
あ
る
人
物
を
意
図
的
に
取

り
上
げ
、
具
体
例
と
し
て
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
面
白
お
か
し
く
紹
介
す
る

と
、
教
室
が
爆
笑
に
包
ま
れ
た
。

「
は
じ
め
」
の
後
に
「
む
す
び
」
を

先
に
書
か
せ
る
と
い
う
順
番
も
ポ
イ

ン
ト
だ
。

　

仲
間
と
楽
し
く
意
見
交
流
し
な
が

ら
構
成
メ
モ
を
作
ら
せ
た
後
、
原
稿

型を使った意見
文指導
作文の型や書き方を教え、
事前に構成メモを作らせ
ることで、400字の意見
文がすらすら書けるよう
になる。

埼玉県川越市立川越第一中学校

市
いち

川
かわ

玲
れい

名
な

国 語
授 業 実 践
学 校 の中

【
参
考
】
市
毛
勝
雄
『
論
理
的
文
章
の
書
き
方

指
導
中
学
校
編
』（
明
治
図
書
）
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体 育
授 業 実 践
中 学 校 の

「体力テスト」記
録向上のコツを
正確に再現する
各種目の体の使い方を分
析し、分かりやすい言葉
で動きを引き出す。 

宮城県東松島市立矢本第一中学校

岡
おか

拓
たく

真
ま

を
つ
か
ん
で
反
復
横
跳
び
を
し

ま
す
」

指
示
２
一
〇
秒
間
で
や
り
ま
す
。

指
示
３
今
度
は
、
一
人
で
や
り
ま

す
。
手
を
前
に
出
し
て
、
友
達
の

肩
を
つ
か
ん
で
い
る
よ
う
に
し

て
動
き
ま
す
。

指
示
４
も
う
一
度
一
〇
秒
間
で
や

り
ま
す
。

３
二
回
目
の
記
録
を
取
る

　

二
回
目
の
結
果
は
、
Ａ
君
五
四
回
、

Ｂ
君
四
五
回
、
Ｃ
君
三
四
回
と
、
各

自
の
記
録
が
伸
び
た
。

　

自
サ
ー
ク
ル
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、

小
学
校
低
学
年
で
は
、
立
ち
膝
に

な
っ
た
と
き
の
足
が
邪
魔
に
な
っ
た

と
い
う
報
告
を
受
け
た
。
身
長
や
体

格
に
よ
っ
て
は
、
立
ち
膝
よ
り
も
、

正
座
が
良
い
場
合
も
あ
る
が
、
小
学

校
中
学
年
か
ら
中
学
生
ま
で
に
有
効

な
指
示
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
他
に
も
、「
立
ち
幅
跳
び
」

や
「
握
力
」
に
つ
い
て
も
指
導
の
提

案
が
な
さ
れ
、
実
践
さ
れ
て
い
る
。

１
一
回
目
の
記
録
を
取
る

「
反
復
横
跳
び
」
は
二
回
実
施
し
、

結
果
の
良
い
方
を
記
録
と
し
て
残
す
。

一
回
目
の
結
果
は
、
Ａ
君
四
七
回
、

Ｂ
君
三
四
回
、
Ｃ
君
二
五
回
で
あ
っ

た
。２

練
習
す
る

　

二
回
目
の
測
定
の
前
に
、
開
発
さ

れ
た
指
導
を
実
施
し
た
。

説
明
１
二
回
目
を
測
定
す
る
前
に
、

練
習
し
ま
す
。
コ
ツ
は
、
体
を
真

ん
中
の
線
の
上
に
置
い
て
お
く

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

指
示
１
「
二
人
組
で
練
習
し
ま
す
。

一
人
は
立
ち
膝
に
な
り
ま
す
。
も

う
一
人
が
相
手
の
後
ろ
か
ら
肩

T
O
S
S
中
高
保
健
体
育
事
務
局
、

愛
知
の
辻
拓
也
氏
が
主
催
す
る
「
中

高
保
体
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
」
が
あ

る
。
毎
週
土
曜
日
の
夜
、
日
々
の
授

業
、
学
級
経
営
、
生
徒
指
導
な
ど
、

全
国
か
ら
集
う
仲
間
と
の
情
報
交
換
、

教
材
研
究
の
会
で
あ
る
。

　

そ
の
メ
ン
バ
ー
で
実
際
に
会
場
を

取
り
、
実
技
を
中
心
と
し
た
例
会
も

行
っ
て
い
る
。
年
に
数
回
で
あ
る
が
、

お
互
い
の
実
践
交
流
、
教
材
の
開
発
、

授
業
の
検
討
を
行
う
充
実
し
た
会
で

あ
る
。

　

実
技
の
例
会
の
中
で
開
発
さ
れ
た

指
導
に
、
体
力
テ
ス
ト
の
記
録
を
劇

的
に
向
上
さ
せ
た
も
の
が
あ
る
。
特

に
、「
反
復
横
跳
び
」
の
実
践
は
、

メ
ン
バ
ー
間
で
追
試
さ
れ
、
多
く
の

先
生
が
生
徒
の
記
録
が
伸
び
た
こ
と

を
報
告
し
て
い
る
。

　

反
復
横
跳
び
の
コ
ツ
の
一
つ
は
、

上
体
の
左
右
の
移
動
を
極
力
少
な
く

す
る
こ
と
で
あ
る
。
三
本
の
ラ
イ
ン

の
中
央
に
体
を
固
定
さ
せ
、
足
を
伸

ば
し
て
左
右
の
ラ
イ
ン
に
触
れ
る
イ

メ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
れ
を
短
い
指
示

で
体
感
さ
せ
る
こ
と
で
、
記
録
を
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

勤
務
校
で
も
支
援
学
級
の
生
徒
に

対
し
て
実
施
し
た
。
指
導
の
流
れ
を

以
下
に
示
す
。

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践



短
歌
を
楽
し
も
う

短
歌
を
楽
し
も
う

ほ
ん
の
一
字
の
解
釈
に
ま
で
こ
だ
わ
る
態
度
を
、
授
業
で
育
も
う
。

ほ
ん
の
一
字
の
解
釈
に
ま
で
こ
だ
わ
る
態
度
を
、
授
業
で
育
も
う
。

国語

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き
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一　

知
的
な
面
白
さ
を
追
求
し
よ
う

　

小
学
三
年
下
巻
所
収
の
教
材
で
あ
る
。「
声
に

出
し
て
読
み
、
言
葉
の
調
子
や
ひ
び
き
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
気
に
入
っ
た
も
の
は
、
お
ぼ
え

て
言
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
あ
る
。
指
導
要
領

の
「
易
し
い
文
語
調
の
短
歌
や
俳
句
を
音
読
し

た
り
暗
唱
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
言
葉
の
響

き
や
リ
ズ
ム
に
親
し
む
こ
と
」
に
対
応
し
て
い
る
。

　

音
読
と
暗
唱
を
主
と
し
て
授
業
す
る
の
は
一

向
に
か
ま
わ
な
い
わ
け
だ
が
、
知
的
な
面
白
味

に
欠
け
る
き
ら
い
が
あ
る
。

　

対
象
の
発
達
段
階
に
も
よ
る
が
、
内
容
面
に

も
可
能
な
限
り
踏
み
込
み
た
い
も
の
だ
。

　
二　

学
習
技
能
を
習
得
さ
せ
る

　

短
歌
と
の
初
め
て
の
出
合
い
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
音
読
さ
せ
五
音
七
音
を
説

明
す
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
リ
ズ
ム
に
関
す

る
丁
寧
な
指
導
が
い
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
に
、

で
あ
る
。

指
示
１ 

四
首
と
も
、
本
当
に
五
・
七
・
五
・

七
・
七
の
三
一
音
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
指
を
折
っ
て
、
四
つ
の
短
歌
を
調
べ
て

ご
ら
ん
な
さ
い
。

�

（
山
形
県
・
佐
藤
智
彦
氏
）

　

指
を
折
っ
て
音
数
を
数
え
る
と
い
う
学
習
技

能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
の
だ
。
こ
れ
は
中
高
に

な
っ
て
も
役
立
つ
技
で
あ
る
。
手
を
叩
か
せ
る

方
法
も
あ
る
が
、
指
の
方
が
汎
用
性
が
あ
る
。

テ
ス
ト
中
に
手
を
叩
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

三　

精
確
な
教
材
研
究
を
土
台
と
す
る

　

教
材
研
究
段
階
に
お
い
て
、
内
容
の
誤
読
は

避
け
た
い
。

発
問 

あ
ま
り
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
き
た
の
は
、

何
で
す
か
。（
虫
の
鳴
き
声
）

発
問 

例
え
ば
、
ど
ん
な
虫
で
す
か
。（
セ
ミ
、

キ
リ
ギ
リ
ス
）

説
明 

夏
の
虫
で
す
ね
。

発
問 

虫
だ
け
で
す
か
。（
む
し
の
ね
「
も
」

に
気
付
い
た
子
が
、「
も
」
と
あ
る
の
で
、

他
の
動
物
も
あ
ま
り
鳴
か
な
く
な
っ
て
い
ま

す
、
と
答
え
る
）

説
明 

一
文
字
一
文
字
を
こ
だ
わ
っ
て
見
て
き

ま
し
ょ
う
。�

（
広
島
県
・
藤
原
司
氏
）

　

こ
こ
に
は
二
点
、
誤
読
が
あ
る
。

　

一
つ
は
、「
夏
の
虫
」
と
い
う
限
定
で
あ
る
。

仮
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、「
秋
の
虫
」
で
な
く

て
は
お
か
し
い
。
な
ぜ
か
。
こ
の
歌
は
冬
の
到

来
を
予
感
さ
せ
る
。
季
節
は
す
な
わ
ち
、
晩
秋

で
あ
る
。
夏
の
虫
が
残
る
初
秋
で
は
な
い
の
だ
。

向山型に挑戦！

光村図書・３年下・P62-63

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校



2024. 1049

向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

　

富
樫
氏
の
案
も
良
い
が
、
間
接
性
の
原
理
を

活
用
し
、「
検
討
の
仕
方
」
を
も
教
え
て
い
る

点
で
、
後
藤
氏
の
案
に
軍
配
が
上
が
る
。

四　

力
の
付
く
活
動
を
仕
組
も
う

　

小
学
生
に
も
難
し
く
な
く
、
そ
の
上
意
見
が

分
か
れ
、
討
論
を
と
お
し
て
言
葉
を
検
討
す
る

力
が
付
く
の
は
、
次
の
問
い
で
あ
ろ
う
。

Ａ　

四
つ
の
短
歌
を
順
番
に
並
べ
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
順
番
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

（
山
形
県
・
佐
藤
智
彦
氏
）

Ｂ　

四
首
の
短
歌
を
「
秋
が
深
ま
る
順
」
に
並

べ
替
え
な
さ
い
。（
埼
玉
県
・
伊
藤
圭
一
氏
）

Ｃ　

①
~
④
を
、
早
い
順
に
並
べ
な
さ
い
。

（
兵
庫
県
・
市
川
心
吾
氏
）

Ｄ　

こ
の
四
つ
の
短
歌
は
詠
ま
れ
た
時
期
が

違
っ
て
い
ま
す
。
秋
↓
冬
に
並
べ
替
え
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
並
べ
替
え
た
ら
よ
い
で
す
か
。

（
宮
城
県
・
岩
永
崇
人
氏
）

　

そ
れ
ぞ
れ
に
生
徒
の
活
動
は
変
わ
る
。
Ａ
は

力
量
の
高
い
集
団
で
あ
れ
ば
可
能
だ
ろ
う
。
読

者
な
ら
、
ど
ん
な
文
言
で
問
う
か
。

わ
る
か
を
問
う
。
た
っ
た
一
字
で
句
意
が
動
く

の
を
生
徒
も
実
感
す
る
は
ず
で
あ
る
。

発
問
９
他
に
「
の
こ
り
す
く
な
」
く
な
っ
て

い
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。（
あ
る
）

・「
も
」
と
あ
る
の
で
、
虫
の
音
以
外
に
も
少

な
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
推
定
。

発
問
10
他
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
は
何

で
す
か
。（
木
々
の
葉
、
野
原
の
草
花
、

⋮
⋮
）

（
宮
城
県
・
富
樫
僚
一
氏
）

指
示
３
「
む
し
の
ね
も
」
の
「
も
」
を
丸
で

囲
み
な
さ
い
。

指
示
４
「
も
」
の
横
に
「
は
」
と
書
い
て
、

「
む
し
の
ね
は
」
で
読
ん
で
ご
ら
ん
。

　

Ａ　

虫
の
音
は
残
り
少
な
に
な
り
に
け
り

　

Ｂ　

虫
の
音
も
残
り
少
な
に
な
り
に
け
り

発
問
７
Ａ
と
Ｂ
は
ど
う
ち
が
い
ま
す
か
。

　

虫
の
音
も　
　

も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し

た指
示
５
□
に
何
が
入
る
の
か
、
自
由
に
イ

メ
ー
ジ
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

（
茨
城
県
・
後
藤
隆
一
氏
）

　

も
う
一
つ
は
、「
他
の
動
物
も
あ
ま
り
鳴
か

な
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
発
言
の
容
認
で

あ
る
。
こ
れ
は
「
も
」
の
解
釈
の
誤
り
で
あ
る
。

具
体
例
を
示
そ
う
。

　

正
岡
子
規
に
「
赤
蜻
蛉
筑
波
に
雲
も
な
か
り

け
り
」
の
句
が
あ
る
。
こ
の
「
も
」
に
つ
い
て
、

「﹃
雲
も
な
か
り
け
り
﹄
と
あ
る
か
ら
、
他
に
も

な
い
も
の
が
あ
る
は
ず
だ
」
と
考
え
、
発
問
す

る
教
師
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
誤

り
で
あ
る
。
こ
の
「
も
」
は
「
Ａ
も
Ｂ
も
な

い
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
赤
蜻
蛉
の
存
在

に
気
が
付
い
た
、
と
、
い
つ
の
間
に
か
（
先
日

ま
で
筑
波
山
を
覆
う
よ
う
に
存
在
し
た
）
入
道

雲
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
「
も
ま
た
」
気

が
付
い
た
。
並
列
を
意
味
す
る
「
も
」
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、「
雲
一
つ
な
い
」
と
い
う
強
調
の

働
き
を
も
つ
「
も
」
で
あ
る
。

　

話
者
は
赤
蜻
蛉
と
澄
み
渡
る
空
で
「
秋
の
到

来
」
に
気
付
い
た
。
そ
の
瞬
間
の
感
動
を
詠
ん

だ
。
雲
以
外
の
な
い
も
の
を
暗
示
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
私
な
ら
ば
、
例
え
ば
「
雲
も
」
が

「
雲
は
」「
雲
が
」
に
変
わ
る
と
意
味
は
ど
う
変
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管
理
職
と
教
師
が
知
っ
て
お
く
べ
き
知
識

児
童
の
定
型
発
達
と
、
特
性
に
応
じ
た
発
達
の
違
い
を
知
っ
て
い
る
と
、
そ
の

対
応
は
変
わ
る
。

１　

ギ
フ
テ
ッ
ド
の
児
童
が
変
わ
る
と
き

授
業
は
全
部
分
か
る
か
ら
つ
ま
ら
な
い
ん
だ

と
言
っ
て
は
、
授
業
中
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を

出
さ
ず
に
常
に
机
の
下
に
も
ぐ
り
、
手
遊
び
を

し
て
い
た
二
年
生
の
Ａ
児
。

　

教
師
の
発
問
と
挙
手
の
指
示
に
は
、
挙
手
す

る
こ
と
な
く
す
べ
て
答
え
た
り
、
発
問
の
意
図

と
は
関
係
の
な
い
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
り

す
る
こ
と
も
た
び
た
び
だ
。

　

そ
ん
な
Ａ
児
が
三
年
生
に
な
っ
た
時
、
席
に

つ
い
て
授
業
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

相
変
わ
ら
ず
教
師
の
発
問
に
は
瞬
時
に
答
え

て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
時
折
、
問
い
に

正
対
し
た
良
い
意
見
も
言
っ
て
い
る
。
Ａ
児
は

な
ぜ
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
答
え
の
一
つ
が
「
メ
ン
タ
ラ
イ
ジ
ン

グ
」
で
あ
る
と
考
え
る
。

２　

メ
ン
タ
ラ
イ
ジ
ン
グ
と
は

　

メ
ン
タ
ラ
イ
ジ
ン
グ
と
は
「
心
の
理
論
」
を
踏

ま
え
、
自
分
自
身
の
状
態
を
基
盤
と
し
た
上
で
、

相
手
の
視
点
に
基
づ
い
た
心
理
状
態
や
思
考
を

推
測
し
た
り
共
感
し
た
り
で
き
る
能
力
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
心
の
理
論
」
と
は
、
他
者
は
自
分

と
は
異
な
っ
た
視
点
を
も
つ
こ
と
を
ふ
ま
え
、

そ
の
視
点
を
理
解
で
き
る
能
力
で
あ
る
。

　

宮
尾
ド
ク
タ
ー
の
研
究
会
で
学
ん
だ
か
ら
こ

そ
、
Ａ
児
の
「
心
の
理
論
」
が
定
型
発
達
に
少

し
近
づ
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
成
長
す
る
た
め

の
実
践
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

３　

発
達
段
階
に
応
じ
た
担
任
の
実
践

　

担
任
は
「
心
の
理
論
」
が
定
型
発
達
と
は
違

い
、
育
っ
て
い
な
い
こ
と
を
上
の
表
か
ら
理
解

し
、
一
年
間
か
け
て
「
社
会
的
参
照
」※
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
意
図
的
に
行
っ
た
。

　

Ａ
児
が
自
然
に
注
意
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に

名
前
を
読
ん
で
か
ら
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
し
、

ハ
ン
ド
サ
イ
ン
や
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
な
ど
で

視
覚
に
訴
え
た
の
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】『
発
達
障
害
の
子
が
18
歳
に
な
る

ま
で
に
し
て
お
く
こ
と
』（
宮
尾
益
知
監
修　

大
和
出
版
）

※ 
主
に
幼
児
が
、
周
囲
の
表
情
や
行
動
か
ら
判
断
を
行
う
こ
と
。

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／白百合女子大学 
発達臨床センター 顧問

医師・研究者の目から見た特別支援教育
医
学
博
士
　
宮み

や

尾お

益ま
す

知と
も

構
成
：
東
京
都
公
立
小
学
校
校
長　

島し
ま

村む
ら

雄ゆ
う

次じ

郎ろ
う
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小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

発達障害のある子供を授業で伸ばす！
～通常学級・特別支援学級の小嶋実践より

N
P
O
法
人
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
理
事

㈱
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

発
達
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

「
計
算
の
苦
手
な
子
供
た
ち
は
そ
も

そ
も
ど
こ
で
つ
ま
ず
き
や
す
い
の

か
」
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ざ
っ
く
り
言
っ
て
二
つ
の
観
点
で

つ
ま
ず
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

「
手
順
化
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
」

「
長
期
記
憶
復
帰
の
困
難
さ
で
つ
ま

ず
い
て
い
る
」

で
あ
る
。

「
手
順
化
」
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に

計
算
の
順
序
や
解
き
方
の
順
序
の
こ

と
で
あ
る
。

　

特
に
顕
著
な
の
は
、

「
か
け
算
・
わ
り
算
の
筆
算
」

な
ど
で
あ
る
。

　

手
順
に
つ
い
て
、

「
忘
れ
て
し
ま
う
」

「
間
違
え
た
こ
と
を
間
違
え
た
順
番

で
行
っ
て
し
ま
う
」

「
手
順
が
混
乱
し
て
い
る
の
で
、
見

通
し
が
も
て
な
い
」

と
い
う
事
態
が
生
じ
て
し
ま
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
苦
手
さ
を
も
っ
て
い

る
子
供
た
ち
に
大
切
な
支
援
は

「
手
順
の
数
値
化
」

で
あ
る
。

　

下
画
像
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
は
「
小
数
の
か
け
算
の
筆

算
」
の
手
順
で
あ
る
。

　

見
て
み
る
と
「
な
ん
だ
こ
ん
な
こ

と
か
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、「
こ
ん
な
こ
と
」
で
つ
ま
ず
い

て
い
る
の
だ
。

　

順
番
の
数
字
を
明
記
す
る
だ
け
で

あ
る
が
、
抜
群
の
効
果
を
発
揮
す
る

こ
と
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
教
え
た
だ
け

計
算
の
苦
手
な
子
の
授
業
に
お
け
る
支
援
プ
ラ
ン
②

手
順
化
・
長
期
記
憶
の
視
点
か
ら

順
で
つ
ま
ず
く
の
を
視
覚
支
援
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

で
は
ダ
メ
な
の
だ
。

　

大
切
な
こ
と
は
、

「
長
期
記
憶
を
呼
び
覚
ま
す
た
め
の

視
覚
支
援
と
し
て
掲
示
す
る
」

こ
と
な
の
だ
。

　

そ
し
て
、
手
順
を
思
い
出
せ
な
い

と
き
に
、
こ
の
掲
示
を
見
る
よ
う
に

促
す
こ
と
で
、

「
思
い
出
し
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」

こ
と
が
よ
り
大
切
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
長
期
記
憶
支

援
は
、

「
教
室
の
様
々
な
所
に
掲
示
さ
れ
る

こ
と
が
大
切
」

に
な
っ
て
く
る
。

G
I
G
A
全
盛
期
の
今
で
あ
れ
ば
、

ク
ラ
ウ
ド
上
に
こ
れ
ら
の
情
報
が

載
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
と
て
も

便
利
に
使
い
や
す
い
支
援
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

【
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
】

@
oshietekojit
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Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
学
校
現
場
で
実
践

す
る
に
は
困
難
さ
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
学
校
で
は
教
育
課

程
に
基
づ
き
授
業
が
実
施
さ
れ
、

Ｓ
Ｓ
Ｔ
単
体
に
時
間
を
か
け
る

余
裕
が
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
る
。

　

そ
の
中
で
、
特
別
に
時
間
を
か
け

な
く
て
も
学
級
活
動
の
中
で
起
こ
っ

た
出
来
事
を
題
材
に
Ｓ
Ｓ
Ｔ
を
行
う

の
が「
機
会
利
用
型
Ｓ
Ｓ
Ｔ
」で
あ
る

（
多
賀
谷
・
佐
々
木
、
二
〇
〇
五
年
）。

「
機
会
利
用
型
Ｓ
Ｓ
Ｔ
」
で
は
、
例

え
ば
休
み
時
間
に
起
こ
っ
た
喧
嘩
を

題
材
に
、
ど
う
し
た
ら
仲
直
り
が
で

き
る
の
か
、
次
に
ま
た
同
じ
問
題
が

起
こ
ら
な
い
た
め
に
、
ど
う
し
た
ら

い
い
か
な
ど
を
考
え
る
。
し
か
し

「
機
会
利
用
型
Ｓ
Ｓ
Ｔ
」
に
も
課
題

が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
問
題
が
起

こ
っ
て
か
ら
の
対
応
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
子
供
の
望
ま
し
い
行

動
あ
り
き
の
実
践
に
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
「
機
会
利

用
型
Ｓ
Ｓ
Ｔ
」
を
各
教
科
の
中
で
取

り
入
れ
る
実
践
を
試
み
た
の
が
多
賀

谷
・
佐
々
木
で
あ
る
。

　

ま
ず
以
下
の
よ
う
な
話
合
い
の
流

れ
を
子
供
た
ち
に
示
す
。

①　
選
択
肢
か
ら
自
分
の
意
見

に
近
い
も
の
を
選
ぶ
。

②　
自
分
の
支
持
す
る
意
見
に

挙
手
を
す
る
。

③　
教
室
の
真
ん
中
に
机
を
向

け
て
互
い
の
意
見
を
話
し
合

う
。

④　
再
度
自
分
の
支
持
す
る
意

見
に
挙
手
を
す
る
。

　

こ
の
流
れ
で
、
毎
回
話
合
い
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
話
合
い
の
約
束
事

と
し
て
以
下
の
こ
と
も
提
示
す
る
。

①　
意
見
を
言
い
た
い
児
童
は

立
っ
て
話
す
。

②　
二
人
以
上
が
同
時
に
立
っ

た
と
き
は
、
お
互
い
譲
り

合
っ
て
決
め
る
。

③　
自
分
の
意
見
が
変
わ
っ
た

時
は
、
別
の
立
場
で
発
表
し

て
よ
い
。

　

話
合
い
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
は
、

自
分
の
意
見
を
も
つ
こ
と
、
そ
の
意

見
を
相
手
に
伝
え
た
り
相
手
の
意
見

を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
、
よ
り
よ
い

意
見
を
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
な
ど
を
体
験
的
に
学
ん
で
い
く
。

こ
の
実
践
を
取
り
入
れ
る
こ
と
の
長

所
と
し
て
、
教
科
的
観
点
に
社
会
的

観
点
が
加
わ
る
こ
と
で
、

　
子
供
た
ち
が
認
め
ら
れ
る
要

素
が
増
え
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
事
前
に
ル
ー
ル
や
望
ま
し
い

姿
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
子

供
た
ち
は
行
動
を
起
こ
し
や
す

く
な
り
、
そ
の
結
果
、
他
者
か

ら
認
め
ら
れ
た
と
い
う
経
験
に

よ
っ
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
が

身
に
付
い
て
い
く

と
い
う
構
造
で
あ
る
。

参
考
・
引
用
文
献
：
佐
々
木
和
義
監

修
（
二
〇
一
六
年
）『
認
知
行
動
療

法
を
生
か
し
た
発
達
障
害
児
・
者
へ

の
支
援
〜
就
学
前
か
ら
就
学
時
、
就

労
ま
で
〜
』
ジ
ア
ー
ス
教
育
新
社

医療・療育現場からの発信！

機
会
利
用
型
Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

学
校
で
実
践
し
や
す
い
Ｓ
Ｓ
Ｔ
の
実
践
例

笹さ
さ

野の

達た
つ

哉や

㈱
ｏ
ｎ
ｅ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ

安原 昭博
安原こどもクリニック　院長

安原ドクター語録語録
から学ぶ

特別支援教育

アドバイザー



特別支援教育  専門家の視点 特別支援教育の指導システム＆
全国で大人気

2024. 1053

プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる 手づくり教材

１　

新
た
な
課
題

　

な
ぞ
り
消
し
迷
路
教
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
迷
路
を
進
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
Ｋ
君
。

　

し
か
し
、
新
た
な
課
題
が
見
付
か
っ
た
。
写

真
１
は
Ｋ
君
が
か
い
た
迷
路
で
あ
る
。

写真１

　

見
て
分
か
る
と
お
り
、
壁
（
枠
線
）
を
突
き

抜
け
た
こ
と
に
気
付
か
ず
、
進
ん
で
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
進
む
こ
と

は
理
解
で
き
て
い
る
が
、
壁
を
避
け
る
こ
と
ま
で

は
難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
手
立
て
を
考
え
た
。

２　

感
じ
る
教
材
を
作
成

　

迷
路
の
壁
を
意
識
さ
せ
る
た
め
に
、
触
覚
を

取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
使
用
し
た
の
は
、

「
ボ
ン
ド
」
で
あ
る
。
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
た
迷
路

の
枠
線
に
ボ
ン
ド
を
付
け
た
（
写
真
２
）。

　

乾
く
と
透
明
に
な
る
た
め
、
見
た
目
は
普
通

の
迷
路
で
あ
る
。
し
か
し
、
触
る
と
確
か
に
壁

を
感
じ
ら
れ
る
。

写真２

　

さ
っ
そ
く
Ｋ
君
に
提
示
し
て
み
た
。
手
で

触
っ
て
壁
を
感
じ
る
Ｋ
君
。
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

ペ
ン
を
手
に
す
る
と
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル

ま
で
ス
ル
ス
ル
と
進
ん
で
い
っ
た
。

　

途
中
、
壁
を
突
き
抜
け
そ
う
に
な
る
。
そ
こ

で
、
ボ
ン
ド
の
壁
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ

の
ま
ま
突
き
抜
け
る
こ
と
は
せ
ず
、
正
し
い
道

順
で
ゴ
ー
ル
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。

　

次
第
に
、
壁
に
触
れ
ず
に
自
己
調
整
し
な
が

ら
ゴ
ー
ル
ま
で
た
ど
り
着
け
る
こ
と
が
増
え
て

い
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
形
の
迷
路
で
も
同
じ
よ

う
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
一
か
月
後
、
つ
い

に
ボ
ン
ド
壁
が
な
く
て
も
、
ゴ
ー
ル
ま
で
た
ど

り
着
く
こ
と
が
で
き
た
（
写
真
３
）。

写真３

　

迷
路
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
文

字
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
始
点
・
終
点
を
意
識
し
た
運
筆
は
、
書

字
の
基
礎
と
な
る
。

「
自
分
の
名
前
を
書
く
」
と
い
う
目
標
を
達
成

さ
せ
る
た
め
に
、
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
、

実
態
に
合
っ
た
方
法
を
考
え
て
い
く
。

「
ボ
ン
ド
壁
迷
路
」
で
自
己
調
整
す
る
力
を
付
け
る

手
で
感
じ
る
教
材
は
、
子
供
の
気
付
き
を
生
み
、
行
動
を
調
整
す
る
。

山
梨
県
甲
府
市
立
国
母
小
学
校
　
武た

け

井い

恒
ひ
さ
し



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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新
中
学
一
年
生
で
も
す
ぐ
に
分
か
る
！

「
中
学
百
玉
そ
ろ
ば
ん
」（
ト
モ
エ
そ
ろ
ば
ん
）

優
れ
た
教
具
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
も
威
力
を
発
揮
す
る
。

内う
ち

海う
み

周し
ゅ
う

平へ
い

札
幌
市
立
札
幌
開
成
中
等
教
育
学
校

「
め
っ
ち
ゃ
簡
単
じ
ゃ
ん
！
」

　

あ
る
年
の
三
月
。
進
学
を
控
え
る

小
学
六
年
生
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
し
た
。
内
容
は
正
の
数
・
負

の
数
の
加
法
。
中
学
百
玉
そ
ろ
ば
ん

を
使
う
こ
と
で
、
わ
ず
か
八
分
弱
で

子
供
た
ち
は
内
容
を
理
解
し
た
。

次
の
よ
う
に
指
導
し
た
。

説
明  

正
の
数
と
正
の
数
の
二
数
の

和
を
求
め
ま
す
。（
四
段
目
に
黄

玉
一
つ
を
入
れ
）
プ
ラ
ス
１
。

（
五
段
目
に
黄
玉
一
つ
を
入
れ
）

プ
ラ
ス
１
。

発
問  

イ
コ
ー
ル
？
（
プ
ラ
ス
２
）

説
明  

確
か
め
。（
玉
を
戻
し
て
）

プ
ラ
ス
１
、
プ
ラ
ス
２
。
正
解
！

※
同
様
に
、「
プ
ラ
ス
２
と
プ
ラ
ス

１
」
な
ど
の
計
算
を
す
る
。

説
明  

負
の
数
と
負
の
数
の
二
数
の

和
を
求
め
ま
す
。（
六
段
目
に
赤

玉
一
つ
を
入
れ
）
マ
イ
ナ
ス
１
。

（
七
段
目
に
赤
玉
一
つ
を
入
れ
）

マ
イ
ナ
ス
１
。

発
問  
イ
コ
ー
ル
？
（
マ
イ
ナ
ス
２
）

説
明  
確
か
め
。（
玉
を
戻
し
て
）
マ

イ
ナ
ス
１
、
マ
イ
ナ
ス
２
。
正
解
！

※
同
様
に
他
の
数
で
も
計
算
す
る
。

　

こ
の
後
、「
異
符
号
の
二
数
の
和
」

を
教
え
た
。
子
供
た
ち
は
冒
頭
の
反

応
だ
っ
た
。
百
玉
そ
ろ
ば
ん
は
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
で
も
子
供
た
ち
が
熱
中

す
る
教
具
で
あ
る
。

〈
参
考
文
献
〉『
１
０
０
玉
そ
ろ
ば

ん
入
門
④
』（
井

上
好
文
著　

向
山

型
数
学
授
業
研
究

会
）

クラス全員が熱中するこの教材！

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ど
こ
ど
こ
』
で
教
室
熱
中

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ど
こ
ど
こ
』
は
難
し
い
こ
と
を
楽
し
く
学
べ
る
絵
本
で
あ
る
。山や

ま

口ぐ
ち

浩ひ
ろ

彦ひ
こ

栃
木
県
栃
木
市
立
大
平
南
小
学
校

ど
こ
ど
こ
シ
リ
ー
ズ
は
、
ど
の
子

も
楽
し
く
学
べ
る
絵
本
で
あ
る
。
教

室
に
置
い
て
お
く
と
、
子
供
た
ち
は

熱
中
す
る
。
そ
の
中
で
も
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
ど
こ
ど
こ
』（
騒
人
社
）
は
、
難

し
い
内
容
を
作
業
し
な
が
ら
、
内
容

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

教
室
で
授
業
を
行
っ
た
。
子
供
た

ち
に
ど
こ
ど
こ
シ
リ
ー
ズ
の
プ
リ
ン

ト
を
渡
し
た
。
絵
本
を
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
な
が
ら
進
め
て
い
っ
た
。

「
人
や
国

の
不
平
等

を
な
く
そ

う
。
み
つ

け
て
ど
こ
。

絵
の
人
を

探
し
て
○

で
囲
み
な

さ
い
」

「
見
付
け
ま
し
た
」

声
を
出
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
は

絵
と
同
じ
人
物
を
探
し
て
い
っ
た
。

絵
本
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
ご
と
に

描
か
れ
て
い
る
。

遊
び
な
が
ら
、
目
標
を
覚
え
る
こ

と
が
で
き
る
。「
み
つ
け
て
ど
こ
」

「
か
ぞ
え
て
ど
こ
」「
さ
が
し
て
ど

こ
」
と
順
番
ど
お
り
探
す
だ
け
で
も

楽
し
い
。
子
供
た
ち
が
自
由
に
進
め

て
い
っ
た
。
最
後
に
子
供
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
た
。「
募
金

を
す
る
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ど
こ
ど
こ
』
は
、
子
供

た
ち
が
難
し
い
こ
と
を
楽
し
く
学
べ

る
教
材
で
あ
る
。



説明   「多いが勝ち」をします。
説明  ヒントを２つ言います。２つのヒントに当てはまるものを書きます。たくさんの人が
書いた言葉を書いた人たちの勝ちです。

例１）ヒント①　黄色　　　　ヒント②　すっぱい
　　予想される答え：レモン、ゆず、グレープフルーツなど
例２）ヒント①　関東地方　　ヒント②　海に面した都道府県
　　予想される答え：東京都、千葉県、神奈川県など

答え方は、教室で、紙などに書かせてもよいし、１人１台端末で、教師に提出するツール
で出させるのも面白い。学級での隙間時間に楽しむだけでなく、授業で用いるツールの練習
として、このようなレクを行うのもよい。

また、「多いが勝ち」にするだけでなく、「少ないが勝ち」、「誰とも重ならなかった人が勝ち」
など、変化を付けて楽しむこともできる。「海がない都道府県」などのようなお題で、学習内
容の復習を兼ねて行ったり、班対抗で行ったりしても、盛り上がる。

バリエーション豊富！　変化のある繰り返しで楽しむことができるレク
多い少ない、班対抗、復習クイズなど、様々な形で楽しむ。

愛知県公立小学校　野
の

村
むら

有
ゆ

紀
き

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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問
題
文
を
読
む
子
供
た
ち
。
向
山

氏
は
教
科
書
を
手
に
持
ち
、
子
供
た

ち
を
見
て
い
る
。
子
供
た
ち
が
問
題

文
を
読
み
終
わ
る
と
、
次
の
言
葉
が

発
せ
ら
れ
た
。

読
め
な
い
人
が
ま
だ
い
ま
す
。

「
名
指
し
で
注
意
を
し
た
ら
子
供
を

傷
つ
け
る
」
と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
ん
で

い
た
が
、
向
山
氏
は
や
っ
て
い
た
。

映
像
全
集
を
見
て
愕
然
と
し
た
。

向
山
氏
は
誰
も
責
め
ず
温
か
い
。
し

か
し
注
意
の
仕
方
は
厳
し
い
。
向
山

氏
は
優
し
い
口
調
の
後
、
少
し
早
口

に
な
っ
た
。

最
初
か
ら
ち
ゃ
ん
と
読
め
な
い

と
勉
強
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
。

子
供
た
ち
に
対
し
て
向
山
氏
は
短

く
趣
意
説
明
を
し
た
。
私
は
長
く
注

意
を
し
て
し
ま
う
が
、
向
山
氏
は
優

し
い
の
で
あ
る
。「
も
う
一
回
」
の

声
さ
え
優
し
い
。
で
き
て
い
る
子
た

ち
を
褒
め
、
勉
強
が
苦
手
な
子
も
励

ま
し
て
、
ど
の
子
も
大
切
に
し
て
い

る
の
だ
。

授
業
映
像
か
ら
温
か
い
対
応
を
学

ん
だ
。

動画

すぐに使える学級活動のコツ
話し合い活動 学級レク お楽しみ会・ ・ etc

　デジタル連動

向山洋一向山洋一のの言葉言葉
から学ぶから学ぶ教育実践教育実践
～「向山洋一映像全集」より～～「向山洋一映像全集」より～

問
題
文
を
読
む
子
供
た
ち
へ
の
向
山
氏
の

温
か
さ
と
厳
し
さ

映
像
全
集
第
三
巻
「
分
数
の
た
し
算
」
の
授
業
映
像
か
ら

向
山
氏
の
対
応
を
学
ぶ
。

山や
ま

本も
と

こ
ず
恵え

静
岡
県
藤
枝
市
立
葉
梨
小
学
校

向山洋一向山洋一のの言葉言葉
から学ぶから学ぶ教育実践教育実践
～「向山洋一映像全集」より～～「向山洋一映像全集」より～



TOSSランド・TOSS-SNS・TOSSメディア活用実践
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TOSSランド・TOSSメディアで、 
子供も大人も楽しい毎日を!!
 勉強が苦手な子も、得意な子も、教師だって楽しくなるコンテンツ３選。

静岡県浜松市立大瀬小学校 平
ひら

野
の

遼
りょう

太
た

１　苦手な子も勉強が楽しくなる教材「地図記号クイズ」
　子供に何かをできるようにさせるとき、反復練習は非常に重要だ。反
復練習のアプリ教材において、酒井基成氏の右に出る方はいない。３年
生担任の私は、「地図記号クイズ」をおすすめする。

このアプリのポイントは、間違えても「ブブー」などの音が出ず、エラーがないところだ。

　しかも、けっこう間違えてしまっても、90点以上の高得点を取ることができる。
　極め付けは、「対戦モードのコンテンツ」もあることだ。休み時間もハマる子がいること間
違いなしである。
２　得意な子も勉強がもっと楽しくなる教材「難問・良問」
「難問・良問」は勉強が得意な子でもハマるスーパー教材である。
発展学習におすすめだ。
　私は、学芸みらい社から発刊されている『教室熱中！めっちゃ
楽しい 数学難問１問選択システム』を愛用しているが、単元ごとに教材がまとめられている、
TOSSメディアの『難問・良問［５題１問］選択システム』を利用する場合も多い。しかも、
この電子書籍には優れていることがある。

PDF版をダウンロードし、印刷ができるところだ。

　教師が教材研究をしやすいようにと、配慮してくださっている。おかげで私は教室に持って
行ったり、印刷をして子供たちに取り組ませたりすることができている。
３　教師だって楽しくなる「コンテンツアップ」
　皆さんは、TOSSランドに「マイコンテンツを作成」（コンテンツアッ
プ）したことはあるだろうか。サークル等で検討してもらい、推薦が
あれば、TOSSランドには誰でも作成・アップができる。
　TOSSランドのコンテンツアップは楽しい。

コンテンツアップのポイントは、実践や学びを、「再現性」があるか見直せるところだ。

　誰がやっても、この実践はできるのか。
　そうした視点で再確認することで、日々の実践もより良いものになる。
　何より、「藁にもすがる思い」で困っている人の助けになるのだ。
　ぜひ、多くの人に、この楽しさを味わっていただきたい。

【今月のコンテンツ】
TOSSランド　酒井基成氏
「地図記号クイズ」
TOSSメディア「難問・良
問［５題１問］選択システム」

TOSS指導法授業が激変！ 最前線
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で
き
た
。

　

常
に
モ
デ
ル
を
示
し
続
け
る
こ
と

で
、
子
供
た
ち
は
主
体
的
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
九
割
の
子
が
自
走
し

て
学
べ
ば
、
教
師
は
学
習
に
つ
ま
ず

い
て
い
る
一
割
の
子
に
支
援
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
単
元
の
流
れ
を
可
視

化
す
る
こ
と
は
、
様
々
な
教
科
で
応

用
が
可
能
で
あ
る
。

　

単
元
の
流
れ
、
学
習
の
モ
デ
ル
を

示
し
全
体
を
動
か
す
。
教
師
は
、
手

元
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
学
習
状
況
を
把

握
す
る
。
支
援
が
必
要
な
場
合
は
、

そ
っ
と
近
づ
い
て
教
え
る
。
一
人
一

台
端
末
は
、
子
供
の
主
体
的
な
学
び

を
促
す
こ
と
が
で
き
る
。

習
の
進
め
方
の
モ
デ
ル
と
な
る
。

　

教
師
の
モ
デ
ル
を
示
す
こ
と
で
、

「
次
は
何
を
す
れ
ば
い
い
で
す

か
？
」
と
い
う
質
問
を
受
け
な
く

な
っ
た
。

　

全
体
に
大
き
な
課
題
を
与
え
た
こ

と
で
、
個
別
支
援
が
可
能
に
な
っ
た
。

三
　
他
者
参
照
で
モ
デ
ル
を
示
す

　

ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
の
提
出
箱
を
「
回

答
共
有
」
設
定
に
し
た
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、子
供
同
士
で
、リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
ま
ね
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
単
元
の
流
れ
を
示
し
て
い
る
た

め
、
動
物
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
子
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
て
い
る
子

な
ど
、
子
供
た
ち
は
自
分
の
進
路
に

合
わ
せ
て
、
学
習
を
進
め
る
こ
と
が

　

ま
ず
、
全
体
に
大
き
な
課
題

を
与
え
よ
。
然
る
後
に
個
別
に

指
導
せ
よ
。

授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
第
七
条

「
空
白
禁
止
の
原
則
」
で
あ
る
。

　

一
人
一
台
端
末
は
、
こ
の
原
則
を

よ
り
効
果
的
に
す
る
。

一
　
教
師
の
モ
デ
ル
を
示
す

　

四
年
生
国
語
「
わ
た
し
の
ク
ラ
ス

の
生
き
物
図
か
ん
」
で
の
実
践
。

　

導
入
で
、
単
元
の
ゴ
ー
ル
を
示
し

た
。
あ
ら
か
じ
め
教
師
が
作
っ
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
子
供
に
示
し
、
学

習
の
見
通
し
を
も
た
せ
た
。

二
　
作
り
方
の
手
順
を
示
す

　

シ
ン
キ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
使
い
、
単

元
の
流
れ
を
可
視
化
し
た
。
こ
の
流

れ
に
沿
っ
て
、
子
供
た
ち
は
学
習
を

進
め
る
。
教
師
も
、
同
様
の
流
れ
で

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
て
お
く
。
そ

の
過
程
も
子
供
に
示
す
こ
と
で
、
学

単元の流れを可
視化することで、
子供 が主体的に
学ぶ
１人１台端末を使い、単
元の流れを子供に示す。
また、成果物のモデルを
示すことで、子供は主体
的に学習に取り組む。

熊本県熊本市立城南小学校

中
なか

河
が

原
わら

勇
いさむ

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

教師が作った過程をモデルとして示す。
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箱
が
表
示
さ
れ
る
。

　

表
示
さ
れ
た
リ
ス
ト
か
ら
「
あ
さ

が
お
」を
選
び
タ
ッ
プ
し
て
提
出
完
了
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
、
子
供
た
ち
の

力
撮
ア
サ
ガ
オ
で
一
杯
に
な
っ
た
。

　

提
出
箱
の
様
子
を
電
子
黒
板
に
投

影
し
た
。「
僕
（
私
）
の
が
出
て
る
！
」

　

提
出
だ
け
で
歓
喜
の
子
供
た
ち
。

４　

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
用

　

操
作
に
慣
れ
て
き
た
二
学
期
以
降

は
、
様
々
場
面
で
提
出
・
情
報
共
有

し
て
き
た
。
特
に
作
文
提
出
が
お
す

す
め
で
あ
る
。
字
を
書
く
と
い
う

ハ
ー
ド
ル
が
な
く
な
っ
た
た
め
に
、

思
い
を
た
く
さ
ん
表
現
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
三
学
期
末
ま
で
に
三
〇

回
以
上
は
作
文
提
出
を
し
て
い
る
。

４　

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
用

２　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

　

活
用
開
始
に
際
し
、「
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
約
束
」
を
子
供
た
ち
と
し
た
。
電

子
黒
板
で
プ
レ
ゼ
ン
提
示
し
な
が
ら
。

　

保
護
者
に
も
そ
の
内
容
と
様
子
を

学
級
通
信
で
知
ら
せ
た
。
家
庭
で
の

活
用
場
面
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
。

３　

入
門

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
の
最
初
の

活
動
は
、「
提
出
」
が
よ
い
。

　

最
初
の
活
動
は
、「
ア
サ
ガ
オ
の

写
真
を
一
枚
だ
け
撮
る
」
と
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
肩
に
か
け
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
抱
え
て
、下
足
箱
へ
ダ
ッ
シ
ュ
。

　

中
庭
の
被
写
体
「
マ
イ
ア
サ
ガ

オ
」
に
向
か
い
カ
シ
ャ
ッ
。
撮
り
終

え
た
子
は
、
そ
そ
く
さ
と
教
室
へ
。

全
員
が
帰
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、「
提

出
」
操
作
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
始
ま
る
。

　

ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
（
下
関
市
は
本
ア

プ
リ
活
用
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
）
画

面
左
側
に
あ
る
「
提
出
」
ボ
ッ
ク
ス

へ
写
真
を
ド
ラ
ッ
グ
す
る
と
、
提
出

２　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

３　

入
門

１　

一
年
生
で
有
効
活
用
す
る
た

め
に

「
一
年
生
は
、
ほ
と
ん
ど
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
て
い
な
い
」
と
い
う
学

校
が
市
内
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

　

確
か
に
、
小
学
校
入
門
期
の
一
年

生
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
前
に

身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
土
台
の
上
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
活
用
ス
キ
ル
を
組
み
立
て
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
子
供
た
ち

に
と
っ
て
魔
法
の
板
で
あ
る
。
時
空

を
飛
び
越
え
て
願
い
を
叶
え
て
く
れ

１　

一
年
生
で
有
効
活
用
す
る
た

め
に

た
り
、
想
像
の
外
側
を
教
え
て
く
れ

た
り
す
る
。
飛
び
切
り
の
面
白
さ
の

せ
い
で
、
ク
ラ
ス
が
集
団
行
動
し
た

り
、
一
人
一
人
が
目
的
を
も
っ
て
行

動
し
た
り
で
き
る
よ
う
な
状
態
以
前

で
渡
せ
ば
、
操
作
に
の
め
り
こ
ん
で

学
習
に
戻
っ
て
こ
れ
な
く
な
る
。
そ

の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
後
戻

り
で
き
な
い
。
押
し
て
も
引
い
て
も

ク
ラ
ス
を
制
御
で
き
な
く
な
る
。「
言

わ
れ
た
こ
と
を
全
員
が
で
き
る
」
＝

「
自
分
の
感
情
と
意
思
を
制
御
で
き

る
」
こ
の
空
気
を
少
し
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
一
学
期
末
よ
り
タ
ブ

レ
ッ
ト
活
用
を
キ
ッ
ク
オ
フ
し
た
。

１ 年生の学級経営

学級のコミュニケーションツー
ルとしてタブレット端末を使
い倒す。

山口県下関市立向山小学校

河
かわ

田
た

孝
たか

文
ふみ

学年別

低学年    中学年    高学年    中高 

学級経営のポイント
すぐに使える



59 2024. 10

ん
ば
ろ
う
」
と
決
ま
っ
た
と
き
に
、

Canva

を
使
っ
て
子
供
に
ポ
ス
タ
ー

を
描
い
て
も
ら
っ
た
。

　
自
分
が
作
る
よ
り
も
は
る
か
に
質

の
高
い
も
の
が
作
ら
れ
る
上
に
、
子

供
同
士
で
「
こ
れ
い
い
ね
！
」
と
話

す
姿
も
あ
っ
た
。Canva

も
工
夫
次

第
で
、
誰
も
が
学
級
の
一
員
と
し
て

認
め
ら
れ
る
、
素
敵
な
ツ
ー
ル
に

な
っ
て
い
る
。
使
う
こ
と
を
強
く
オ

ス
ス
メ
し
た
い
。

１　

は
じ
め
に

Canva

は
、
教
育
界
で
は
誰
も
が

使
お
う
と
し
て
い
る
ア
プ
リ
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
れ
ば
よ

い
か
を
、
い
く
つ
か
提
示
し
よ
う
と

思
う
。
私
の
場
合
は
主
に
学
級
経
営

で
活
用
し
て
い
る
た
め
、
参
考
に
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

２　

協
働
の
中
で
育
ま
れ
る
力

　
例
え
ば
右
下
の
ス
ラ
イ
ド
は
、
学

級
で
二
学
期
末
に
描
い
た
も
の
だ
。

学
級
全
員
が
一
枚
ず
つ
作
成
し
た
。

一
人
一
人
が
作
る
こ
と
で
、
互
い
の

１　

は
じ
め
に

２　

協
働
の
中
で
育
ま
れ
る
力

良
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く
こ
と
で
学
級
へ

の
所
属
感
を
高
め
る
意
味
も
あ
る
。

３　

学
級
で
決
ま
っ
た
こ
と
を

可
視
化
す
る

　
学
級
会
で
「
み
ん
な
で
掃
除
を
が

３　

学
級
で
決
ま
っ
た
こ
と
を

可
視
化
す
る

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

学級の掲示物は
これでバッチリ！
Canva for 
Education

PowerPointよりもよりデ
ザインに特化したアプリ
のため、様々な場面で活
用できること間違いなし！

埼玉県県川口市立柳崎小学校

本
ほん

澤
ざわ

航
わたる

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！
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て
も
ら
え
れ
ば
、
放
課
後
「
気
に
な

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ

い
」
と
授
業
の
話
を
す
る
。「
特
に

な
い
で
す
」
と
言
わ
れ
た
と
き
は
、

「
○
○
く
ん
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
ね
」

と
担
任
に
子
供
の
様
子
を
伝
え
て
い

る
。

　

校
長
先
生
は
毎
回
指
導
案
を
読
ん

で
コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
返
し
て
く
だ

さ
る
。
例
え
ば
、「
子
供
た
ち
に
も

分
か
り
や
す
い
言
葉
で
す
ね
」「
今

回
も
子
供
た
ち
が
困
り
そ
う
な
と
こ

ろ
を
よ
く
ご
存
知
で
す
ね
」
と
、
励

み
に
な
る
言
葉
を
添
え
て
く
だ
さ
る
。

　

今
後
も
五
項
目
を
意
識
し
て
、

日
々
の
授
業
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

か
し
、
何
度
授
業
し
て
も
、
工
夫
す

る
こ
と
が
楽
し
い
。
授
業
技
量
検
定

Ｄ
表
を
突
破
し
て
も
、
日
々
の
授
業

で
意
識
す
る
基
本
的
な
こ
と
は
、
次

の
五
項
目
だ
。

①　

授
業
の
始
ま
り
の
つ
か
み

②　

子
供
へ
の
目
線

③　

あ
た
た
か
な
表
情
・
対
応

④　

明
確
な
発
問
・
指
示

⑤　

心
地
よ
い
リ
ズ
ム

　

授
業
の
始
ま
り
に
子
供
た
ち
と
目

を
合
わ
せ
た
か
、
笑
顔
だ
っ
た
か
、

端
的
に
話
せ
た
か
、
等
々
を
常
に
意

識
し
て
い
る
。
端
的
に
話
す
に
は
無

駄
な
言
葉
、
無
駄
な
説
明
を
省
く
こ

と
だ
。
こ
れ
が
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
を

生
む
。

　

端
的
に
話
す
た
め
の
準
備
と
し
て
、

発
問
・
指
示
を
書
い
た
Ａ
４
一
枚
の

指
導
案
を
ほ
ぼ
毎
日
書
い
て
い
る
。

前
日
に
、
授
業
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
最
初
の
説
明
や
授
業
の
流
れ
を
書

く
の
だ
。
翌
朝
、
担
任
の
先
生
、
管

理
職
ら
に
配
付
し
て
お
く
。
観
に
来

　

現
在
、
図
工
専
科
の
た
め
図
工
室

で
授
業
を
し
て
い
る
。
授
業
の
最
初

に
説
明
し
、
質
問
な
ど
を
受
け
た
ら
、

後
は
止
め
る
こ
と
な
く
、
最
後
ま
で

子
供
が
活
動
す
る
授
業
に
な
る
。

　

本
校
の
図
工
室
は
通
常
の
教
室
よ

り
一
・
五
倍
広
い
。
そ
し
て
一
つ
の

大
き
な
机
を
囲
む
よ
う
に
子
供
た
ち

は
座
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
気
が
散
り
や
す
く
、

教
師
の
話
に
集
中
し
に
く
い
。

　

説
明
し
て
い
て
も
、
全
員
に
話
が

伝
わ
っ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
前
方
を
少
し
広
く
空
け

て
子
供
た
ち
を
前
に
集
め
た
。

「
最
初
に
話
を
よ
く
聞
い
て
作
業
す

る
た
め
に
前
に
来
て
い
ま
す
。
よ
く

聞
い
て
ね
」。
子
供
た
ち
一
人
一
人

と
目
を
合
わ
せ
な
が
ら
話
を
し
た
。

　

全
員
に
分
か
る
よ
う
に
授
業
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
常
に
考

え
て
い
る
。
一
〇
〇
点
は
な
い
。
し

ここを意識するとここを意識すると授業授業がが変わる変わる！！
凄腕教師になるため凄腕教師になるためのスキルスキル

授業技量検定Ｄ表より

Ｄ表検定には
日々 の授業を
改善するヒントが

ある

授業の始まりに子供たちと目
を合わせたか、笑顔だったか、
端的に話せたかを意識する。

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

久
く

輝
き

子
こ
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T
O
S
S
あ
ん
し
ん

先
生
ガ
ー
ド
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSSあんしん先生ガード

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できますのでトラブルに対応します。
利用料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSSあんしん先生ガードホームページ　https://toss-senseiguard.com

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：谷岡聡美

罰
掃
除
は
体
罰
に
当
た
る
か

学
校
の
き
ま
り
を
守
ら
な
か
っ
た

子
に
罰
と
し
て
掃
除
を
さ
せ
ま
し
た
。

す
る
と
、
管
理
職
か
ら
「
罰
掃
除
を

さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
体
罰
に
当
た
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

罰
掃
除
は
、
懲
戒
と
し
て
認
め
ら
れ

る
範
囲
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

が
た
っ
た
一
人
で
広
い
範
囲
を
掃
除
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
身
体
的
に

も
過
度
に
疲
労
す
る
で
し
ょ
う
し
、
苦

痛
を
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
体
罰

に
当
た
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

罰
を
与
え
る
よ
う
な
懲
戒
が
認
め
ら

れ
て
い
る
趣
旨
は
、
懲
戒
に
よ
っ
て
、
子

供
に
自
ら
の
行
為
に
つ
い
て
悪
か
っ
た
等

の
認
識
を
与
え
る
た
め
で
す
。
し
か
し
、

過
度
の
疲
労
や
苦
痛
を
与
え
た
場
合
、

悪
か
っ
た
と
い
う
認
識
を
疲
労
や
苦
痛

が
上
書
き
し
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て

教
育
的
な
意
義
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
罰
掃
除
も
過
度
の
疲

労
や
苦
痛
を
与
え
な
い
よ
う
、
そ
の
子

供
の
体
力
や
作
業
内
容
を
考
え
た
上
で

さ
せ
る
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
場
合
、
管
理
職
か
ら

罰
掃
除
を
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
罰
掃
除

を
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
管

理
職
か
ら
の
職
務
命
令
に
反
す
る
行
為

に
な
り
ま
す
。
職
務
命
令
違
反
の
方
が

法
律
上
の
問
題
が
大
き
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
控
え
る
べ
き
で
す
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

希
望
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
学
校
か
ら
の
指
示
で
水

泳
部
の
顧
問
に
な
り
ま
し
た
。
練

習
の
時
に
、
生
徒
が
注
意
を
聞
か

ず
に
飛
び
込
ん
で
頸
椎
損
傷
の

重
傷
を
負
う
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
保
護
者
か
ら
「
被
害

届
を
出
し
て
訴
え
る
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ど
こ
ま
で
責
任
を
負

わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
あ
ん
し
ん

先
生
ガ
ー
ド
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

禁
止
さ
れ
て
い
る
体
罰
は
、
身
体
に

対
す
る
侵
害
を
内
容
と
す
る
場
合
、
ま

た
は
肉
体
的
苦
痛
を
与
え
る
場
合
に
当

た
り
ま
す
。
こ
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、

児
童
生
徒
の
年
齢
、
健
康
、
心
身
の
発

達
状
況
、
当
該
行
為
が
行
わ
れ
た
場
所

的
及
び
時
間
的
環
境
、
懲
戒
の
態
様
等

の
諸
条
件
を
総
合
的
に
考
慮
し
ま
す
。
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教
師
と
は
、
時
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
、

原
点
を
ゆ
る
が
す
よ
う
な
実
践
を
す
べ
き
だ
。

〜
中
略
〜

少
年
野
球
チ
ー
ム
の
ル
ー
ル
ど
お
り
の

授
業
を
し
て
い
る
教
師
は
、
教
師
の
資
格

は
な
い
。

（『
教
え
方
の
プ
ロ
・
向
山
洋
一
全
集
26

子
ど
も
の
運
動
量
を
確
保
す
る
向
山
流
体

育
授
業
』
明
治
図
書
）

教
師
が
、
ど
の
子
も
満
足
す
る
よ
う
に
規
則

を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
、
一
人
残
ら
ず
楽
し
め

る
体
育
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

１　

少
人
数
で
の
ゲ
ー
ム
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

指
示
１

ペ
ア
を
つ
く
り
な
さ
い
。

指
示
２  

ペ
ア
で
ボ
ー
ル
を
取
り
合
い
な
さ
い
。

指
示
３  

違
う
人
と
ペ
ア
を
つ
く
り
な
さ
い
。

取
り
合
い
を
し
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
。

指
示
４  

ゴ
ー
ル
を
マ
ー
カ
ー
コ
ー
ン
で
決
め

ま
す
。
ペ
ア
で
大
き
さ
を
相
談
し
な
さ
い
。

　

ス
タ
ー
ト
。

指
示
５  

四
人
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
な
さ
い
。

二
対
二
の
試
合
。
ス
タ
ー
ト
。

２　

ル
ー
ル
の
工
夫

①　

得
点
し
た
ら
、
外
に
出
る
。
次
に
得
点
し

た
人
と
替
わ
る
。

②　

得
点
し
た
人
か
ら
外
に
出
る
。
そ
の
試
合

が
終
わ
る
ま
で
外
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

　
（
ど
ん
ど
ん
人
数
が
減
っ
て
い
く
の
で
あ
る
）。

③　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
は
、
板
に
当
た
る

と
一
点
、
リ
ン
グ
だ
と
二
点
、
入
る
と
三
点
、

な
ど
工
夫
す
る
。

④　
「
味
方
全
員
が
ボ
ー
ル
を
触
っ
て
か
ら
得

点
」
で
二
点
で
あ
る
。

教
師
の
工
夫
次
第
で
ど
の
子
も
楽
し
め
る
よ

う
に
な
る
。

体
育
の
ゲ
ー
ム
（
ボ
ー
ル
運
動
）
で
の

一
コ
マ
感
覚
づ
く
り
の
パ
ス
や
練
習
は
、

得
意
な
子
は
、
得
意
な
子
同
士
で
、
ど
ん

ど
ん
取
り
組
む
。

苦
手
な
子
の
表
情
は
、
ど
ん
ど
ん
曇
っ

て
い
く
。

試
合
（
ゲ
ー
ム
）
が
始
ま
る
と
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
。

①　

得
意
な
子
ば
か
り
が
得
点
を
取
る
。

②　

楽
し
そ
う
な
の
は
、
得
意
な
子
だ
け
。

③　

得
意
で
な
い
子
は
、
試
合
中
に
ボ
ー

ル
を
触
る
の
は
、
数
回
。
あ
と
は
立
ち

尽
く
す
の
み
。

④　

単
元
の
中
で
、
一
度
も
点
を
取
れ
な

か
っ
た
子
が
い
る
。

学級崩壊を防ぐ

若手若手
必読！必読！

向山実践の
トンイポ

東
京
都
江
戸
川
区
立
第
三
松
江
小
学
校

加か

藤と
う

雅ま
さ

成な
り

体
育
の
崩
壊
を
防
ぐ
。一
人
残
ら
ず
楽
し
め
る
体

育
の
ゲ
ー
ム（
ボ
ー
ル
運
動
）の
指
導
法
の
工
夫

体
育
は
、
得
意
不
得
意
が
は
っ
き
り
す
る
。
ど
の
子
も
満
足
し
て
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
味
わ
う
に
は
、

指
導
法
の
工
夫
が
要
と
な
る
。
苦
手
な
子
も「
で
き
た
」
体
験
を
保
証
す
る
指
導
法
の
工
夫
を
紹
介
す
る
。
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ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
訳

自
分
の
学
級
だ
け
、
自
分
の
学
年
だ
け
。
そ
れ
で
は
余
り
に
狭き
ょ
う

隘あ
い
※
す
ぎ
や
し
な
い
か
。
こ
れ
が

二
四
年
間
ず
っ
と
主
張
し
て
き
た
、「
学
校
づ
く
り
」
の
大
前
提
で
あ
る
。

　
七
月
、
体
育
は
水
泳
で
あ
る
。
四
校
時
に
入

る
と
、
給
食
が
遅
れ
が
ち
に
な
る
。
例
年
そ
う

で
あ
っ
た
。
今
年
度
、
我
が
学
年
は
ど
う
か
。

　
ち
な
み
に
、
一
二
時
四
〇
分
に
授
業
が
終
わ

る
。「
い
た
だ
き
ま
す
」
は
五
〇
分
だ
。

■
４
時
間
目
の
プ
ー
ル
の
授
業
の
後
の
み
ん
な

の
行
動
が
良
か
っ
た
。
僕
は
給
食
当
番
で
は
な

い
が
、
で
き
る
だ
け
急
い
で
教
室
に
戻
っ
た
。

Ａ
君
と
長
谷
川
先
生
と
自
分
で
ほ
ぼ
運
搬
し
終

わ
り
、
２
、
３
組
の
も
手
伝
い
を
し
て
学
年
全

体
で
ま
た
協
力
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
学
年

の
横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

（
Ｙ
さ
ん
）
■

　
水
泳
授
業
は
一
〇
時
間
あ
り
、
う
ち
七
時
間

が
四
校
時
に
行
わ
れ
た
。「
い
た
だ
き
ま
す
」

の
時
間
は
一
二
時
四
六
、
七
分
だ
っ
た
。
三
階

フ
ロ
ア
で
生
活
す
る
三
学
年
で
あ
っ
て
も
、
四

校
時
終
了
後
五
分
強
で
運
搬
と
配
膳
を
終
え
て

い
る
の
だ
っ
た
。
な
ぜ
こ
う
な
る
か
。
答
え
は

生
徒
の
文
章
に
あ
る
。「
横
の
つ
な
が
り
」
の

力
で
あ
る
。
再
任
用
の
同
僚
が
言
っ
た
。

「
四
〇
年
間
働
い
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
学

年
を
見
る
の
は
初
め
て
だ
！
」

　
で
は
、
自
学
年
だ
け
が
良
け
れ
ば
よ
い
か
。

私
は
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
。
二
年
間
を
共

に
し
た
子
供
た
ち
の
中
に
も
、
私
の
よ
う
に
考

え
る
者
が
増
え
て
い
る
。
結
果
の
一
つ
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
生
ま
れ
る
。

■
給
食
時
、
Ｋ
さ
ん
は
再
び
リ
ー
ダ
ー
ら
し
い

行
動
を
示
し
て
く
れ
た
。
中
で
も
「
声
の
大
き

さ
や
音
程
を
ま
ず
し
っ
か
り
す
る
」
と
言
っ
て

い
た
と
こ
ろ
に
共
感
す
る
。
そ
こ
が
合
唱
の
基

本
（
土
台
）
に
な
っ
て
く
る
か
ら
だ
。

　

そ
ん
な
Ｋ
さ
ん
だ
が
、
合
唱
以
外
の
こ
と
で

も
熱
心
に
動
い
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は

掃
除
の
時
間
だ
。
僕
は
今
ま
で
１
年
生
の
階
段

と
廊
下
し
か
掃
除
を
し
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
Ｋ
さ
ん
は
１
年
生
の
教
室

ま
で
も
掃
除
を
し
て
い
た
。

　

昨
日
の
Ｒ
さ
ん
の
行
動
か
ら
学
ん
で
行
動
し

た
の
だ
と
思
う
。
僕
も
そ
の
行
動
か
ら
学
び
を

得
て
、
１
年
生
の
教
室
掃
除
を
手
伝
っ
た
。
そ

れ
に
つ
ら
れ
る
よ
う
に
３
班
の
み
ん
な
も
協
力

を
し
て
く
れ
た
。

　

一
歩
一
歩
、
集
団
の
質
が
向
上
し
て
い
る
と

感
じ
た
瞬
間
だ
っ
た
。（
Ｏ
さ
ん
）
■

　
宿
泊
学
習
等
の
校
外
行
事
で
他
学
年
が
不
在

に
な
る
と
、
誰
が
何
を
言
わ
ず
と
も
該
当
フ
ロ

ア
に
出
向
き
、
掃
除
を
始
め
て
い
る
の
だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
日
常
の
上
に
、
ド
ラ
マ
が
生
ま

れ
る
の
だ
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校

※
度
量
が
狭
い
こ
と
。
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こ
と
を
「
六
〇
分
で
」
授
業
す
る
。

①　

数
の
発
生

②　

０
１
２
３
と
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
と
一
二

三
の
違
い
、
と
り
わ
け
１
０
０

と
百
の
根
本
的
な
違
い

④　

位
取
り
の
表
記

⑤　

世
の
中
に
０
と
１
の
２
つ
の

数
字
し
か
な
か
っ
た
ら

を
ど
う
表
す
か
。

⑥　

963874623452

の
数
の
読
み

方
⑦　

923+42

の
筆
算

そ
し
て
授
業
の
最
後
に
、
向
山
氏

は
合
格
し
た
子
た
ち
に
告
げ
る
。

１
年
か
ら
６
年
ま
で
の
二
進
数
、

三
進
数
〜
十
進
数
の
加
法
を
す
べ

て
合
格
し
ま
し
た
！

補
講
に
来
た
子
、
全
員
を
合
格
さ

せ
て
帰
す
の
で
あ
る
。

三
二
歳
の
教
師
の
授
業
で
あ
る
。

し
か
し
、

「
１
＋
１
＝
２
と
な
る
理
由
を
説
明

し
ろ
」

と
、
言
わ
れ
た
ら
？

説
明
で
き
る
子
は
い
な
い
。
大
人

で
も
説
明
で
き
る
人
は
多
く
な
い
だ

ろ
う
。

向
山
氏
は
書
い
て
い
る
。

卑
屈
に
な
る
必
要
は
な
い
し
、
尊

大
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を

言
い
た
か
っ
た
の
だ
。

簡
単
だ
か
ら
と
い
っ
て
侮
っ
て
は

い
け
な
い
。
簡
単
な
こ
と
の
裏
に
も

深
い
意
味
が
あ
る
。

ま
た
説
明
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
卑
屈
に
な
る
必
要
も
な
い
。

「
勉
強
が
で
き
な
い
」
と
思
っ
て
い

る
こ
と
も
「
勉
強
が
で
き
る
」
と

思
っ
て
い
る
こ
と
も
、
い
ず
れ
も
勘

違
い
だ
。
深
遠
な
学
問
の
世
界
の
前

で
は
誤
差
の
範
囲
に
す
ぎ
な
い
。

そ
う
し
た
こ
と
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
後
、
向
山
氏
は
次
の
六
つ
の

【
向
山
洋
一
の
趣
意
説
明
集
】
３

④　
「
た
し
算
だ
け
」
を
教
え
る
場
面

六
年
生
の
四
月
。
放
課
後
、
算
数

の
補
講
を
す
る
こ
と
に
し
た
。「
た

し
算
」
の
回
を
向
山
氏
が
担
当
す
る
。

六
年
生
の
補
講
で
「
た
し
算
」
で
あ

る
。
78
＋
２
９
６
の
よ
う
な
計
算
が

で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
し
た

が
っ
て
、
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
い
い
。
と
こ
ろ
が
、
向
山
氏
は

そ
う
い
う
「
や
り
方
」
だ
け
を
機
械

的
に
教
え
る
こ
と
は
し
な
い
。

原
理
か
ら
教
え
る

の
で
あ
る
。

向
山
氏
は
、
次
の
よ
う
に
「
趣
意

説
明
」
す
る
。

　

先
生
が
大
学
の
時
の
数
学
の
テ

ス
ト
は
「
１
＋
１
＝
２
と
な
る
理

由
を
説
明
し
ろ
」
で
し
た
。

　

ど
ん
な
易
し
い
事
に
も
深
い
意

味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
然
、
１
＋
１
な
ら
、
そ
こ
に
い

る
子
供
た
ち
は
全
員
で
き
る
。

「
そ
ん
な
の
簡
単
！
」

と
思
え
る
計
算
だ
。

簡
単
な
の
で
、

「
先
生
、
さ
す
が
に
１
＋
１
は
で
き

る
よ
。
馬
鹿
に
し
な
い
で
よ
」

と
感
じ
る
だ
ろ
う
。

東京都・玉川大学教職大学院教授

谷
たに

和
かず

樹
き

【解説】授業の原則10カ条
「趣意説明の原則」（８）

なぜ簡単なたし算を侮っては
いけないのか。なぜ自分はで
きないと思って卑下する必要
もないのか。学問の奥深さ、
学ぶことのすばらしさが10秒
で実感できる向山氏の「趣意
説明」とは。

～子供が変わる教師のベーシックスキル～

谷 和樹
教授の

「授業の原則10カ条」
講  座



2024. 1065

１　
新
卒
時
代
の
三
年
間

　

新
規
採
用
で
学
年
二
学
級
の
小
学
校
へ
赴
任

し
た
。
落
ち
着
か
な
い
自
分
の
学
級
と
、
力
の

な
い
自
分
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
た
。
着
任
一
か

月
で
車
か
ら
降
り
る
の
が
つ
ら
く
な
っ
た
。
そ

こ
で
出
合
っ
た
の
が
向
山
洋
一
氏
の
『
子
ど
も

を
動
か
す
法
則
』（
明
治
図
書
）
で
あ
る
。
本

の
内
容
を
次
々
に
追
試
し
た
。
本
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
く
れ
た
体
育
主
任
の
実
践
を
次
々
に
追

試
し
た
。
徐
々
に
手
応
え
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
同
期
の
小
松
和
重
氏
と
サ
ー
ク
ル
を

立
ち
上
げ
、
千
葉
県
内
の
全
て
の
サ
ー
ク
ル
に

参
加
し
た
。
根
本
正
雄
氏
を
お
招
き
し
て
の
合

宿
、
セ
ミ
ナ
ー
も
企
画
し
た
。
こ
の
三
年
間
で

と
に
か
く
動
き
、
先
輩
方
の
実
践
を
追
試
し
て

い
っ
た
。

２　
師
匠
と
出
会
う
中
学
校
へ
の
異
動

　

希
望
に
反
し
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
異

動
と
な
っ
た
。
休
み
が
な
い
部
活
動
指
導
の
洗

礼
を
受
け
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に
熱
を

出
し
た
。
授
業
準
備
は
全
く
追
い
付
か
な
か
っ

た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
出
か
け
、
自
分
の
授
業
の
ヒ

ン
ト
を
一
つ
で
も
得
よ
う
と
動
い
た
。
そ
こ
で

小
森
栄
治
氏
に
出
会
う
。
私
の
師
匠
で
あ
る
。

と
に
か
く
小
森
氏
に
会
い
に
行
っ
た
。
小
森
氏

か
ら
「
土
日
は
う
ち
の
奥
さ
ん
よ
り
も
吉
原
先

生
と
い
る
時
間
の
方
が
長
い
ね
」
と
言
わ
れ
る

ぐ
ら
い
、
頻
繁
に
会
っ
た
。

　

授
業
は
安
定
し
、
学
校
で
は
理
科
好
き
の
生

徒
は
常
に
九
〇
％
を
超
え
、
全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
で
も
、
全
国
平
均
を
超
え
た
。

３　
学
ぶ
修
業
か
ら
伝
え
る
修
業
へ

　

教
師
七
年
目
、
二
校
目
の
中
学
校
で
は
生
徒

指
導
を
学
ん
だ
。
生
徒
指
導
を
組
織
で
対
応
し
、

マ
ン
パ
ワ
ー
に
頼
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
を
作
ろ
う

と
動
い
た
。
ど
ん
な
生
徒
で
も
授
業
で
作
っ
た

関
係
性
は
崩
れ
な
か
っ
た
。「
教
師
の
生
命
線

は
授
業
で
あ
る
」。
こ
の
言
葉
を
若
手
に
も
伝

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

部
活
動
で
は
、
常
時
県
大
会
の
上
位
に
食
い

込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
練
習
は
変
化
の
あ

る
繰
り
返
し
、
教
え
て
褒
め
る
、
生
き
方
指
導

な
ど
、
ど
れ
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
輩
方
か
ら
教
え

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

第
一
回
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
で
、
講
師
を
経
験
す
る

よ
う
に
な
り
、
教
育
技
術
を
伝
え
る
こ
と
の
難

し
さ
と
責
務
を
感
じ
た
。

「
と
に
か
く
動
き
、
追
試
す
る
」「
師
を
仰
ぐ
」

「
授
業
を
生
命
線
と
す
る
」
教
師
修
業
は
常
に

進
化
し
続
け
て
い
く
。

〈yoshiw
ara.naohiro@

toss2.com

〉

　
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は

出
合
い
の
お
か
げ

T
O
S
S
（
法
則
化
）
と
の
出
合
い
か
ら
生
ま
れ
た
私
の
教
師
道
。

千
葉
県
匝
瑳
市
立
野
栄
中
学
校

吉よ
し
 わ
ら原
尚な

お
 ひ
ろ寛

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

私の
教師道



授業力向上に
役立つこの１冊

吉永順一の読書論

66

　

本
書
の
タ
イ
ト
ル
を
「
読
書
殺
し
の
犯
人
は
誰

だ
」
と
置
き
換
え
て
み
る
。

　

著
者
は
本
を
読
め
な
く
す
る
元
凶
を
仮
説
的
に

追
究
し
て
い
く
。
本
の
タ
イ
ト
ル
に
発
刊
の
企
画

意
図
が
出
て
い
る
。

「
な
ぜ
働
い
て
い
る
と
本
が
読
め
な
く
な
る
の
か
」

　

不
思
議
な
表
記
で
あ
る
。
評
者
は
そ
ん
な
こ
と

を
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
読
み
た
い
本
が

あ
れ
ば
寝
な
く
と
も
読
む
も
の
だ
と
考
え
て
き
た
。

　

一
方
、
著
者
の
三
宅
さ
ん
は
、
自
ら
の
経
験
か

ら
元
凶
は
「
長
時
間
労
働
」
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

著
者
の
仮
説
は
外
れ
た
。

　

戦
前
、
戦
後
に
わ
た
り
労
働
と
読
書
の
関
係
性

を
丁
寧
な
リ
サ
ー
チ
を
も
と
に
解
き
明
か
し
て
い

く
。
す
る
と
長
時
間
労
働
と
読
書
と
が
共
存
し
て

い
た
。
日
本
人
は
「
残
業
国
民
」
で
あ
り
、「
読
書

国
民
」
だ
っ
た
の
だ
。

　

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
労
働
時
間
だ
け
で
は
な
く
、

労
働
の
何
か
が
読
書
を
殺
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

三
宅
さ
ん
は
問
い
の
先
を
次
に
変
え
る
。

　

本
の
帯
に
次
の
惹
起
が
あ
る
。「
疲
れ
て
ス
マ
ホ

ば
か
り
見
て
し
ま
う
あ
な
た
へ
」。
確
か
に
こ
の
よ

う
な
光
景
を
日
常
的
に
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

三
宅
さ
ん
は
バ
ブ
ル
後
か
ら
の
社
会
背
景
に
目

を
向
け
て
い
く
。

　

読
書
を
め
ぐ
る
意
義
付
け
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　

新
自
由
主
義
の
ま
ん
延
と
と
も
に
仕
事
だ
け
が

自
己
実
現
の
場
で
あ
る
と
意
味
付
け
ら
れ
は
じ
め

た
。
新
自
由
主
義
が
求
め
る
社
会
は
「
市
場
へ
の

適
合
」
と
「
自
己
管
理
欲
望
」
の
促
進
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
自
分
の
仕
事
に
関
係
の

な
い
知
識
は
「
ノ
イ
ズ
」
と
な
っ
た
。

　

そ
の
あ
ら
わ
れ
が
「
自
己
啓
発
書
」
ブ
ー
ム
の

到
来
だ
っ
た
。

　

啓
発
と
い
う
と
自
分
磨
き
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
従
来
の
広
い
知
識
を
求
め
る
教
養
と
は
異
な

る
。
か
つ
て
の
読
書
は
「
ノ
イ
ズ
込
み
の
知
」
で
、

自
己
啓
発
に
代
表
さ
れ
る
「
情
報
」
は
「
ノ
イ
ズ

抜
き
の
知
」。
ノ
イ
ズ
と
は
「
歴
史
や
他
作
品
の
文

脈
、
想
定
し
て
い
な
い
展
開
」
で
あ
る
。

　

情
報
に
相
性
が
い
い
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

あ
る
。
ノ
イ
ズ
抜
き
の
知
は
便
利
だ
し
、
自
分
か

ら
求
め
て
し
ま
う
。
そ
の
意
味
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
読
書
殺
し
の
元
凶
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

　

し
か
し
自
分
に
役
立
つ
か
ど
う
か
と
い
う
基
準

だ
け
で
情
報
を
取
捨
選
択
し
て
い
け
ば
、
視
線
は

内
向
き
と
な
る
。

　

本
が
読
め
な
い
社
会
と
は
、
他
者
へ
の
関
心
が

失
わ
れ
る
社
会
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
い
け
な
い
と

三
宅
さ
ん
は
さ
ら
に
追
究
す
る
。
先
に
、「
労
働
の

何
か
が
読
書
を
殺
し
て
い
る
」
と
書
い
た
。

　

そ
の
要
因
は
外
で
は
な
く
内
に
あ
っ
た
。

　

も
っ
と
や
れ
る
。
も
っ
と
で
き
る
。
そ
の
達
成

感
に
向
け
て
仕
事
に
全
力
で
向
か
う
。
こ
れ
が
読

書
殺
し
の
元
凶
だ
と
い
う
結
論
に
た
ど
り
着
く
。

　

そ
の
上
で
三
宅
さ
ん
は
「
半
身
で
働
く
」
こ
と

を
提
言
す
る
。

　

一
つ
の
仕
事
に
全
身
全
霊
を
傾
け
る
の
で
は
な

く
、
他
者
と
協
力
し
な
が
ら
仕
事
と
家
庭
、
趣
味
、

文
化
を
両
立
で
き
る
社
会
を
願
う
。

　

従
来
か
ら
い
わ
れ
て
き
た
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
と
も
違
う
。「
半
身
社
会
」
は
人
生
へ
の
ス
タ

ン
ス
を
限
定
し
つ
つ
、
生
き
方
を
広
げ
て
い
く
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ノ
イ
ズ
」

複
雑
で
遠
い
文
脈
に
あ
る
ノ
イ
ズ
こ
そ
が
、
疲
労
社
会
を

抜
け
出
す
鍵
で
あ
る
。

『なぜ働いていると本が
読めなくなるのか』
（三宅香帆著　集英社新書）

吉よ
し

永な
が

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q ど
う
し
て
姿
勢
を
保
持
す
る
こ
と
が
重
要
な

こ
と
な
の
か

そ
の
指
導
で
子
供
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
は
付
い
て
い
る
の
か
。

で
、
自
分
の
理
想
と
す
る
子
供
像
を
つ
く
り
た

い
と
こ
だ
わ
り
、
少
々
傲
慢
に
な
っ
て
い
る
感

じ
が
し
ま
す
。
た
と
え
良
い
姿
勢
で
い
て
も
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
入
っ
て
い
る
子
供
も
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
姿
勢
を
見
る
の
で
は
な
く
、
作
業
指

示
を
与
え
る
な
ど
し
て
学
習
の
取
組
や
成
果
を

見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
症
）
等
で
体
幹
が
弱
い
子
供
も
い
ま

す
よ
ね
。
そ
う
い
う
子
た
ち
に
は
、
学
習
を
優

先
し
た
方
が
よ
い
と
私
は
思
う
の
で
す
。
姿
勢

の
指
導
の
優
先
順
位
は
高
い
の
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
本
当
に
学
習
が
好
き
に
な
れ
ば
、
前
の

め
り
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
寝
転
ん
で

ゲ
ー
ム
を
始
め
て
も
、
面
白
く
な
る
と
座
り
直

し
ま
す
よ
ね
。
熱
中
す
る
と
自
然
に
良
い
姿
勢

を
つ
く
る
わ
け
で
す
。
教
師
に
寛ひ
ろ

い
心
が
必
要

な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
子
に
と
っ
て
今
、
何
が
本
当
に
必
要
な

の
か
。
姿
勢
の
保
持
が
最
優
先
な
の
か
。
子
供

の
教
育
に
と
っ
て
、
最
上
位
目
標
は
何
な
の
か
。

そ
う
い
う
こ
と
を
十
分
に
考
え
な
が
ら
指
導
を

進
め
た
方
が
よ
い
で
す
。
私
も
含
め
て
。

　

そ
の
上
で
、
授
業
中
に
は
子
供
を
動
か
し
ま

し
ょ
う
。
四
五
分
間
座
っ
て
い
る
の
は
健
康
に

悪
い
で
す
。
動
く
活
動
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

に
取
り
組
む
と
か
、
子
供
も
自
己
調
整
し
て
い

る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
、
私
は
正
し
い
姿
勢
を

常
に
保
持
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

「
ピ
ン
ピ
タ
グ
ー
」
と
い
う
教
え
は
ル
ー
ル
で

あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
苦
も
な
く
で
き
る

子
は
言
わ
な
く
て
も
や
る
し
、
や
ら
な
い
子
は

や
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
指
導
要
領
に
、「
授

業
中
に
姿
勢
を
良
く
し
な
さ
い
」
と
書
い
て
あ

り
ま
す
か
。
そ
ん
な
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。

先
生
の
思
い
込
み
で
す
。
姿
勢
の
保
持
を
苦
痛

に
思
う
子
供
が
一
定
数
い
ま
す
。
彼
ら
は
保
持

に
集
中
す
る
あ
ま
り
、
勉
強
に
身
が
入
ら
な
く

な
り
ま
す
。
私
は
誰
に
も
教
わ
る
こ
と
な
く
こ

う
い
う
事
実
を
発
見
し
て
き
ま
し
た
。
姿
勢
ば

か
り
指
導
す
る
教
師
は
結
局
、
子
供
を
見
て
い

な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
国
語
の
授
業
は
国
語

の
力
を
高
め
る
た
め
に
行
う
の
で
あ
っ
て
、
正

し
い
姿
勢
を
習
得
さ
せ
る
た
め
に
し
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
師
が
自
分
の
思
い
込
み

小
学
校
一
年
生
担
任
で
す
。
姿
勢
が
す

ぐ
に
崩
れ
て
し
ま
う
児
童
が
ク
ラ
ス
に

四
人
い
ま
す
。
椅
子
を
後
ろ
に
引
き
、

机
の
上
に
上
体
を
倒
し
、
す
ぐ
脱
力
し

た
よ
う
な
格
好
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
指
導
を
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立

吉
見
中
学
校

最
優
先
す
べ
き
指
導
は
何
か
？

四
五
分
間
に
わ
た
り
脱
力
し
た
よ
う
な

格
好
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

脱
力
姿
勢
で
体
を
休
め
、
集
中
力
を
取
り
戻
し

て
、
書
く
活
動
に
取
り
組
む
と
か
、
話
す
活
動

A

動画
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

読
書
の
秋
と
町
の
書
店

算
の
各
自
治
体
へ
の
交
付
金
が
、
他
の
品
目

へ
転
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
貧
し
い
自

治
体
ほ
ど
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に
回
し
た
。

し
か
し
、
長
年
の
地
道
な
努
力
で
、
次
第
に

学
校
図
書
館
整
備
は
進
ん
で
き
た
。

　

ま
た
、
図
書
館
司
書
の
配
置
や
図
書
支
援

員
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
普
及
、

新
聞
の
複
数
配
布
等
も
あ
り
、
学
校
の
読
書

環
境
は
、
大
き
く
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。

ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
。

　

一
方
、
懸
念
さ
れ
る
傾
向
も
あ
る
。

○
か
つ
て
、
盛
ん
で
あ
っ
た
「
朝
読
書
」
の

熱
量
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
？

○
ス
マ
ホ
全
盛
時
代
に
あ
っ
て
、「
本
好
き

な
子
供
」「
本
好
き
な
大
人
」
に
誘
う
仕

掛
け
を
開
発
で
き
て
い
る
の
か
？

○
学
校
図
書
館
を
牽
引
し
た
「
ず
っ
こ
け
三

人
組
」
や
「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
」
等
の
ス

タ
ー
を
こ
れ
か
ら
も
生
み
出
せ
る
の
か
？

多
く
の
読
書
人
は
、
電
気
的
な
操
作
で
本
を

求
め
る
。
忙
し
い
現
代
人
に
は
、
書
店
逍

し
ょ
う

遙よ
う

を※

す
る
時
間
を
確
保
し
に
く
い
。

　

書
店
減
少
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
進
む
。
こ

の
流
れ
は
止
め
よ
う
が
な
い
。

　

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
経
済
産
業
省
が
、「
地

域
の
書
店
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
た
。
旗
振
り
役
の
齋
藤
健
経
済
産
業
大
臣

は
、
地
域
の
書
店
の
大
切
さ
を
訴
え
る
（
余

談
だ
が
、
齋
藤
大
臣
の
娘
は
、
私
が
泰
明
小

学
校
長
時
代
に
通
学
し
て
い
た
）。

　

経
産
省
の
取
組
を
、
側
面
か
ら
応
援
し
て

い
き
た
い
。

二
　
読
書
の
秋

「
読
書
の
秋
」
で
あ
る
。
学
校
の
図
書
館
整

備
が
進
ん
だ
。
長
年
の
教
育
行
政
の
成
果
で

あ
る
。
か
つ
て
は
、
文
科
省
の
図
書
整
備
予

一
　
町
の
書
店
の
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

神
無
月
、
薄
暮
の
時
間
が
短
く
な
る
。
長

い
夜
の
時
間
は
、
読
書
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

勤
め
帰
り
に
書
店
や
古
本
屋
に
ぶ
ら
り
と

寄
り
、
珠
玉
の
一
冊
を
手
に
取
る
。
昭
和
に

は
、
こ
ん
な
豊
穣
の
時
間
の
楽
し
み
が
あ
っ

た
。

　

渋
谷
駅
前
大
盛
堂
や
東
京
駅
八
重
洲
ブ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
大
箱
も
店
を
閉
じ
た
。

我
が
家
付
近
の
書
店
と
古
本
屋
も
四
軒
が
店

を
畳
ん
だ
。

　

町
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
書
店
が
消
え
る
。
全

国
の
二
六
％
の
市
町
村
が
「
書
店
ゼ
ロ
」。

地
域
の
文
化
を
支
え
た
書
店
が
消
え
る
の
は
、

地
域
住
民
の
「
知
的
生
活
」
の
弱
体
化
に
つ

な
が
る
。

　

ア
マ
ゾ
ン
で
、
欲
し
い
本
が
気
軽
に
入
手

で
き
る
。
ず
い
ぶ
ん
と
便
利
な
時
代
で
あ
る
。

の

新
時
代

78

学
校
物
語

学
校
物
語

学
校
物
語

※
気
の
向
く
ま
ま
に
歩
く
こ
と
。
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的
な
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
。

　

昭
和
の
時
代
、﹃
小
学
三
年
生
﹄
や
﹃
少

年
マ
ガ
ジ
ン
﹄
の
発
売
日
。
書
店
の
店
先
は

子
供
た
ち
で
賑
わ
っ
た
。
長
時
間
、
立
ち
読

み
す
る
子
供
を
、
本
屋
の
お
じ
さ
ん
が
は
た

き
で
追
い
払
う
シ
ー
ン
は
、
昭
和
マ
ン
ガ
に

よ
く
登
場
す
る
。

　

各
地
の
昭
和
レ
ト
ロ
施
設
や
古
民
家
カ

フ
ェ
が
集
客
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
場
所

が
落
ち
着
く
と
い
う
。
人
間
の
行
動
特
性
は
、

先
人
の
体
験
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
も
影
響
さ
れ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

子
供
の
い
な
く
な
っ
た
書
店
。
そ
も
そ
も
、

町
か
ら
消
え
つ
つ
あ
る
書
店
。
小
学
校
時
代

か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
検
索
す
る
体
験
を
重
ね

る
世
代
に
、
時
代
は
ど
の
よ
う
な
仕
掛
け
を

準
備
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

書
店
振
興
の
た
め
に
は
、
ま
ず
地
元
の
書

店
を
「
冷
や
か
す

4

4

4

4

」。
本
を
買
っ
て
も
買
わ

ず
と
も
よ
い
。
ま
ず
は
、
店
先
の
賑
わ
い
を

取
り
戻
す
。
こ
れ
が
大
切
で
な
い
か
。

追
伸
　
老
婆
心
な
が
ら
、
読
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の

場
合
の
「
冷
や
か
す
」
の
語
の
意
味
を
誤
解
さ
れ
な
き
よ

う
願
う
も
の
で
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
に
あ
る
。
高
齢
者
の
利
用

が
多
い
。
週
刊
文
春
の
立
ち
読
み
も
高
齢
男

性
で
あ
る
。
子
供
の
来
客
は
少
な
い
。
マ
ン

ガ
本
の
立
ち
読
み
は
ま
ず
い
な
い
。

　

本
好
き
な
子
供
は
、
ど
こ
へ
行
っ
た
の
だ

ろ
う
？　

週
刊
マ
ン
ガ
本
は
コ
ン
ビ
ニ
店
、

ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
昆
虫
や
恐
竜
の
本
は
地
域

図
書
館
。
こ
こ
に
、
若
干
の
子
供
た
ち
を
発

見
で
き
る
く
ら
い
だ
。

　

テ
レ
ビ
の
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
で
、
町
の

「
小
さ
な
子
供
図
書
館
」「
街
角
本
屋
」
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
。
地
域
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話

と
し
て
、
番
組
編
成
さ
れ
る
。
画
面
の
中
の

人
々
の
笑
顔
も
い
い
。

　

し
か
し
、
テ
レ
ビ
の
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス

で
取
り
上
げ
る
く
ら
い
だ
か
ら
、
め
っ
た
に

あ
る
美
談
で
は
な
い
。

　

戦
後
初
期
の
子
供
文
化
の
華
、
駄
菓
子
屋

と
紙
芝
居
が
消
え
た
。
や
が
て
、
駄
菓
子
屋

は
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
の
一
コ
ー
ナ
ー
と

し
て
復
権
し
た
。
今
で
は
、
お
し
ゃ
れ
な
町

の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
も
、
駄
菓
子
屋
は
そ
の

位
置
を
占
め
て
い
る
。

　

紙
芝
居
は
、
図
書
館
の
子
供
コ
ー
ナ
ー
や

幼
稚
園
に
、
品
ぞ
ろ
い
さ
れ
て
い
る
。
定
期

○
「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
権
威
が
、

以
前
よ
り
低
下
し
て
い
な
い
か
？

○
読
書
体
験
や
書
店
逍
遙
体
験
の
乏
し
い
教

師
に
、
本
の
価
値
や
読
書
の
喜
び
を
伝
え

ら
れ
る
の
か
？

○
か
つ
て
、
学
校
に
二
~
三
名
は
い
た
「
読

書
家
」
は
い
る
の
か
？　

そ
の
よ
う
な
教

師
か
ら
の
薫く

ん

陶と
う

が
あ
る
の
か
？

○
「
教
養
人
」
に
な
る
に
は
、
読
書
が
欠
か

せ
な
い
と
い
う
常
識
が
、
学
校
内
の
雰
囲

気
に
あ
る
か
？

　

直
近
の
P
I
S
A
で
、
我
が
国
の
「
読
解

力
」
は
好
成
績
を
収
め
た
。
関
係
者
の
努
力

の
成
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
P
I
S
A
型
の

読
解
力
は
、
テ
キ
ス
ト
か
ら
必
要
な
情
報
を

検
索
し
、
思
考
し
判
断
す
る
能
力
で
あ
る
。

　

秋
の
夜
な
べ
に
太
宰
治
の
﹃
人
間
失
格
﹄

を
読
み
、
琴
線
を
揺
ら
さ
れ
る
読
書
体
験
が
、

ど
の
程
度
、
P
I
S
A
型
読
解
力
の
育
成
に

影
響
す
る
の
か
、
因
果
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
の
は
難
し
い
。

三
　
書
店
を
冷
や
か
す

　

我
が
家
近
く
の
書
店
は
、
巨
大
ス
ー
パ
ー
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の
官
職
で
な
く
、
仕
事
の
内
容
を
表
す
職
名

を
省
内
で
発
令
し
て
も
ら
う
と
い
う
方
法
が

あ
っ
た
。
他
省
庁
で
は
よ
く
行
わ
れ
て
い
た

が
、
文
部
省
（
当
時
）
で
の
初
め
て
の
事
例

と
し
て
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
官
が
設
け
ら
れ
、
私

が
課
長
補
佐
と
の
兼
務
で
そ
の
初
代
に
就
任

し
た
。

　

文
部
省
が
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
と
い

う
珍
し
さ
か
ら
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
多
く

の
マ
ス
コ
ミ
か
ら
取
材
が
あ
っ
た
。
Ｊ
リ
ー

グ
の
発
足
な
ど
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
は
、

本
誌
二
〇
二
二
年
十
一
月
号
で
述
べ
た
の
で

省
略
す
る
。
お
お
ら
か
な
ス
ポ
ー
ツ
専
門
職

の
課
長
の
下
、
新
し
い
分
野
を
切
り
開
い
て

い
く
仕
事
で
、
新
鮮
で
前
向
き
、
楽
し
い
仕

事
で
あ
っ
た
。

　

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
官
の
次
に
一
九
九
二
年
十

月
に
就
任
し
た
の
が
、
高
等
教
育
局
専
門
教

育
課
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育
企
画
官
と
い
う
ポ

ス
ト
で
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
は
初
代
で
は
な
く

二
代
目
で
あ
っ
た
が
、
前
任
者
が
就
任
三
か

月
で
某
県
の
副
知
事
に
就
任
す
る
こ
と
と
な

り
、
急
遽
巡
っ
て
き
た
ポ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

三
　
第
二
代
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育
企
画
官

と
が
比
較
的
多
く
あ
っ
た
。
今
回
は
、
そ
れ

ら
初
代
と
し
て
の
仕
事
を
ご
紹
介
し
た
い
。

　

一
九
九
〇
年
七
月
に
、
当
時
の
体
育
局
競

技
ス
ポ
ー
ツ
課
の
課
長
補
佐
に
就
任
し
た
。

日
本
の
ア
ス
リ
ー
ト
界
の
競
技
力
向
上
が
主

な
仕
事
で
あ
っ
た
。
当
時
、
そ
れ
ま
で
ア
マ

チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
殿
堂
で
あ
っ
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
、
プ
ロ
選
手
の
参
加
を
認
め
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ

を
専
ら
振
興
し
て
き
た
文
科
省
の
ス
ポ
ー
ツ

政
策
も
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
た
。

　

通
常
、
中
央
官
庁
の
組
織
や
官
職
は
、
当

時
の
行
政
管
理
庁
と
大
蔵
省
の
了
解
を
も
ら

い
設
置
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
正
式

二
　
初
代
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
官

　

中
央
官
庁
の
お
役
人
は
、
大
体
二
年
く
ら

い
で
ポ
ス
ト
を
異
動
す
る
。
外
部
の
方
か
ら
、

「
新
し
い
仕
事
を
よ
く
覚
え
ら
れ
ま
す
ね
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
組
織
で
仕
事

を
し
て
い
る
の
で
、
困
難
だ
と
思
っ
た
こ
と

は
な
い
。
若
い
頃
か
ら
い
ろ
ん
な
仕
事
、
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
し
て
、
広
い
視
野
に
立
っ

て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

役
所
の
人
事
で
自
分
の
希
望
が
通
る
こ
と

は
少
な
い
。
そ
も
そ
も
、
希
望
を
聞
か
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
人
事
は
ひ
と
（
他

人
）
ご
と
で
あ
る
。

　

文
部
科
学
省
時
代
の
経
歴
で
、
私
は
、
新

し
い
組
織
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
仕
事
を
す
る
こ

一
　
お
役
所
の
人
事

文
部
科
学
省
今
昔
物
語
④

初
代
と
し
て
の
お
仕
事
。
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端
緒
の
仕
事
を
担
当
し
た
も
の
で
あ
る
。
同

室
は
、
そ
の
後
、
教
育
課
程
課
に
昇
格
し
て

い
る
。

　

小
泉
純
一
郎
総
理
の
観
光
立
国
推
進
の
政

策
の
下
、
国
土
交
通
省
で
は
、
観
光
庁
設
置

に
向
け
て
文
化
庁
と
の
連
携
を
要
望
し
て
い

た
。
そ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
二
〇
〇
七

年
七
月
に
国
土
交
通
省
と
の
人
事
交
流
で
同

省
に
出
向
し
た
。
そ
し
て
、
翌
二
〇
〇
八
年
、

観
光
庁
が
新
設
さ
れ
て
、
そ
の
初
代
の
審
議

官
に
就
任
し
た
。

　

観
光
庁
で
の
仕
事
は
、
二
〇
二
三
年
一
月

号
で
特
に
観
光
教
育
中
心
に
述
べ
て
い
る
の

で
、
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

そ
の
経
緯
の
お
か
げ
で
、
T
O
S
S
の
皆
様

か
ら
今
も
ご
厚
情
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
あ

り
が
た
い
ご
縁
と
い
う
し
か
な
い
。

五
　
初
代
観
光
庁
審
議
官

う
な
仕
組
み
が
定
着
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育
企
画
官
と
い
う
ポ

ス
ト
は
、
今
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
次
の
ポ
ス
ト
と
し
て
、
一
九
九
五
年

四
月
に
小
学
校
課
に
新
設
さ
れ
た
教
育
課
程

企
画
室
の
室
長
に
就
任
し
た
。
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
の
仕
事
で
あ
る
。
学
習
指
導
要
領

の
事
務
は
、
専
門
性
が
高
い
仕
事
で
あ
り
、

ま
た
、
各
教
科
の
教
科
調
査
官
と
い
う
教
育

現
場
か
ら
の
専
門
家
が
中
心
と
な
っ
て
進
め

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
当
時
、

臨
時
教
育
審
議
会
答
申
を
受
け
て
の
教
育
の

在
り
方
見
直
し
の
議
論
が
あ
り
、
ま
た
、
学

校
週
五
日
制
の
導
入
に
あ
わ
せ
て
の
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ
っ

た
。
政
治
的
な
対
応
も
必
要
と
い
う
こ
と
で
、

新
た
な
室
の
設
置
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

室
長
就
任
当
時
は
、
学
校
週
五
日
制
に
向
け

て
、
授
業
時
数
の
削
減
と
教
科
の
統
合
と
い

う
議
論
が
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
の
取
材

を
よ
く
受
け
た
。
た
だ
、
私
は
、
一
年
半
く

ら
い
で
課
長
級
ポ
ス
ト
に
異
動
に
な
り
、
さ

ら
に
内
閣
審
議
官
に
転
出
し
た
の
で
、
そ
の

四
　
初
代
教
育
課
程
企
画
室
長

　

専
門
教
育
課
は
、
大
学
の
工
学
部
や
農
学

部
、
高
等
専
門
学
校
な
ど
産
業
界
と
関
連
深

い
分
野
の
所
管
を
し
て
い
る
課
で
あ
る
。
科

学
技
術
の
急
激
な
進
展
の
中
で
、
産
業
界
の

人
材
の
知
識
技
術
の
高
度
化
は
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
大
学
の
大
学
院
な
ど
で
、

そ
の
よ
う
な
技
術
者
を
受
け
入
れ
、
再
教
育

を
行
う
と
い
う
新
た
な
大
学
で
の
試
み
を

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育
」
と
称
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
大
学
の
大
学
院

は
、
研
究
者
養
成
と
い
う
意
識
が
高
く
、
産

業
界
が
要
求
す
る
実
践
的
な
教
育
へ
の
対
応

は
十
分
で
な
か
っ
た
。
ま
た
、
産
業
界
も
従

業
員
を
大
学
に
長
期
間
派
遣
す
る
と
い
う
仕

組
み
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
産
学
両
方
の

構
造
改
革
を
行
わ
な
い
と
う
ま
く
事
が
進
ま

な
い
課
題
で
あ
っ
た
。

　

大
学
と
し
て
は
、
産
業
界
の
実
情
を
よ
く

知
る
機
会
に
な
り
、
閉
鎖
的
と
い
わ
れ
る
大

学
を
社
会
人
に
開
放
し
て
い
く
と
い
う
大
学

改
革
の
趣
旨
に
も
合
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

大
学
人
と
産
業
界
の
主
要
人
物
で
の
意
見

交
換
の
場
を
設
け
る
な
ど
の
取
組
と
大
学
の

制
度
改
革
に
よ
っ
て
、
社
会
人
の
大
学
で
の

受
入
れ
は
そ
の
後
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
よ

イラスト：水川　勝利
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向
山
論
文

ま
ず
は
相
手
の
言
い
分
を
認
め
る

向
山
氏
は
、
い
か
な
る
場
面
で
も
、
ま
ず
は
子
供
の
言
い
分
を
認
め
る
、
も
し
く
は
聞
こ

う
と
す
る
。
そ
の
後
に
指
導
す
る
の
で
あ
る
。

林は
や
し

健た
け

広ひ
ろ

山
口
県
下
関
市
立
清
末
小
学
校

　

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
「
指
導
」
の
ち

が
い
が
出
る
。

　

い
や
、
実
の
と
こ
ろ
、
毎
日
の
さ
さ
や

か
な
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
指
導
の
ち

が
い
こ
そ
が
、
長
い
間
に
「
差
」
に
な
っ

て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
、
と
り
あ
げ
て
、

考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

　

先
日
、
学
校
の
「
七
夕
祭
り
」
が
行
わ

れ
た
。
児
童
集
会
と
し
て
「
七
夕
祭
り
」

を
し
て
い
る
学
校
は
多
い
だ
ろ
う
。

　

普
通
、
次
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
る
。

　

各
ク
ラ
ス
に
、
大
き
な
笹
が
配
ら
れ
、

「
七
夕
飾
り
」
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
ク
ラ
ス
で
は
、「
学
級
会
」
の
時

間
と
か
「
図
工
」
の
時
間
と
か
、
放
課
後

の
時
間
な
ど
を
利
用
し
て
、
作
ら
れ
る
。

（
略
）

　

さ
て
、
今
年
の
私
の
場
合
で
あ
る
。

「
飾
り
作
り
」
の
時
間
を
ほ
と
ん
ど
と
ら

な
か
っ
た
。

　

六
年
と
い
う
こ
と
も
あ
る
し
、
他
に
や

る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
ま
あ
ま
あ
の
飾
り
が
で
き

た
の
だ
が
、
よ
く
見
る
と
、
願
い
ご
と
の

タ
ン
ザ
ク
が
少
な
い
。

　

書
い
た
子
は
、
半
分
く
ら
い
の
子
で
あ

ろ
う
か
。

　

六
年
生
で
、
今
さ
ら
恥
ず
か
し
い
こ
と

も
あ
ろ
う
。

　

時
間
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
ん
な
と
き
、
ど
う
す
る
か
だ
。

　

七
夕
飾
り
に
、
半
分
の
子
し
か
、
願
い

　
七
夕
飾
り
。
半
分
の
子
が
タ
ン
ザ
ク
に
願
い

を
書
い
た
。
半
分
の
子
が
書
か
な
か
っ
た
。

　
向
山
氏
は
書
い
て
い
な
い
子
の
「
気
持
ち
」

を
代
弁
し
て
い
る
。

「
照
れ
く
さ
い
と
思
っ
た
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
七
夕
な
ん
か
迷
信
と
思
っ
た
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
分
か
り
ま
す
」
で
あ
る
。

　
一
方
的
に
責
め
て
い
な
い
の
だ
。

　
向
山
氏
は
、
注
意
す
る
と
き
、
指
導
す

る
と
き
に
、
子
供
を
一
方
的
に
責
め
る
こ

と
は
な
い
。
相
手
の
言
い
分
を
認
め
て
い

る
の
で
あ
る
。
も
し
く
は
、
相
手
の
言
い

分
を
聞
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、
一
年
生
の
給
食
。

　
一
年
生
が
向
山
氏
に
言
う
。

「
先
生
、ス
ー
プ
が
お
口
に
あ
わ
な
い
ん
で
す
。」

　
向
山
氏
は
、
何
と
答
え
た
か
。

「
お
う
ち
で
は
、
お
母
さ
ん
が
お
食
事
を
作
っ

て
く
れ
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
、
み
ん
な
の
好
き

な
味
を
知
っ
て
い
て
、
上
手
に
作
っ
て
く
れ
ま

す
。
で
も
、
学
校
は
、
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま

で
、
先
生
も
主
事
さ
ん
も
み
ん
な
同
じ
も
の
を

食
べ
ま
す
。
お
口
に
あ
わ
な
い
人
が
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
ま
す
。

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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ど
う
し
て
も
、
お
口
に
合
わ
な
か
っ
た
ら
無
理

し
な
く
て
も
い
い
で
す
。
で
も
、
少
し
だ
け
食

べ
る
よ
う
に
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。」

　
子
ど
も
た
ち
は
、「
ハ
ー
イ
」
と
元
気
よ
く

答
え
た
。（『
向
山
洋
一
全
集
34
』
三
六
ペ
ー
ジ
）

　
向
山
氏
は
、
ま
ず
「
お
う
ち
で
は
、
お
母
さ

ん
が
お
食
事
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
お
母
さ
ん

は
、
み
ん
な
の
好
き
な
味
を
知
っ
て
い
て
、
上

手
に
作
っ
て
く
れ
ま
す
」
と
言
っ
て
い
る
。
相

手
の
意
見
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
は

認
め
る
の
だ
。
そ
の
後
に
、指
導
す
る
の
で
あ
る
。

を
書
か
な
っ
た
。

　

強
制
し
た
こ
と
で
は
な
い
し
、
時
間
も

と
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
で
も
い
い
と

考
え
ら
れ
る
。
何
か
し
た
ほ
う
が
い
い
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

貴
方
な
ら
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
。

　

日
常
的
に
生
じ
る
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

別
に
重
大
な
こ
と
で
は
な
い
。

　

こ
ん
な
と
き
、
ど
う
対
応
す
る
か
。
実

は
こ
う
い
う
こ
と
が
、
私
と
他
の
先
生
の

違
い
だ
と
最
近
思
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で

あ
る
。（
略
）

　

以
下
は
、
私
の
対
応
で
あ
る
。

　

あ
く
ま
で
軽
い
気
持
ち
で
う
け
と
っ
て

ほ
し
い
。（
略
）

　

私
は
、
ま
ず
は
結
論
を
言
っ
た
。

「
タ
ン
ザ
ク
に
願
い
を
描
い
た
人
は
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
で
成
功
す
る
割
合

が
多
い
人
で
す
」

　

ワ
ー
と
歓
声
が
あ
が
る
。

「
照
れ
く
さ
い
と
思
っ
た
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
七
夕
な
ん
か
迷

信
と
思
っ
た
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
分
か
り
ま
す
。
で
も
、
や
は

り
七
夕
の
タ
ン
ザ
ク
を
書
い
た
人
の

方
が
、
将
来
成
功
す
る
人
が
多
い
の

で
す
」

　

子
ど
も
は
真
剣
に
聞
い
て
い
る
。

　

私
は
例
を
あ
げ
る
。

「
こ
こ
に
『
メ
ン
タ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
』※
と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
と
る
た
め

の
秘
訣
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ

ル
を
と
る
た
め
に
は
実
力
も
大
切
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
心
の
持
ち
方
も
大
切
で
す
。

勝
者
は
ど
こ
か
が
違
う
の
で
す
。
そ
れ
を

簡
単
に
言
え
ば
、（
１
）
目
標
を
は
っ
き

り
決
め
て
、（
２
）
そ
れ
を
紙
に
書
き
、（
３
）

す
ぐ
に
行
動
を
始
め
る
こ
と
な
の
で
す
。」

（『
学
級
経
営
の
急
所
』
明
治
図
書
）

※
『
メ
ン
タ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
│
勝
つ
こ
と
の
秘
訣
』（
ラ

ニ
ー
・
バ
ッ
シ
ャ
ム
著
　
星
雲
社
）



74

東
京
学
芸
大
学
訪
問

　

堀
田
達
也
先
生
が
東
京
学
芸
大

学
に
着
任
さ
れ
た
。
ご
自
身
の
母

校
に
堀
田
先
生
が
着
任
さ
れ
た
こ

と
を
向
山
先
生
が
喜
ば
れ
、「
研

究
室
を
訪
ね
よ
う
」
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
お
忙
し
い
堀
田
先
生

や
谷
先
生
が
予
定
を
立
て
て
く
だ

さ
り
、
七
月
上
旬
の
暑
い
日
、
向

山
先
生
、
美
崎
さ
ん
と
車
で
東
学

大
に
出
か
け
た
。

　

順
調
に
東
学
大
に
は
着
い
た
が
、

門
が
い
く
つ
も
あ
り
、
正
門
を
探

す
の
に
苦
労
し
た
。
大
学
の
周
り

に
バ
ス
停
が
い
く
つ
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
秘
書
の
原
さ
ん
が
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
り
、
正
門
で
受
け
付

け
し
、
車
を
校
内
に
入
れ
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ−

T
O
S
S
の
安
田
社

長
、
加
納
さ
ん
と
現
地
で
合
流
。

研
究
室
は
四
階
に
あ
る
こ
と
を
聞

い
て
い
た
。

　

向
山
先
生
が

「
大
丈
夫
だ
よ
！
」

と
全
く
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
上
り

始
め
た
。
踊
り
場
ご
と
に
、
丸
椅

子
を
置
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
て
、

原
さ
ん
の
お
心
遣
い
に
感
激
し
た
。

ほ
と
ん
ど
休
憩
も
せ
ず
四
階
ま
で

上
が
っ
て
い
っ
た
向
山
先
生
に

ち
ょ
っ
と
驚
い
た
。

　

研
究
室
に
は
、
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
の

曲
が
か
か
り
、
ク
ー
ラ
ー
が
よ
く

効
き
、
観
葉
植
物
の
緑
が
美
し
く
、

デ
ス
ク
の
上
に
大
き
な
モ
ニ
タ
ー

が
二
つ
並
ん
で
い
た
。
谷
先
生
が
、

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
み
た
い
と
、
座
っ
て

は
し
ゃ
い
で
い
た
の
が
楽
し
か
っ
た
。

　

原
さ
ん
が
き
れ
い
な
和
菓
子
を

出
し
て
く
だ
さ
り
、
ご
馳
走
に

な
っ
た
。
様
々
な
心
遣
い
と
研
究

室
の
居
心
地
の
良
さ
が
本
当
に
あ

り
が
た
く
、
う
れ
し
か
っ
た
。

　

堀
田
先
生
に
は
騒
人
社
書
籍
の

先
行
予
約
で
一
番
に
名
前
が
あ
っ

た
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
応
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
そ
の
お
礼
を
言
う

こ
と
が
で
き
た
。

　

向
山
先
生
は
学
生
の
頃
の
資
料

を
見
な
が
ら
、
懐
か
し
く
思
い
を

巡
ら
せ
て
い
た
。

　

学
生
運
動
に
多
く
の
時
間
を
費

や
し
た
向
山
先
生
に
と
っ
て
、
小

金
井
警
察
に
は
か
な
り
の
思
い
出

が
あ
る
よ
う
だ
。
学
生
時
代
、
道

を
歩
い
て
い
た
向
山
青
年
に
、
警

官
が
車
の
中
か
ら
声
を
か
け
た
話

が
興
味
深
い
。

「
お
い
向
山
、
道
の
右
側
を
歩

け
！
」
と
。
警
官
に
名
指
し
さ
れ

た
場
面
だ
。
拘
留
さ
れ
た
仲
間
を

解
放
さ
せ
る
た
め
に
小
金
井
警
察

に
乗
り
込
ん
だ
話
も
あ
る
。
六
〇

年
前
の
話
だ
。

小
金
井
の
老
舗
フ
ラ
ン
ス
料
理
店

へ
　

細
い
路
地
を
入
る
と
門
が
あ
り
、

広
い
庭
と
お
し
ゃ
れ
な
建
物
が

あ
っ
た
。
食
事
の
部
屋
は
二
階
に

あ
り
、
向
山
先
生
は
、
一
日
で
百

段
近
い
階
段
を
上
り
き
っ
た
こ
と

に
な
っ
た
。

　

三
代
目
シ
ェ
フ
の
料
理
は
伝
統

を
守
っ
た
も
の
と
新
し
く
攻
め
た

メ
ニ
ュ
ー
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い

た
。

　

知
的
な
話
題
と
美
し
く
美
味
し

い
料
理
で
楽
し
く
、
貴
重
な
時
間

を
過
ご
し
た
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

向山先生が懐かしの 
東京学芸大学を訪問
堀田教授研究室は知的で上品、広々
とした素敵な空間でした。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

１　

誕
生
日
と
お
祭
り

　
九
月
は
、
向
山
先
生
の
誕
生
日

と
旗
岡
八
幡
神
社
の
例
大
祭
の
月
。

　
毎
年
、
向
山
先
生
は
お
祭
り
の

際
、
自
宅
の
三
丁
目
町
会
と
事
務

所
の
二
丁
目
町
会
に
寄
付
を
す
る
。

　
旗
岡
八
幡
神
社
に
も
寄
進
さ
れ

て
い
る
。

　
今
年
も
向
山
先
生
の
名
前
が
書

か
れ
た
提
灯
が
神
社
の
境
内
に
飾

ら
れ
た
。

　
お
祭
り
の
日
に
向
山
先
生
が
現

れ
る
と
、
三
丁
目
の
町
会
長
は

深
々
と
挨
拶
さ
れ
る
。

　
旗
の
台
の
町
会
は
、
六
丁
目
ま

で
あ
る
が
、
お
祭
り
で
は
三
丁
目

に
一
番
子
供
が
集
ま
る
と
有
名
だ
。

　
子
供
神
輿
は
ど
こ
の
町
会
が
豪

華
か
、
一
番
お
菓
子
が
配
ら
れ
る

町
会
は
ど
こ
か
、
と
い
う
の
は
子

供
た
ち
の
間
で
話
題
に
な
っ
て
い

る
（
笑
）。

　
洋
一
先
生
と
行
雄
先
生
も
、
子

供
の
頃
に
お
祭
り
で
た
く
さ
ん
お

菓
子
を
も
ら
っ
た
記
憶
が
あ
る
と
、

以
前
、
向
山
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
。

　
大
人
に
な
り
、
寄
付
を
す
る
こ

と
で
子
供
た
ち
が
喜
ぶ
循
環
が
生

ま
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
、
寄

付
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
で
き
る
人
が
や
れ
ば
い
い
と
向

山
先
生
は
言
う
。

２　

失
言

　
武
蔵
小
金
井
に
あ
る
東
京
学
芸

大
学
へ
ご
一
緒
し
た
時
の
こ
と

だ
。 

向
山
先
生
、
堀
田
先
生
、

谷
先
生
の
ス
リ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を
写

真
に
収
め
よ
う
と
お
声
が
け
し
た
。

「
偉
い
人
た
ち
み
た
い
」
と
ポ

ロ
っ
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
す
か
さ
ず
堀
田
先
生
が
「
み
た

い
だ
っ
て
（
笑
）」。 

　
落
と
し
た
言
葉
は
拾
え
な
い
。

私
は
な
ん
と
失
礼
な
こ
と
を
言
っ

て
し
ま
っ
た
と
猛
省
。
名
実
と
も

に
偉
い
人
た
ち
な
の
に
…
。

３　

ハ
モ
る

　
車
ま
で
ご
案
内
す
る
と
き
に
、

向
山
先
生
の
手
に
触
れ
た
。 

「
先
生
、
手
が
冷
た
い
で
す
ね
。

手
が
冷
た
い
人
は
…
」
と
私
が
言

う
と
、
そ
れ
を
引
き
取
っ
て
「
心

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

手が冷たい人は…
育った地元を大切にし、受けた恩を忘れずに、
次世代につなげる。

が
温
か
～
い
」
と
向
山
先
生
と
私

は
ハ
モ
っ
た
。

　

　
そ
の
時
の
私
の
手
は
…
、
言
い

た
く
な
い
。

【
忙
し
い
向
山
先
生
】

去年のちょうちん
今年も飾られる

更新されたブラックカードにサ
インをする向山先生 トークライン誌と情報読解本の宣伝用の写真撮影
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加
か

藤
とう

綾
あや

乃
の

富山県公立小学校

１　

赤
鉛
筆
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン

　

採
点
や
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
、
赤
鉛
筆
指
導
で

教
師
も
赤
鉛
筆
を
使
う
。
し
か
し
赤
鉛
筆
を
使

う
場
面
が
多
い
た
め
、
削
る
頻
度
も
高
く
な
る
。

そ
こ
で
役
立
つ
の
が
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
タ
イ

プ
の
赤
鉛
筆
で
あ
る
。
削
ら
な
く
て
も
よ
い
た

め
、
大
変
便
利
で
愛
用

し
て
い
る
。

２　

ご
ほ
う
び
ス
タ
ン
プ

　

ス
タ
ン
プ
は
大
量
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
る
。

シ
ー
ル
も
よ
い
が
、
シ
ー
ル
は
台
紙
か
ら
剥
が

す
時
間
が
あ
る
。
ス
タ
ン
プ
で
あ
れ
ば
次
々
に

押
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
イ
ン
ク

台
に
付
け
な
く
て
も
よ
い
タ
イ
プ
の
ス
タ
ン
プ

が
お
す
す
め
で
あ
る
。
イ
ン
ク
を
付
け
る
時
間

が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
時
間
で
あ

る
が
、
こ
う
い
っ
た
時
間
を
削
減
す
る
こ
と
で
、

〝
快
適
〞
が
で
き
る
。

３　

一
筆
箋

　

可
愛
ら
し
い
一
筆
箋
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
文
房

具
屋
さ
ん
に
行
く
と
つ
い
、
た
く
さ
ん
購
入
し

て
し
ま
う
。
ま
た
、
お
す
す
め
な
の
が
、「
お

に
ぎ
り
マ
マ
の
お
店
」
で
ネ
ッ
ト

販
売
さ
れ
て
い
る
「
お
に
ぎ
り
一
筆
箋
」
で
あ

る
（https://onigirim

am
a.thebase.in/

item
s/51764015

）。

　

一
筆
箋
に
す
で
に
、「
ご
家
庭
で
も
ぜ
ひ
ほ

め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

た
め
、
保
護
者
の
方
に
も
渡
し
や
す
い
。

４　

四
月
恒
例
、
買
い
物
例
会

　

黄
金
の
三
日
間
に
備
え
て
、
毎
年
三
月
末
に

「
買
い
物
例
会
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
文
房
具
を
一
緒
に
購

入
し
に
行
く
こ
と
で
、
良
い
と
こ
ろ
を
紹
介
し

た
り
、
サ
ー
ク
ル
員
お
す
す
め
の
文
房
具
の
情

報
を
得
た
り
、
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
い
っ
た
交
流
自
体
が
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
な
り
、
気
分
も
上
が
る
。

女性教師の fabulous school life

お気に入り文具＆
コスパ抜群文具で、

気分もお仕事効率もアップ！
せっかくお仕事をするなら、楽しく！　 効率よく！　
サークルメンバーで交流するのもおすすめ。

学校生活を彩る文具・通勤スタイル・etc.

　

勤
務
後
、
ち
ょ
っ
と
し
た
楽
し
み
は
、
文
房

具
屋
に
足
を
運
ぶ
こ
と
だ
。

　

自
分
の
お
気
に
入
り
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
文

房
具
や
、
便
利
グ
ッ
ズ
が
な
い
か
ど
う
か
見
て

回
っ
た
り
、
購
入
し
た
り
し
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
情
報
は
、
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー

で
共
有
す
る
の
も
楽
し
い
。

　

お
互
い
に
紹
介
し
合
う
こ
と
で
、
新
た
な
便

利
グ
ッ
ズ
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
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県
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演

１
　

栃
木
県
子
ど
も
観
光
大
使
は
一
〇

年
間
で
七
〇
三
名
が
認
定
さ
れ
た
。

栃
木
県
百
五
十
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

に
、
子
ど
も
観
光
大
使
が
出
演
依
頼

を
受
け
た
。
栃
木
県
の
魅
力
を
発
信

す
る
と
い
う
依
頼
で
あ
っ
た
。
子
供

た
ち
と
一
緒
に
登
壇
し
た
の
は
、
タ

レ
ン
ト
の
Ｕ
字
工
事
の
お
二
人
。
共

に
栃
木
の
良
さ
を
発
信
す
る
仲
間
で

も
あ
る
。
Ｕ
字
工
事
さ
ん
と
福
田
富

一
知
事
の
対
談
の
後
に
子
供
た
ち
が

出
演
し
た
。
各
地
の
教
室
で
体
験
し

た
栃
木
の
良
さ
を
堂
々
と
発
表
し
た
。

「
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
ね
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
来

賓
と
し
て
参
加
し
て
い
た
議
員
の
皆

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
に
出
演

２「
栃
木
県
の
プ
レ
ゼ
ン
企
画
を
し
た

い
で
す
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

―
か
ら
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
栃
木
県

子
ど
も
観
光
大
使
の
子
供
た
ち
へ
の

出
演
依
頼
で
あ
る
。
番
組
は
、「
天

才
て
れ
び
く
ん
」。
当
初
の
企
画
と

変
わ
っ
て
い
っ
た
が
、
栃
木
ゴ
ー
ル

デ
ン
ブ
レ
ー
ブ
ス
の
投
手
で
タ
レ
ン

ト
の
高
岸
宏
行
さ
ん
を
応
援
す
る
内

容
と
な
っ
た
。
出
演
し
た
子
供
た
ち

七
名
は
高
岸
さ
ん
を
応
援
す
る
横
断

幕
づ
く
り
を
行
っ
た
。
栃
木
の
良
さ

を
横
断
幕
い
っ
ぱ
い
に
描
く
様
子
が

テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
。
県
民
の
歌

を
歌
い
な
が
ら
、
栃
木
の
良
さ
を
話

し
合
い
な
が
ら
作
成
し
た
よ
う
だ
。

保
護
者
か
ら
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。

「
高
岸
さ
ん
に
横
断
幕
の
サ
プ
ラ
イ

ズ
を
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

昨
年
度
、
恥
ず
か
し
が
り
屋
の
息
子

に
変
化
が
あ
り
、
少
し
ず
つ
で
す
が

成
長
を
感
じ
ら
れ
、
う
れ
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
」

　

子
ど
も
観
光
大
使
の
活
動
は
、

次
々
と
つ
な
が
り
、
活
躍
の
場
が
広

が
っ
て
い
る
。

さ
ん
、
県
庁
の
皆
さ
ん
、
Ｕ
字
工
事

さ
ん
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、
子
供
た

ち
は
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
。

　

次
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
私
は
、
栃
木
百
五
十
周
年
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
改
め
て
思
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
栃
木
に
は

い
ち
ご
や
餃
子
な
ど
の
食
べ
物
や
日

光
東
照
宮
な
ど
の
観
光
地
の
魅
力
が
、

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
栃
木
の

魅
力
を
も
っ

と
知
っ
て
た

く
さ
ん
の
人

た
ち
に
伝
え

て
い
き
た
い

で
す
」

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　10月号　■CONTENTS■
【連載】
１．TOSS社会貢献活動報告〈TOSSあんしん先生ガード〉……南舞衣
２．学校でのビジネスマナー……駒井隆司
３．子ども観光大使活動報告……堀田和秀
４．NPO TOSS予定表（主なセミナーなど）
【特別コンテンツ】
●大公開！　サマーセミナー2024
2024年８月３日（土）に開催されたTOSSサマーセミナー
2024の様子を写真を中心にご紹介します。

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！

社会貢献活動への取り組み

子
ど
も
観
光
大
使
の
ド
ラ
マ

イ
ベ
ン
ト
、
テ
レ
ビ
と
子
ど
も
観
光
大
使
の
活
動
が
広
が
っ
て
い
る
。

山や
ま

口ぐ
ち

浩ひ
ろ

彦ひ
こ

栃
木
県
栃
木
市
立
大
平
南
小
学
校



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

「まとめなさい」で児童が動く、社会科の授業に向けて
学び方・まとめ方を指導することで、課題を見付け、調べていく。

岡山県井原市立木之子小学校 岡
おか

孝
たか

直
なお

１　
「
ま
と
め
な
さ
い
」
で
は
じ
ま
る

社
会
科

　

三
年
生
社
会
科
「
昔
の
く
ら
し
」
の

授
業
は
、「
教
科
書
や
資
料
を
も
と
に

ま
と
め
な
さ
い
」
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

あ
ら
か
じ
め
ス
キ
ャ
ン
し
た
画
像
を
、

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
貼
り
付
け
、

ま
と
め
る
。

　

様
々
な
効
果
が
あ
る
。

①　

情
報
を
集
め
る
能
力
が
付
く

②　

学
び
が
焦
点
化
さ
れ
る

③　

す
ぐ
に
友
達
に
紹
介
で
き
、

プ
レ
ゼ
ン
の
能
力
が
付
く

　

熱
中
し
、
家
に
帰
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
二
〇
ペ
ー
ジ
分
す

る
児
童
も
い
る
。

Form
s

等
の
ク
イ
ズ
に
さ
せ
る
と
学

び
が
広
が
り
、
な
お
面
白
い
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
動
画
や
資
料
で
も
ま

と
め
さ
せ
る
と
学
び
が
定
着
し
や
す
い
。

２　

学
び
方
・
ま
と
め
方
を
教
え
る

　

い
き
な
り
は
で
き
な
い
。
学
び
方
・

ま
と
め
方
を
教
科
書
の
ガ
イ
ド
を
も
と

に
指
導
す
る
。

①　

問
い
を
見
付
け
さ
せ
る
。

②　

答
え
を
絵
・
グ
ラ
フ
か
ら
見

付
け
さ
せ
る
。
⬇
一
旦
、
ま
と

め
さ
せ
、
気
付
き
を
書
か
せ
る
。

③　

教
科
書
の
中
の
子
の
意
見
も

読
み
、
自
分
に
な
か
っ
た
意
見

を
書
か
せ
て
い
く
（
人
の
意
見

も
書
い
て
い
く
よ
う
に
な
る
）。

④　

同
じ
く
疑
問
に
気
付
い
た
子

の
意
見
を
読
む
。
自
分
の
い
だ

い
た
疑
問
も
書
か
せ
て
い
く
。

　

調
べ
る
↓
気
付
き
を
書
く
↓
人
の
意

見
も
参
考
に
す
る
↓
次
の
課
題
を
見
付

け
る
、
と
い
っ
た
学
び
方
・
ま
と
め
方

の
習
慣
が
付
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
く
わ
し
く
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
へ
）

谷編集長の評定

今後さらに必要になる実践。ノートなら「見開き２頁」のように指示す
るが、デジタルでまとめる場合は量に制限がない。「作業の枠」と「落
とせない知識」をどう設定するかを明確に書くとより価値が高まるだろう。

A

児童がJamaboでまとめたもの
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※
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
の
佐
桑
徹
氏
は
八
月
六
日
、
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

79   2024. 10

向
山
日
記

七
月
三
日
㈬	

堀
田
龍
也
先
生
の

研
究
室
を
訪
問
。
何
と
向
山
の

母
校
で
あ
る
東
京
学
芸
大
学
の

教
授
に
な
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

そ
の
後
、
小
金
井
の
老
舗
フ
ラ

ン
ス
料
理
を
一
〇
人
く
ら
い
で

楽
し
ん
だ
。

七
月
七
日
㈰	

テ
レ
ビ
で
将
棋
観

戦
。
王
位
戦
第
一
局
、
藤
井
聡

太
王
位
対
渡
辺
明
九
段
。

七
月
十
一
日
㈭	

夕
方
か
ら
中
央

事
務
局
会
議
に
参
加
。
全
国
か

ら
五
〇
名
近
い
参
加
。
懇
親
会

は
い
つ
も
の
「
木
曽
路
」。

七
月
十
三
日
㈯	

オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
た
谷
・
長
谷
川
セ
ミ

ナ
ー
の
懇
親
会
に
参
加
。

七
月
十
四
日
㈰	

東
京
八
重
洲
で

開
催
さ
れ
た
向
山
型
社
会
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
。

七
月
十
八
日
㈭	

十
二
日
発
行
の

「
教
育
新
宝
島
」
を
読
ん
だ
。

向
山
二
八
歳
の
時
の
実
践
、
当

時
は
言
い
た
い
こ
と
を
言
っ
て

い
た
な
あ
。
若
い
教
師
の
対
応

と
し
て
決
し
て
悪
く
な
い
け
れ

ど
、
今
な
ら
も
う
少
し
家
族
に

寄
り
添
う
言
い
方
を
す
る
な
あ
。

七
月
二
十
日
㈯	

両
国
で
開
催
さ

れ
た
向
山
塾
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ン
ポ
に
参
加
。
長
年
お
世
話
に

な
っ
た
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
の

佐
桑
さ
ん
を
表
彰
し
た
。

七
月
二
一
日
㈰	

メ
ル
マ
ガ
特
典

の
資
料
室
公
開
。
向
山
自
宅
に

も
た
く
さ
ん
の
先
生
が
見
学
に

来
ら
れ
た
。
懇
親
会
は
、「
木

曽
路
」。

七
月
二
二
日
㈪	

三
人
会
（
板
倉
、

師
尾
親
子
、向
山
）。「
木
曽
路
」。

七
月
二
六
日
㈮	
昼
は
、
経
済
広

報
セ
ン
タ
ー
の
佐
桑
さ
ん
と

「
木
曽
路
」
で
会
食
。

七
月
三
一
日
㈬	

「
教
育
新
宝
島
」

特
別
号
外
対
談
企
画
第
三
弾
、

谷
先
生
と
齋
藤
孝
先
生
の
対
談
。

読
み
で
が
あ
っ
た
。
齋
藤
先
生

に
は
昔
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
マ
ー
セ

ミ
ナ
ー
に
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
。

懐
か
し
い
な
あ
。

谷
日
記

七
月
三
日
㈬	

学
芸
大
の
堀
田
先

生
の
研
究
室
を
訪
問
。
向
山
先

生
、
師
尾
先
生
他
み
な
さ
ん
と
。

『
情
報
読
解
』
の
新
著
を
手
に

取
っ
て
い
た
だ
け
た
。
小
金
井

の
素
敵
な
フ
レ
ン
チ
で
夕
食
。

七
月
五
日
㈮	

長
崎
へ
。
超
久
々

に
伴
一
孝
氏
と
一
献
。
実
に
価

値
あ
る
時
を
過
ご
せ
た
。

七
月
七
日
㈰	

メ
ル
マ
ガ
執
筆
。

七
月
九
日
㈫	

執
行
部
会
議
。

七
月
十
一
日
㈭	

新
宝
島
会
議
。

そ
の
後
中
央
事
務
局
。
向
山
先

生
、
行
雄
先
生
、
メ
ン
バ
ー
と

旗
の
台「
木
曽
路
」。二
次
会
ま
で
。

七
月
十
二
日
㈮	

谷
・
長
谷
川
・

小
嶋
三
人
会
。
百
合
ヶ
丘
。
最

も
大
切
な
時
間
の
一
つ
だ
。

七
月
十
三
日
㈯	

谷
・
長
谷
川
セ

ミ
ナ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
。
旗
の
台

か
ら
。
谷
に
よ
る
長
谷
川
授
業

の
解
説
が
好
評
だ
っ
た
ら
し
い
。

向
山
先
生
、
青
年
と
打
上
げ
。

七
月
十
四
日
㈰	

向
山
型
社
会
セ

ミ
ナ
ー
東
京
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
含

向山・谷日記
2024年7月

め
た
新
し
い
学
び
方
が
必
要
で

あ
る
。「N

olang

」
を
紹
介
し

た
と
こ
ろ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
内
で
バ
ズ

る
。
今
後
の
実
践
が
楽
し
み
。

七
月
十
五
日
㈪	

工
藤
勇
一
氏
の

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催
。

七
月
十
七
日
㈬	

Ｔ
Ｂ
Ｓ
と
打
合

せ
。
生
成
Ａ
Ｉ
関
連
。
青
年
。

七
月
二
十
日
㈯	

エ
ネ
ル
ギ
ー
・

向
山
塾
東
京
。
Ｉ
Ｔ
時
代
で
も
変

わ
ら
な
い
向
山
式
「
成
績
処
理
」

を
紹
介
。「
冬
景
色
」
映
像
分
析

は
よ
う
や
く
一時
間
目
を
終
了
。

七
月
二
二
日
㈪	

谷
企
画
会
議
。

七
月
二
三
日
㈫	

シ
ア
ト
ル
報
告

セ
ミ
ナ
ー
。
今
年
も
ボ
ス
ト
ン
、

韓
国
、上
海
、等
々
を
視
察
予
定
。

七
月
二
四
日
㈬	

翔
和
学
園
研
修
。

七
月
二
六
日
㈮	

メ
ル
マ
ガ
執
筆
。

七
月
二
八
日
㈰	

メ
ル
マ
ガ
執
筆

日
。
毎
週
配
信
の
メ
ル
マ
ガ

「
教
育
新
宝
島
」
は
最
低
年
間

二
六
日
の
執
筆
日
が
必
要
。
加

え
て
Ｑ
Ａ
の
執
筆
も
。
い
わ
ば
、

自
分
と
の
闘
い
？
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サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

向山洋一の
言葉から学ぶ教育実践１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

『教育トークライン』11月号
予告　10月15日発行

「エビデンス」のある指導法をやってみた
─その本当の効果をお伝えします─特集

編
集
後
記

▼
は
や
り
廃す

た

り
の
激
し
い
「
授
業
業
界
」
で
す

が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
態
で
あ
れ
、
授
業

開
き
か
ら
数
時
間
の
授
業
は「
一
斉
指
導
」に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
必
ず
、
発
問
と
指

示
が
介
在
し
ま
す
。
そ
の
授
業
を
公
開
し
合
い

た
い
も
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
一
斉
授
業
が
駄

目
だ
と
言
う
人
々
の
発
問
、
指
示
は
お
そ
ら
く

質
が
低
い
の
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
、
質
が
低

い
も
の
し
か
知
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。（
長
谷
川
）

▼
今
月
号
は
新
教
材
を
授
業
す
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
が
満
載
で
す
。
か
つ
て
少
年
団
を
指
導
し
て

い
た
頃
、
夜
ま
で
練
習
が
あ
り
ま
し
た
。
練
習

が
終
わ
っ
て
か
ら
、
人
気
の
な
い
職
員
室
で
教

材
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
先
行
実
践
か
ら
発

問
や
指
示
を
調
べ
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

楽
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
頃
の
自
分
に
見

せ
て
あ
げ
た
い
特
集
で
す
。（
塩
谷
）

▼
高
段
者
Ｑ
Ａ
で
の
長
谷
川
氏
の
回
答
か
ら
、

常
に
子
供
に
と
っ
て
の
最
上
位
目
標
を
考
え
る

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。「
ピ
ン
ピ
タ
グ
ー
」
の

姿
勢
指
導
は
本
当
に
そ
の
子
の
た
め
に
な
っ
て

い
る
か
、
授
業
で
身
に
付
け
さ
せ
る
べ
き
力
を

本
当
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。
教
師

の
エ
ゴ
を
子
供
に
押
し
付
け
て
は
い
け
な
い
と

反
省
し
ま
し
た
。「
や
る
気
に
な
る
か
ら
自
然

と
姿
勢
が
良
く
な
る
」
に
納
得
で
す
。（
松
島
）

教育トークライン：第574号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、長谷川博之（副編集長）、
　　　手塚美和、小嶋悠紀、松島博昭、塩谷直大
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：教育技術研究所、TOSS
〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
電話 ：03-3787-6564　
FAX ：03-5702-2384
印刷所：株式会社　光陽メディア
編集協力：株式会社　友人社
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〒162-0833  東京都新宿区箪笥町31番　箪笥町SKビル3F
TEL：03-5227-1266 FAX：03-5227-1267
E-mail：info@gakugeimirai.jp　HP：https://www.gakugeimirai.jp/

株式会社 学芸みらい社10月 新刊・既刊のご案内

新刊・既刊

※定価はすべて税込表示です。

探究学習授業を進めるための教師の基本スキルや授業
フォーマットを、豊富な実践例とともに紹介──。
子ども自身が「問い」をもって自走する探究学習の授業
が実現できる保存版特集。

ロングセラー『AさせたいならBと言え』の著者が新提案。
「句読点区切り読み」から「意味句読み」へ──。
読解力・日本語力をつけ、小学校の音読指導が変わる
１冊。音声データも視聴可。

教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
編
集
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向山洋一先生のロングセラー教育新書全19巻、「授業の腕が上がる新法則
シリーズ」全13巻をはじめ、すべての新刊・既刊をご購入いただけます。

書籍の詳細情報は弊社オンラインショップでご覧頂けます➡

新刊・既刊とも、税込み5,000円以上のお買い上げで10％OFF。
右のQRコードからアクセスしていただき、
商品購入画面で以下の割引クーポンコードをご入力ください。
クーポンコード：c2408summer
※クーポンは期間中（9月30日まで）、何度でもご利用いただけます。

学芸みらい社
オンラインショップ

夏季特別割引販売
のご案内

１  「一人」と「全員」を両立させる
 《ちょうどいい》指導法
──向山洋一の実践と思想を読み解く32の挑戦！

	 塩谷直大・五十嵐貴弘（編著）　A5判並製／156ページ／2,530円

２ 子供たちの未来を拓く《ちょうどいい》授業
──「学びの本質」に迫る！

	 水野正司・塩谷直大（編著）　A5判並製／188ページ／本体2,750円

３ どの子も伸びる《ちょうどいい》叱り方
──「適切な叱り方」の三原則

	 水野正司（著）　A5判並製／168ページ／2,640円

４ 10代の子供たちに《ちょうどいい》生徒指導
──「自主性」と「価値づけ」が中学生に響く！

	 染谷幸二・櫛引丈志（編著）　A5判並製／156ページ／2,530円

シリーズ監修：水野正司
教師にも子供にも《ちょうどいい》指導法話題沸騰話題沸騰！！教師にも子供にも《ちょうどいい》指導法教師にも子供にも《ちょうどいい》指導法

全全全４
教師にも子供にも《ちょうどいい》指導法教師にも子供にも《ちょうどいい》指導法

巻

既
刊

ご好評をいただき、2024年末まで、
合計定価10,450円▶9,500円にて、
特別割引販売を継続いたします。
右記QRコードから送料無料、上記割引価格にてお申し込みを承っております。

新刊 既刊
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10月 新刊・既刊のご案内

新刊・既刊

シリーズ監修：水野正司
教師にも子供にも《ちょうどいい》指導法話題沸騰！ 全４巻

既
刊

ご好評をいただき、2024年末まで、
合計定価10,450円▶9,500円にて、
特別割引販売を継続いたします。
右記QRコードから送料無料、上記割引価格にてお申し込みを承っております。

新刊 既刊
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